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例  言 
 
１．本報告書は、沖縄県内の沿岸地域における遺跡の分布状況や内容把握を目的に実施した「沿岸地域遺跡分布

調査」の成果をまとめたものである。 

 

２．本業務は、文化庁の補助（８／10）を受けた沖縄県内遺跡発掘調査事業に伴うもので、沖縄県教育委員会の

指導のもと、沖縄県立埋蔵文化財センターが実施した。 

 

３．分布調査及び資料整理は平成16・17・19～22年度、報告書作成は平成28年度に実施した。 

 

４．本書に掲載した遺跡地図の座標軸は国土座標軸（第ⅩⅤ座標系）を使用し、座標値は日本測地系である。ま

た遺跡地図の一部は、特定非営利活動法人アジア水中考古学研究所発行の『水中文化遺産データベース作成と

水中考古学の推進 海の文化遺産総合調査報告書－全国水中遺跡地図－』掲載地図を利用した。 

 

５．分布調査及び資料整理に際して、以下の諸氏に協力・指導・助言等を戴いた。記して謝意を表する。 

 （五十音順、敬称略 ※所属名は当時） 

大橋 康二（佐賀県立九州陶磁文化館）、小川 光彦（石川県埋蔵文化財センター）、 

神谷 厚昭（石畳地質研究所）、甲元 眞之（熊本大学）、中山 清美（笠利町教育委員会）、 

野上 建紀（有田町歴史民俗資料館）、本田 京子（株式会社沖縄映像センター）、 

宮城 弘樹（名護市教育委員会）、森 達也（沖縄県立芸術大学） 

 

６．本書の編集は、当センター職員の協力を得て新垣力が行った。執筆分担は下記の通りである。なお、本報告

はこれまでに刊行された３冊の概報や、調査担当者の片桐千亜紀による論文及び報告等に多くを依拠している

が、解釈等に誤りがある場合は編集担当の責任である。 

  第１章、第２章、第３章、第４章…新垣 力 

  第１章、第２章、第３章第１・３節、第４章…片桐 千亜紀 

  第３章第２節…大堀 皓平、宮城 淳一、玉城 綾、南 勇輔 

 

７．本書に掲載した写真は、現地調査状況を第１章第２節に記した調査担当者及び文化財調査嘱託員が、遺物を

矢舟章浩（埋蔵文化財資料整理嘱託員）が撮影した。 

 

８．分布調査で得られた遺物及び実測図・写真等の記録は、市町村教育委員会所蔵資料や個人所蔵資料などの一

部を除き沖縄県立埋蔵文化財センターにて保管している。 
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例  言 
 
１．本報告書は、沖縄県内の沿岸地域における遺跡の分布状況や内容把握を目的に実施した「沿岸地域遺跡分布

調査」の成果をまとめたものである。 

 

２．本業務は、文化庁の補助（８／10）を受けた沖縄県内遺跡発掘調査事業に伴うもので、沖縄県教育委員会の

指導のもと、沖縄県立埋蔵文化財センターが実施した。 

 

３．分布調査及び資料整理は平成16・17・19～22年度、報告書作成は平成28年度に実施した。 

 

４．本書に掲載した遺跡地図の座標軸は国土座標軸（第ⅩⅤ座標系）を使用し、座標値は日本測地系である。ま

た遺跡地図の一部は、特定非営利活動法人アジア水中考古学研究所発行の『水中文化遺産データベース作成と

水中考古学の推進 海の文化遺産総合調査報告書－全国水中遺跡地図－』掲載地図を利用した。 

 

５．分布調査及び資料整理に際して、以下の諸氏に協力・指導・助言等を戴いた。記して謝意を表する。 

 （五十音順、敬称略 ※所属名は当時） 

大橋 康二（佐賀県立九州陶磁文化館）、小川 光彦（石川県埋蔵文化財センター）、 

神谷 厚昭（石畳地質研究所）、甲元 眞之（熊本大学）、中山 清美（笠利町教育委員会）、 

野上 建紀（有田町歴史民俗資料館）、本田 京子（株式会社沖縄映像センター）、 

宮城 弘樹（名護市教育委員会）、森 達也（沖縄県立芸術大学） 

 

６．本書の編集は、当センター職員の協力を得て新垣力が行った。執筆分担は下記の通りである。なお、本報告

はこれまでに刊行された３冊の概報や、調査担当者の片桐千亜紀による論文及び報告等に多くを依拠している

が、解釈等に誤りがある場合は編集担当の責任である。 

  第１章、第２章、第３章、第４章…新垣 力 

  第１章、第２章、第３章第１・３節、第４章…片桐 千亜紀 

  第３章第２節…大堀 皓平、宮城 淳一、玉城 綾、南 勇輔 

 

７．本書に掲載した写真は、現地調査状況を第１章第２節に記した調査担当者及び文化財調査嘱託員が、遺物を

矢舟章浩（埋蔵文化財資料整理嘱託員）が撮影した。 

 

８．分布調査で得られた遺物及び実測図・写真等の記録は、市町村教育委員会所蔵資料や個人所蔵資料などの一

部を除き沖縄県立埋蔵文化財センターにて保管している。 
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図版目次
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第１章 経緯と経過 
 
第１節 調査に至る経緯 
 沖縄県は東西約1,000km、南北約400kmの海域に連なる大小様々な島々で構成された国内唯一の島嶼県であると

ともに、日本で唯一の亜熱帯地域として本土では見られない多くの特徴を有している。また本県は現在だけでな

く、先史時代から海を重要な生業の場に利用しており、海岸や海域にはその証ともいえる多くの遺跡が存在して

いる。しかし、本県ではリゾート開発や大規模な埋立・護岸工事も盛んに行われ、砂丘や干潟などの旧地形が年々

失われていくとともに、当該地域に所在する遺跡も危機に瀕している。これらの適切な保護を図るには、県内各

地の海岸地域及び水中地域に所在する遺跡の分布状況を把握する必要があることから、沖縄県立埋蔵文化財セン

ター（以下当センター）では平成16年度より県内遺跡発掘調査事業の一環として「沿岸地域遺跡分布調査」に着

手した。 

 
第２節 調査・整理の体制 
沿岸地域遺跡の分布調査は平成16・17・19～21年度に、資料整理及び報告書作成は前述の５ヶ年と平成28年

度に、いずれも沖縄県教育庁文化課（平成24年度より文化財課に改称）の指導のもと、当センターが実施した。

体制の詳細は下記の通りである。 
分布調査（平成16・17・19～21年度） 

事業主体：沖縄県教育委員会 教育長 山内彰（平成16年度）、仲宗根用英（平成17年度）、 

仲村守和（平成19・20年度）、金武正八郎（平成21年度） 

事業主管：沖縄県教育庁文化課 課長 名嘉政修（平成16年度）、千木良芳範（平成17・19・20年度）、 

大城慧（平成21年度） 

      副参事兼課長補佐 千木良芳範（平成16年度）、課長補佐 島袋洋（平成17年度） 

      記念物係 係長 島袋洋（平成16年度）、主幹兼係長 盛本勲（平成17年度） 

      記念物班 班長 島袋洋（平成19～21年度） 

           専門員 新垣力（平成16年度）、知念隆博（平成17年度）、瀬戸哲也（平成19年度）、 

指導主事 久髙健（平成20・21年度） 

事業所管：沖縄県立埋蔵文化財センター 所長 安里嗣淳（平成16年度）、田場清志（平成17年度） 

                   参事兼所長 名嘉政修（平成19～21年度） 
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第１章 経緯と経過 
 
第１節 調査に至る経緯 
 沖縄県は東西約1,000km、南北約400kmの海域に連なる大小様々な島々で構成された国内唯一の島嶼県であると

ともに、日本で唯一の亜熱帯地域として本土では見られない多くの特徴を有している。また本県は現在だけでな

く、先史時代から海を重要な生業の場に利用しており、海岸や海域にはその証ともいえる多くの遺跡が存在して

いる。しかし、本県ではリゾート開発や大規模な埋立・護岸工事も盛んに行われ、砂丘や干潟などの旧地形が年々

失われていくとともに、当該地域に所在する遺跡も危機に瀕している。これらの適切な保護を図るには、県内各

地の海岸地域及び水中地域に所在する遺跡の分布状況を把握する必要があることから、沖縄県立埋蔵文化財セン

ター（以下当センター）では平成16年度より県内遺跡発掘調査事業の一環として「沿岸地域遺跡分布調査」に着

手した。 

 
第２節 調査・整理の体制 
沿岸地域遺跡の分布調査は平成16・17・19～21年度に、資料整理及び報告書作成は前述の５ヶ年と平成28年

度に、いずれも沖縄県教育庁文化課（平成24年度より文化財課に改称）の指導のもと、当センターが実施した。

体制の詳細は下記の通りである。 
分布調査（平成16・17・19～21年度） 

事業主体：沖縄県教育委員会 教育長 山内彰（平成16年度）、仲宗根用英（平成17年度）、 

仲村守和（平成19・20年度）、金武正八郎（平成21年度） 

事業主管：沖縄県教育庁文化課 課長 名嘉政修（平成16年度）、千木良芳範（平成17・19・20年度）、 

大城慧（平成21年度） 

      副参事兼課長補佐 千木良芳範（平成16年度）、課長補佐 島袋洋（平成17年度） 

      記念物係 係長 島袋洋（平成16年度）、主幹兼係長 盛本勲（平成17年度） 

      記念物班 班長 島袋洋（平成19～21年度） 

           専門員 新垣力（平成16年度）、知念隆博（平成17年度）、瀬戸哲也（平成19年度）、 

指導主事 久髙健（平成20・21年度） 

事業所管：沖縄県立埋蔵文化財センター 所長 安里嗣淳（平成16年度）、田場清志（平成17年度） 

                   参事兼所長 名嘉政修（平成19～21年度） 

      庶務課 副所長兼庶務課長 赤嶺正幸（平成16・17年度）、瑞慶覧康博（平成19年度） 

      総務班 班長 嘉手苅勤（平成20・21年度） 

          主査 西江幸枝（平成16年度）、山田恵美子（平成17・19年度）、 

玉寄秀人（平成20・21年度） 

   総括…調査課 課長 盛本勲（平成16年度）、岸本義彦（平成17・19年度） 

      調査班 班長 岸本義彦（平成20年度）、金城亀信（平成21年度） 

   分布調査担当…専門員 片桐千亜紀（平成16・17・19・20年度）、比嘉尚輝（平成16年度）、 

主任 片桐千亜紀（平成21年度） 

   分布調査補助…文化財調査嘱託員 崎原恒寿（平成16・17年度）、比嘉尚輝（平成17・19年度） 

山田浩久（平成19・20年度）、小橋川剛（平成20年度） 

 

－1－− 1 −



②平成 17年度 

 沖縄本島及び周辺離島で分布調査を実施した。対象地域は伊平屋村・伊是名村・国頭村・本部町・恩納村・伊

江村・座間味村・渡嘉敷村・渡名喜村・久米島町などで、期間は７月～翌年３月までの間で断続的に行った。潜

水調査は宜名真沖海底遺跡（国頭村）、阿護の浦海底遺跡（座間味村）、東奥武海底遺跡及びナカノ浜海底遺跡（久

米島町）などで実施し、湧出海岸陶磁器散布地では現地調査に加えて過去に伊江村教育委員会が採集した遺物の

図化・撮影を行った。この他、先島諸島（宮古島・石垣島・波照間島）でも予備調査を進めるとともに、潮間帯

の海岸に所在する生産遺跡、『正保国絵図』に記載された港、陸上の関連文化財なども並行して調査した。 

③平成19年度 

 先島諸島で分布調査を実施した。対象地域は宮古島・多良間島・石垣島で、期間は９月～翌年３月までの間で

断続的に行った。宮古島地域では八重干瀬海底遺跡群、吉野海岸沖海底遺跡、高田海岸沖海底遺跡、来間島沖海

底遺跡、八重山地域では名蔵シタダル遺跡と屋良部沖海底遺跡で海岸及び水中調査を行ったが、特に宮古島地域

では新発見（来間島沖海底遺跡）を含む多くの成果が得られた。後者では、過去に複数の調査事例がある名蔵シ

タダル遺跡について、他機関等に所蔵されている遺物の調査も進めた。この他、沖縄本島地域のうるま市でも予

備調査を進めるとともに、潮間帯の海岸に所在する生産遺跡、『正保国絵図』に記載された港、陸上の関連文化財

なども並行して調査した。 

④平成20年度 

 八重山諸島で分布調査を実施した。対象地域は石垣島・竹富島・小浜島・黒島・西表島・鳩間島・波照間島・

与那国島で、期間は７月～翌年３月までの間で断続的に行った。海底調査は昨年度実施した屋良部沖海底遺跡に

加え、石西礁湖海底遺跡群を中心に進めた。特に後者には今回新発見の遺跡も含まれており注目される。この他、

沖縄本島地域（国頭村・うるま市）についても予備調査を進めるとともに、潮間帯の海岸に所在する生産遺跡、

『正保国絵図』に記載された港、陸上の関連文化財なども並行して調査した。 

⑤平成21年度 

 昨年度までで不足分のある地域の補足調査を実施した。対象地域は南大東島・久米島・石垣島・西表島・波照

間島・与那国島で、期間は８月～翌年３月までの間で断続的に行った。この他、潮間帯の海岸に所在する生産遺

跡、『正保国絵図』に記載された港、陸上の関連文化財などについても、並行して調査を行った。 

 
資料整理・報告書作成 

 分布調査で得られた遺物や記録については、調査と並行して資料整理を進めており、遺物の処理や実測も随時

実施していた。また事業期間が長期に及ぶことから、平成17年度に『沿岸地域遺跡分布調査概報（Ⅰ）～沖縄本

島・周辺離島編～』、平成22年度に『沿岸地域遺跡分布調査概報（Ⅱ）～宮古・八重山諸島編～』、平成23年度

に『沿岸地域遺跡分布調査概報（Ⅲ）～遺跡・概要編～』と３冊の概報を刊行したが、全体の成果をまとめた報

告書を刊行するまでには至らなかったため、平成28年度に本格的な資料整理を実施することとなった。当該年度

の業務内容は編集及び原稿執筆を主とし、これまでに作成した実測図の修正・追加等は最低限に留めた。そして

文字原稿や写真も含めパソコンの作図ソフト（Illustrator）を用いてＤＰＴ印刷用の編集を行い、最終的には全

てＰＤＦファイルに変換して印刷製本業者へ入稿した。 
 印刷製本業務は、当センターにおいて県内印刷業者の割り振りを行ったうえで、６社による指名競争入札を実

施し、落札した株式会社ちとせ印刷が担当した。 
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資料整理及び報告書作成（平成 16・17・19～21・28年度） 

事業主体：沖縄県教育委員会 教育長 山内彰（平成16年度）、仲宗根用英（平成17年度）、 

仲村守和（平成19・20年度）、金武正八郎（平成21年度）、 

平敷昭人（平成28年度） 

事業主管：沖縄県教育庁文化課 課長 名嘉政修（平成16年度）、千木良芳範（平成17・19・20年度）、 

大城慧（平成21年度） 

文化財課 課長 萩尾俊章（平成28年度） 

      副参事兼課長補佐 千木良芳範（平成16年度）、課長補佐 島袋洋（平成17年度） 

      記念物係 係長 島袋洋（平成16年度）、主幹兼係長 盛本勲（平成17年度） 

      記念物班 班長 島袋洋（平成19～21年度）、上地博（平成28年度） 

           専門員 新垣力（平成16年度）、知念隆博（平成17年度）、瀬戸哲也（平成19年度）、

指導主事 久髙健（平成21年度）、主任専門員 羽方誠（平成28年度） 

事業所管：沖縄県立埋蔵文化財センター 所長 安里嗣淳（平成16年度）、田場清志（平成17年度）、 

                      金城亀信（平成28年度） 

                   参事兼所長 名嘉政修（平成19～21年度） 

      副参事 濱口寿夫（平成28年度） 

      庶務課 副所長兼庶務課長 赤嶺正幸（平成16・17年度）、瑞慶覧康博（平成19年度） 

      総務班 班長 嘉手苅勤（平成20・21年度）、比嘉智博（平成28年度） 

          主査 西江幸枝（平成16年度）、山田恵美子（平成17・19年度）、 

玉寄秀人（平成20・21年度）、比嘉睦（平成28年度） 

   総括…調査課 課長 盛本勲（平成16年度）、岸本義彦（平成17・19年度） 

調査班 班長 岸本義彦（平成20年度）、金城亀信（平成21年度） 仲座久宜（平成28年度） 

   資料整理担当…専門員 片桐千亜紀（平成16・17・19・20年度）、主任 片桐千亜紀（平成21年度）、 

主任専門員 新垣力（平成28年度） 

   資料整理補助…主任 大堀皓平、宮城淳一（平成28年度）、専門員 玉城綾、南勇輔（平成28年度） 

   資料整理協力者（平成16・17・19～21・28年度） 

安里綾子、安里小弥子、石川彩乃、大城友理華、金城友香、光嶋香、下里利美、瑞慶覧尚美、 
砂川みなみ、平良貴子、玉城照美、仲間留美、仲村綾乃、比嘉優子、宮城友美、宮里美也子、矢船章浩、 
領家範夫 

印刷製本 株式会社ちとせ印刷 
 
第３節 調査・整理の経過 
分布調査 

①平成16年度 

沖縄本島で分布調査を実施した。主な対象は北部地域の国頭村・今帰仁村・本部町・恩納村、中部地域の読谷

村・具志川市・与那城で、期間は６月～翌年３月までの間で断続的に行った。国頭村で実施した宜名真沖海底遺

跡及び関連文化財の調査成果と、本部町瀬底島沖海底遺跡の調査成果が注目され、後者は県内で初めて海底から

碇石が引き揚げられた事例としても特筆される。この他、潮間帯の海岸に所在する生産遺跡、『正保国絵図』に記

載された港、陸上の関連文化財なども並行して調査した。 
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②平成 17年度 

 沖縄本島及び周辺離島で分布調査を実施した。対象地域は伊平屋村・伊是名村・国頭村・本部町・恩納村・伊

江村・座間味村・渡嘉敷村・渡名喜村・久米島町などで、期間は７月～翌年３月までの間で断続的に行った。潜

水調査は宜名真沖海底遺跡（国頭村）、阿護の浦海底遺跡（座間味村）、東奥武海底遺跡及びナカノ浜海底遺跡（久

米島町）などで実施し、湧出海岸陶磁器散布地では現地調査に加えて過去に伊江村教育委員会が採集した遺物の

図化・撮影を行った。この他、先島諸島（宮古島・石垣島・波照間島）でも予備調査を進めるとともに、潮間帯

の海岸に所在する生産遺跡、『正保国絵図』に記載された港、陸上の関連文化財なども並行して調査した。 

③平成19年度 

 先島諸島で分布調査を実施した。対象地域は宮古島・多良間島・石垣島で、期間は９月～翌年３月までの間で

断続的に行った。宮古島地域では八重干瀬海底遺跡群、吉野海岸沖海底遺跡、高田海岸沖海底遺跡、来間島沖海

底遺跡、八重山地域では名蔵シタダル遺跡と屋良部沖海底遺跡で海岸及び水中調査を行ったが、特に宮古島地域

では新発見（来間島沖海底遺跡）を含む多くの成果が得られた。後者では、過去に複数の調査事例がある名蔵シ

タダル遺跡について、他機関等に所蔵されている遺物の調査も進めた。この他、沖縄本島地域のうるま市でも予

備調査を進めるとともに、潮間帯の海岸に所在する生産遺跡、『正保国絵図』に記載された港、陸上の関連文化財

なども並行して調査した。 

④平成20年度 

 八重山諸島で分布調査を実施した。対象地域は石垣島・竹富島・小浜島・黒島・西表島・鳩間島・波照間島・

与那国島で、期間は７月～翌年３月までの間で断続的に行った。海底調査は昨年度実施した屋良部沖海底遺跡に

加え、石西礁湖海底遺跡群を中心に進めた。特に後者には今回新発見の遺跡も含まれており注目される。この他、

沖縄本島地域（国頭村・うるま市）についても予備調査を進めるとともに、潮間帯の海岸に所在する生産遺跡、

『正保国絵図』に記載された港、陸上の関連文化財なども並行して調査した。 

⑤平成21年度 

 昨年度までで不足分のある地域の補足調査を実施した。対象地域は南大東島・久米島・石垣島・西表島・波照

間島・与那国島で、期間は８月～翌年３月までの間で断続的に行った。この他、潮間帯の海岸に所在する生産遺

跡、『正保国絵図』に記載された港、陸上の関連文化財などについても、並行して調査を行った。 

 
資料整理・報告書作成 

 分布調査で得られた遺物や記録については、調査と並行して資料整理を進めており、遺物の処理や実測も随時

実施していた。また事業期間が長期に及ぶことから、平成17年度に『沿岸地域遺跡分布調査概報（Ⅰ）～沖縄本

島・周辺離島編～』、平成22年度に『沿岸地域遺跡分布調査概報（Ⅱ）～宮古・八重山諸島編～』、平成23年度

に『沿岸地域遺跡分布調査概報（Ⅲ）～遺跡・概要編～』と３冊の概報を刊行したが、全体の成果をまとめた報

告書を刊行するまでには至らなかったため、平成28年度に本格的な資料整理を実施することとなった。当該年度

の業務内容は編集及び原稿執筆を主とし、これまでに作成した実測図の修正・追加等は最低限に留めた。そして

文字原稿や写真も含めパソコンの作図ソフト（Illustrator）を用いてＤＰＴ印刷用の編集を行い、最終的には全

てＰＤＦファイルに変換して印刷製本業者へ入稿した。 
 印刷製本業務は、当センターにおいて県内印刷業者の割り振りを行ったうえで、６社による指名競争入札を実

施し、落札した株式会社ちとせ印刷が担当した。 
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資料整理及び報告書作成（平成 16・17・19～21・28年度） 

事業主体：沖縄県教育委員会 教育長 山内彰（平成16年度）、仲宗根用英（平成17年度）、 

仲村守和（平成19・20年度）、金武正八郎（平成21年度）、 

平敷昭人（平成28年度） 

事業主管：沖縄県教育庁文化課 課長 名嘉政修（平成16年度）、千木良芳範（平成17・19・20年度）、 

大城慧（平成21年度） 

文化財課 課長 萩尾俊章（平成28年度） 

      副参事兼課長補佐 千木良芳範（平成16年度）、課長補佐 島袋洋（平成17年度） 

      記念物係 係長 島袋洋（平成16年度）、主幹兼係長 盛本勲（平成17年度） 

      記念物班 班長 島袋洋（平成19～21年度）、上地博（平成28年度） 

           専門員 新垣力（平成16年度）、知念隆博（平成17年度）、瀬戸哲也（平成19年度）、

指導主事 久髙健（平成21年度）、主任専門員 羽方誠（平成28年度） 

事業所管：沖縄県立埋蔵文化財センター 所長 安里嗣淳（平成16年度）、田場清志（平成17年度）、 

                      金城亀信（平成28年度） 

                   参事兼所長 名嘉政修（平成19～21年度） 

      副参事 濱口寿夫（平成28年度） 

      庶務課 副所長兼庶務課長 赤嶺正幸（平成16・17年度）、瑞慶覧康博（平成19年度） 

      総務班 班長 嘉手苅勤（平成20・21年度）、比嘉智博（平成28年度） 

          主査 西江幸枝（平成16年度）、山田恵美子（平成17・19年度）、 

玉寄秀人（平成20・21年度）、比嘉睦（平成28年度） 

   総括…調査課 課長 盛本勲（平成16年度）、岸本義彦（平成17・19年度） 

調査班 班長 岸本義彦（平成20年度）、金城亀信（平成21年度） 仲座久宜（平成28年度） 

   資料整理担当…専門員 片桐千亜紀（平成16・17・19・20年度）、主任 片桐千亜紀（平成21年度）、 

主任専門員 新垣力（平成28年度） 

   資料整理補助…主任 大堀皓平、宮城淳一（平成28年度）、専門員 玉城綾、南勇輔（平成28年度） 

   資料整理協力者（平成16・17・19～21・28年度） 

安里綾子、安里小弥子、石川彩乃、大城友理華、金城友香、光嶋香、下里利美、瑞慶覧尚美、 
砂川みなみ、平良貴子、玉城照美、仲間留美、仲村綾乃、比嘉優子、宮城友美、宮里美也子、矢船章浩、 
領家範夫 

印刷製本 株式会社ちとせ印刷 
 
第３節 調査・整理の経過 
分布調査 

①平成16年度 

沖縄本島で分布調査を実施した。主な対象は北部地域の国頭村・今帰仁村・本部町・恩納村、中部地域の読谷

村・具志川市・与那城で、期間は６月～翌年３月までの間で断続的に行った。国頭村で実施した宜名真沖海底遺

跡及び関連文化財の調査成果と、本部町瀬底島沖海底遺跡の調査成果が注目され、後者は県内で初めて海底から

碇石が引き揚げられた事例としても特筆される。この他、潮間帯の海岸に所在する生産遺跡、『正保国絵図』に記

載された港、陸上の関連文化財なども並行して調査した。 
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第２章 調査の方法 
 
第１節 現地調査 
 分布調査は、最初に文献や聞き取りによる情報収集から開始した。この点は陸上の遺跡と同様だが、今回は沿

岸地域や水中地域を対象とすることから、通常の照会先である県内市町村教育委員会の文化財担当課に加えて、

各地の漁業協同組合やダイビングサービス（いずれも個人事業者を含む）などからも助言や協力を得た。 
このようにして得られた情報に基づき、遺跡が存在する可能性の高い場所を絞り込んだ後、実際にその地域の

踏査に着手した（図版１－１）。その結果、遺物の散布や塩田跡及び石切場跡などの生産遺跡が確認された場合は、

ＧＰＳによる位置情報の記録と写真撮影を行った。また、遺物の散布や遺構の範囲が海域まで広がることが確認

できれば、その付近の海底もあわせて調査した。実際に潜水調査を実施するのはこの段階からになる。 
海底で遺物が確認された場合は、海岸での調査と同様にＧＰＳによる位置情報の記録を行うとともに（図版１

－２）、状況によっては実測図も作成した（図版１－３）。実測の方法は陸上の調査とほとんど変わらず、水中に

水糸を張りメジャーで正確に測りながら記録する。そして、全ての作業が終了した後に写真撮影を実施する（図

版１－４）。撮影には防水ケースに入れたデジタルカメラを使用するが、水中は陸上と環境が異なるため、水中撮

影に関しての知識が必要となる。 
以上が現地調査の大まかな手順となるが、調査では遺物の分布状況の把握を主眼に置いているため、遺物の回

収は特徴的または散逸のおそれがある資料に留め、調査事例が蓄積している著名な遺跡などの場合は、他機関所

蔵の資料も活用している。 
 
第２節 遺物処理 
海底から回収した遺物には、サンゴ・貝、・藻などが多量に付着している例が多い。この状態では、遺物の形・

色・文様などの詳しい特徴を読み取ることが困難なため、付着物を取り除く必要がある。これらの付着物は剥が

すことが難しく、無理に剥がすと遺物を傷付ける可能性が高いため、薬品を道具と併用しながら、少しずつ時間

をかけて除去作業を実施した。手順は概ね以下に示すとおりである。 

１ 塩分を抜くため、回収してきた遺物を収納用コンテナに入れてしばらくの間水で浸す。水は何度か入れ替え

が必要となる。 

２ 十分に塩分を抜いた後、次は塩酸に浸す（図版１－５）。この作業は磁器を対象に行い、陶器・金属・貝など

は本工程を省略する。コンテナ内の遺物を完全に水に浸した状態に保った後、塩酸を少量ずつ加えていく。付

着物の取れ方などをみながら、10～30分程度実施する。作業終了後は遺物の塩酸を抜くため、コンテナ内の水

を入れ替える。水の入れ替えは何度か実施し、時間は一晩置く場合もある。 

３ ２の作業で取れなかった付着物や、溶解して遺物の表面に残留しているものなどをタワシ・ハブラシなどで

除去する。塩酸に浸すと脆くなる遺物（陶器など）は本工程から付着物の除去を始める。道具は主に竹箆を用

いるが、取れない場合は金槌や彫刻刀を使用する（図１－６）。いずれにしても、遺物を傷つけないように慎重

に進める。それでも除去できない場合は、部分的に塩酸をかけて落としていく（図１－７）。 

４ 付着物を除去した後は、遺物に残留している塩酸を抜くために、再び水に浸す（図１－８）。この時、コンテ

ナには常に新鮮な水を供給し続けて、一晩置いておく。 
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図版１　分布調査 ・遺物処理状況

１－１　現地踏査

１－３　遺物実測

１－７　付着物の除去 （塩酸による部分溶解） １－８　塩酸を抜くための水浸

１－６　付着物の除去２ （人力作業）１－５　付着物の除去１ （塩酸による溶解）

１－２　GPS による位置情報の記録

１－４　写真撮影
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第２章 調査の方法 
 
第１節 現地調査 
 分布調査は、最初に文献や聞き取りによる情報収集から開始した。この点は陸上の遺跡と同様だが、今回は沿

岸地域や水中地域を対象とすることから、通常の照会先である県内市町村教育委員会の文化財担当課に加えて、

各地の漁業協同組合やダイビングサービス（いずれも個人事業者を含む）などからも助言や協力を得た。 
このようにして得られた情報に基づき、遺跡が存在する可能性の高い場所を絞り込んだ後、実際にその地域の

踏査に着手した（図版１－１）。その結果、遺物の散布や塩田跡及び石切場跡などの生産遺跡が確認された場合は、

ＧＰＳによる位置情報の記録と写真撮影を行った。また、遺物の散布や遺構の範囲が海域まで広がることが確認

できれば、その付近の海底もあわせて調査した。実際に潜水調査を実施するのはこの段階からになる。 
海底で遺物が確認された場合は、海岸での調査と同様にＧＰＳによる位置情報の記録を行うとともに（図版１

－２）、状況によっては実測図も作成した（図版１－３）。実測の方法は陸上の調査とほとんど変わらず、水中に

水糸を張りメジャーで正確に測りながら記録する。そして、全ての作業が終了した後に写真撮影を実施する（図

版１－４）。撮影には防水ケースに入れたデジタルカメラを使用するが、水中は陸上と環境が異なるため、水中撮

影に関しての知識が必要となる。 
以上が現地調査の大まかな手順となるが、調査では遺物の分布状況の把握を主眼に置いているため、遺物の回

収は特徴的または散逸のおそれがある資料に留め、調査事例が蓄積している著名な遺跡などの場合は、他機関所

蔵の資料も活用している。 
 
第２節 遺物処理 
海底から回収した遺物には、サンゴ・貝、・藻などが多量に付着している例が多い。この状態では、遺物の形・

色・文様などの詳しい特徴を読み取ることが困難なため、付着物を取り除く必要がある。これらの付着物は剥が

すことが難しく、無理に剥がすと遺物を傷付ける可能性が高いため、薬品を道具と併用しながら、少しずつ時間

をかけて除去作業を実施した。手順は概ね以下に示すとおりである。 

１ 塩分を抜くため、回収してきた遺物を収納用コンテナに入れてしばらくの間水で浸す。水は何度か入れ替え

が必要となる。 

２ 十分に塩分を抜いた後、次は塩酸に浸す（図版１－５）。この作業は磁器を対象に行い、陶器・金属・貝など

は本工程を省略する。コンテナ内の遺物を完全に水に浸した状態に保った後、塩酸を少量ずつ加えていく。付

着物の取れ方などをみながら、10～30分程度実施する。作業終了後は遺物の塩酸を抜くため、コンテナ内の水

を入れ替える。水の入れ替えは何度か実施し、時間は一晩置く場合もある。 

３ ２の作業で取れなかった付着物や、溶解して遺物の表面に残留しているものなどをタワシ・ハブラシなどで

除去する。塩酸に浸すと脆くなる遺物（陶器など）は本工程から付着物の除去を始める。道具は主に竹箆を用

いるが、取れない場合は金槌や彫刻刀を使用する（図１－６）。いずれにしても、遺物を傷つけないように慎重

に進める。それでも除去できない場合は、部分的に塩酸をかけて落としていく（図１－７）。 

４ 付着物を除去した後は、遺物に残留している塩酸を抜くために、再び水に浸す（図１－８）。この時、コンテ

ナには常に新鮮な水を供給し続けて、一晩置いておく。 
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第３章 調査の成果 
 
第１節 遺跡の種類と分布状況 

 今回の分布調査で確認された水中遺跡と沿岸遺跡を形成要因で大別すると４種類で、これに従来から知られて

いる生産遺跡を加えると下記の５種類となる（厳密には１ヶ所確認された陸上沈降遺跡を含めると６種類）。また

今回は参考として、正保国絵図に記載された港と関連文化財も併せて報告する。以下にそれぞれの概要を延べ、

分布状況は第２～11図に示す。 

 

１ 沈没船（水中遺跡）：９遺跡 

 船舶の沈没によって形成される。船体や積荷は事故後の自然または人為的な攪乱によって影響を受け、

現状では残骸のみとなっている場合が多い。 

 

２ 水中遺物散布地（水中遺跡）：11遺跡 

海難事故に遭遇した船舶が、沈没を避けるために積荷を投棄した結果形成される遺跡で、海底から海岸

にかけて共時性の高い遺物が多量に散布する。船の沈没に伴う可能性もあるが、船体そのものが発見され

ていない場合は当分類に含める。 

 

３ 港湾遺跡（水中遺跡・沿岸遺跡）：30遺跡 

その海域を港として利用した結果形成される遺跡で、海岸から海底にかけて船舶の停泊具（碇・錨）や

様々な時代の遺物が散布しているが、港に停泊していた船舶が海難事故遭遇後に沈没して形成された場合

も考えられる。ちなみに、上記数字のうち10遺跡は正保国絵図の港と重複している。 

 

４ 海岸遺物散布地（沿岸遺跡）：16遺跡 

 海浜部に形成された集落などが海岸を利用した結果形成される遺跡で、様々な遺物が散布している。港

とは区別されるが、海域が港としても利用されたことが明らかな場合は両方の要因で形成される。 

 

５ 生産遺跡：76遺跡 

 塩田跡・魚垣跡・石切場跡・スラ所跡があり、いずれも潮間帯の海岸に所在する。一部は以前沖縄県教

育委員会が実施した生産遺跡分布調査や、市町村教育委員会の遺跡詳細分布調査でも把握されている。 

 

６ 正保国絵図の港：57ヶ所 

正保国絵図は17世紀に徳川幕府に提出された絵図で、当時琉球で利用されていた港の位置と利便性が記

されている。現在も利用されている港もあれば、既に港として機能していない海域もある。場所によって

は数百年も利用されていることから、潜在的に全てが遺跡と考えられるものの、遺物の散布が確認できる

場所は少ない。ちなみに、上記数字のうち10ヶ所は港湾遺跡と重複している。 

 

７ 関連文化財：21件 

 かつて海底にあったものが陸上に引き揚げられて転用・保管されているもので、船舶の停泊具（碇石・

鉄錨）や積荷が確認されている。他には、海難事故によって死亡した船員の墓などもみられる。 

－6－− 6 −



10°

20°

30°

40°

10°

140°130°
120°

140°130°120°

20°

30°

40°

MONGOLIA

C H I N A

SOUTH KOREA

EAST CHINA SEA

OKINAWA

RUSSIAN FEDERATION

SOUTH CHINA SEA

P H I L I P P I N E S

0 500 1000km

N O R T H  K O R E A

北京 Beijing

モンゴル

中華人民共和国

上海 Shang hai

台北 Taipei

TAIWAN
台 湾

大韓民国

東 中 国 海

沖 縄
PACIFIC OCEAN
太 平 洋

JAPAN
日 本

香港 Hong Kong

博多 Hakata

口 シ ア 連 邦

ウラジオストク Vladivostok

東京 Tokyo

南 中 国 海

マニラ Manila
フィリピン諸島

ソウル Seoul

平壌 Pyongyang

朝鮮民主主義人民共和国

那覇 Naha

第１図　沖縄県の位置

－7－
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とは区別されるが、海域が港としても利用されたことが明らかな場合は両方の要因で形成される。 
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 塩田跡・魚垣跡・石切場跡・スラ所跡があり、いずれも潮間帯の海岸に所在する。一部は以前沖縄県教

育委員会が実施した生産遺跡分布調査や、市町村教育委員会の遺跡詳細分布調査でも把握されている。 

 

６ 正保国絵図の港：57ヶ所 

正保国絵図は17世紀に徳川幕府に提出された絵図で、当時琉球で利用されていた港の位置と利便性が記

されている。現在も利用されている港もあれば、既に港として機能していない海域もある。場所によって

は数百年も利用されていることから、潜在的に全てが遺跡と考えられるものの、遺物の散布が確認できる

場所は少ない。ちなみに、上記数字のうち10ヶ所は港湾遺跡と重複している。 

 

７ 関連文化財：21件 

 かつて海底にあったものが陸上に引き揚げられて転用・保管されているもので、船舶の停泊具（碇石・

鉄錨）や積荷が確認されている。他には、海難事故によって死亡した船員の墓などもみられる。 
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第２図　沖縄本島及び周辺離島の主な水中遺跡 ・沿岸遺跡

第３図　先島諸島の主な水中遺跡 ・沿岸遺跡
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第１表　水中遺跡・沿岸遺跡及び関連文化財一覧１
№ 遺跡名 種別・性格 島名 市町村 字名 立地 遺物 時期 備考 緯度 経度

1 伊平屋島尻の古港 正保国絵図の港 伊平屋島 伊平屋村 島尻 海岸～海底 近世以降 琉球国絵図史料集編集委他1992 27 01 00.876 127 56 46.021

2 伊平屋島尻のオランダ墓 関連文化財 伊平屋島 伊平屋村 島尻 陸上 墓 近代 遠藤2001 27 00 57.524 127 56 29.868

3 テライ原西海岸遺物散布地 港湾遺跡 伊平屋島 伊平屋村 島尻 海岸・潮間帯 石器、陶磁器 ？、近世・近代 27 00 00.569 127 56 13.207

4 野甫島北海岸遺物散布地 港湾遺跡 野甫島 伊平屋村 野甫 海岸・潮間帯 陶磁器 近世・近代 伊平屋村教委2000 26 59 54.586 127 55 40.033

5 野甫島西海岸遺物散布地 海岸遺物散布地 野甫島 伊平屋村 野甫 海岸・潮間帯 陶磁器 グスク時代 伊平屋村教委2000 26 59 36.841 127 54 48.845

6 具志川島北海岸の魚垣跡 生産遺跡 具志川島 伊是名村 潮間帯・リーフ 近世以降 26 58 37.520 127 57 06.574

7 具志川島北海岸遺物散布地 港湾遺跡 具志川島 伊是名村 海岸・潮間帯 陶磁器 グスク時代～近世・近代 26 58 37.362 127 56 59.816

8 内花海岸遺物散布地 海岸遺物散布地 伊是名島 伊是名村 内花 海岸・潮間帯 陶磁器 近世・近代 26 56 56.126 127 57 01.318

9 内花海岸の石切場跡 生産遺跡 伊是名島 伊是名村 内花 海岸・潮間帯 近世以降 26 56 50.726 127 57 11.826

10 諸見海岸遺物散布地 海岸遺物散布地 伊是名島 伊是名村 諸見 海岸・潮間帯 銭貨表採（聞取） 26 55 58.829 127 57 15.822

11 伊是名グスク周辺遺物散布地 港湾遺跡 伊是名島 伊是名村 伊是名 海岸・潮間帯 陶磁器 グスク時代 26 55 00.390 127 57 08.579

12 屋那覇島の石切場跡 生産遺跡 屋那覇島 伊是名村 伊是名 海岸・潮間帯 近世以降 26 54 00.803 127 55 39.493

13 宇佐浜海岸遺物散布地 海岸遺物散布地 沖縄島 国頭村 辺土 潮間帯・リーフ 石、陶磁器 ？～近世・近代 26 51 56.452 128 15 46.901

14 當山正堅先生頌徳碑 関連文化財 沖縄島 国頭村 宜名真 陸上 石製品 近代 №16関連 26 51 14.234 128 15 01.789

15 宜名真のオランダ墓 関連文化財 沖縄島 国頭村 宜名真 陸上 石製品 近代 №16関連 26 50 43.274 128 15 13.889

16 宜名真沖海底遺跡 沈没船 沖縄島 国頭村 宜名真 海岸・潮間帯～海底（-10ｍ）
陶磁器、ガラス製品、
金属製品等

近代
（1872年）

英国船ベナレス号沈没記録
奧のあゆみ刊行委員会1986
片桐他2013、新居他2010

26 50 37.367 128 15 05.706

17 奥の採石場 生産遺跡 沖縄島 国頭村 奥 海岸 近代 26 50 40.427 128 17 44.776

18 奥川河口遺物散布地 港湾遺跡 沖縄島 国頭村 奥 海岸・潮間帯 陶磁器 近世・近代 26 50 31.322 128 17 36.586

19 奥の鉄錨 関連文化財 沖縄島 国頭村 奥 陸上 鉄錨 近代 №16関連 26 50 31.290 128 17 23.960

20 奥交流館の石製品 関連文化財 沖縄島 国頭村 奥 陸上 石製品 近代 №16関連 26 50 15.414 128 17 18.658

21 宇嘉の石製品 関連文化財 沖縄島 国頭村 宇嘉 陸上 石製品 近代 №16関連 26 48 32.206 128 14 03.916

22 謝敷海岸遺物散布地 海岸遺物散布地 沖縄島 国頭村 謝敷 海岸・潮間帯・リーフ 石器、陶磁器 ？～近世・近代 26 46 56.057 128 12 50.620

23 謝敷海岸の石切場跡 生産遺跡 沖縄島 国頭村 謝敷 海岸・潮間帯 近世以降 26 46 52.154 128 12 49.518

24 桃原海岸遺物散布地 海岸遺物散布地 沖縄島 国頭村 桃原 海岸・潮間帯 土器、陶磁器 先史、近世・近代 26 44 35.380 128 09 53.341

25 安波の古港 正保国絵図の港 沖縄島 国頭村 安波 海岸～海底 近世以降 琉球国絵図史料集編集委他1992 26 43 02.208 128 17 50.136

26 喜如嘉海岸遺物散布地 海岸遺物散布地 沖縄島 大宜味村 喜如嘉 潮間帯・リーフ 石器 26 42 31.309 128 08 15.526

27 喜如嘉海岸の石切場跡 生産遺跡 沖縄島 国頭村 喜如嘉 海岸・潮間帯 近世以降 26 42 23.666 128 08 16.199

28 上原海岸遺物散布地 海岸遺物散布地 沖縄島 大宜味村 根路銘 潮間帯・リーフ 陶磁器 近世以降 26 41 31.517 128 06 26.748

29 カンサガニク海底遺物散布地 港湾遺跡 沖縄島 大宜味村 塩屋 海岸・潮間帯 陶磁器 グスク時代 大宜味村教委1984 26 40 04.051 128 06 17.590

30 宮城の塩田跡 生産遺跡 沖縄島 大宜味村 宮城 海岸・潮間帯 近世以降 沖縄県文化課1991b 26 39 56.056 128 06 14.411

31 津波海岸の石切場跡 生産遺跡 沖縄島 大宜味村 津波 海岸・潮間帯 近世以降 26 39 34.168 128 05 40.682

32 川田の古港 正保国絵図の港 沖縄島 東村 川田 海岸～海底 近世以降 琉球国絵図史料集編集委他1992 26 37 37.783 128 09 54.864

33 大堂原海岸の石切場跡 生産遺跡 屋我地島 名護市 済井出 海岸・潮間帯 近世以降 26 40 45.188 128 00 44.971

34 運天港 正保国絵図の港 沖縄島 今帰仁村 運天 海岸～海底 グスク時代以降 琉球国絵図史料集編集委他1992 26 40 43.453 128 00 21.719

35 源為朝公上陸之碑 関連文化財 沖縄島 今帰仁村 運天 陸上 石製品 近代 №16関連 26 40 51.622 128 00 01.386

36 屋我地のオランダ墓 関連文化財 屋我地島 名護市 運天原 陸上 墓 近代 26 40 30.191 127 59 57.048

37 エモンズ 沈没船 古宇利島 今帰仁村 古宇利 海底（-40ｍ） 船体
近代
（1945年）

米国軍艦
宮城他2005

26 43 28.448 128 01 46.524

38 湧川ヤガンナ島の塩田跡 生産遺跡 ヤガンナ島 今帰仁村 湧川 海岸・潮間帯 近世以降 沖縄県埋文2006 26 39 03.931 127 59 30.631

39 仲尾次伊佐良浜の石切場跡 生産遺跡 沖縄島 今帰仁村 仲尾次 海岸・潮間帯 近世以降 26 42 26.636 127 57 24.781

40 今泊海岸の石切場跡 生産遺跡 沖縄島 今帰仁村 今泊 海岸・潮間帯 近世以降 26 42 16.124 127 55 49.652

41 今泊海岸陶磁器散布地 港湾遺跡 沖縄島 今帰仁村 今泊 海岸～海底 陶磁器 グスク時代～近世・近代 宮城他2004、今帰仁村教委2007 26 42 27.796 127 55 36.534

42 マースヤー跡 生産遺跡 沖縄島 本部町 渡久地 海岸・潮間帯 近世以降 沖縄県文化課1995 26 39 34.247 127 53 36.676

43 によは入江 正保国絵図の港 沖縄島 本部町 渡久地 海岸～海底 近世以降 琉球国絵図史料集編集委他1992 26 39 40.010 127 53 19.054

44 大小堀川の碇石 関連文化財 沖縄島 本部町 大小掘 陸上 碇石 26 39 07.175 127 52 50.959

45 瀬底島トラバーチンの石切場跡 生産遺跡 瀬底島 本部町 瀬底 海岸・潮間帯～陸上 近代 沖縄県文化課1995？ 26 39 01.843 127 52 21.688

46 瀬底島沖海底遺跡 港湾遺跡 瀬底島 本部町 瀬底 海底（～-5ｍ） 碇石、陶磁器、銭貨 グスク時代～近世・近代 片桐他2005 26 38 28.190 127 52 15.996

47 水納島北海岸の石切場跡 生産遺跡 瀬底島 本部町 水納原 海岸・潮間帯 26 39 01.483 127 48 57.272

48 水納島南海岸の石切場跡 生産遺跡 水納島 本部町 瀬底 海岸・潮間帯 近世以降 26 38 39.512 127 48 57.406

49 水納島沖海底遺跡 水中遺物散布地 水納島 本部町 瀬底 海岸～海底（-3ｍ） 陶磁器 グスク時代 26 38 36.316 127 49 18.325

50 湧出海岸陶磁器散布地 水中遺物散布地 伊江島 伊江村 東江上 海岸～海底（-10ｍ） 陶磁器 グスク時代 伊江村教委1999 26 44 02.789 127 47 29.735

51 アラ浜の古港・遺物散布地
港湾遺跡
正保国絵図の港

伊江島 伊江村 東江前 海岸～海底 陶磁器 近世以降 琉球国絵図史料集編集委他1992 26 42 22.630 127 48 41.710

52 名護博物館の碇石 関連文化財 沖縄島 名護市 東江 陸上 碇石 グスク時代 名護博物館所蔵、高津他2010 26 35 10.331 127 59 13.466

53 嘉陽海岸遺物散布地 海岸遺物散布地 沖縄島 名護市 嘉陽 海岸・潮間帯 陶磁器 近世・近代 26 32 48.833 128 06 23.882

54 湖辺底港遺物散布地 港湾遺跡 沖縄島 名護市 許田 海岸・潮間帯 陶磁器 グスク時代
クンジャクミャートゥー
今帰仁村歴文1999

26 32 32.820 127 57 43.492

55 瀬良垣の石切場跡 生産遺跡 沖縄島 恩納村 瀬良垣 海岸・潮間帯 近世以降 26 30 25.488 127 52 46.459

56 松田海岸遺物散布地 海岸遺物散布地 沖縄島 宜野座村 松田 海岸・潮間帯 土器、石器、陶磁器 縄文〜近世・近代 26 29 42.644 127 59 58.236

57 当袋川河口の石切場跡 生産遺跡 沖縄島 恩納村 恩納 海岸・潮間帯 近世以降 26 30 04.968 127 51 16.592

58 当袋川河口遺物散布地 港湾遺跡 沖縄島 恩納村 恩納 海岸・潮間帯 陶磁器 グスク時代 恩納村教委2012 26 29 59.312 127 51 19.055

59 南恩納の石切場跡 生産遺跡 沖縄島 恩納村 南恩納 海岸・潮間帯 近世以降 恩納村教委2012 26 29 19.349 127 50 39.689

60 ジムン海岸遺物散布地 港湾遺跡 沖縄島 恩納村 谷茶 海岸・潮間帯 環状碇石、陶磁器 近世・近代 26 28 28.978 127 49 57.886

61 前川河口遺物散布地 港湾遺跡 沖縄島 恩納村 谷茶 海岸・潮間帯 陶磁器 近世・近代 恩納村教委2012 26 28 25.990 127 49 56.381

62 唐人墓の墓碑 関連文化財 沖縄島 恩納村 仲泊 陸上 墓 近世・近代 仲松1980 26 26 12.318 127 47 31.294

63 真栄田の石切場跡 生産遺跡 沖縄島 恩納村 真栄田 海岸・潮間帯 近世以降 沖縄県埋文2006、恩納村教委2012 26 26 35.344 127 46 06.823

64 山田メーガーの碇石 関連文化財 沖縄島 恩納村 山田 陸上 碇石 グスク時代
井戸に転用
當眞1996

26 25 48.497 127 46 51.683

65 残波の石切場跡 生産遺跡 沖縄島 読谷村 宇座 海岸・潮間帯 近世以降 読谷村史編集委1995 26 26 19.417 127 42 44.813

66 都屋の石切場跡 生産遺跡 沖縄島 読谷村 都屋 海岸・潮間帯 近世以降 26 23 30.833 127 43 20.330

67 楚辺の石切場跡 生産遺跡 沖縄島 読谷村 楚辺 海岸・潮間帯 近世以降 読谷村史編集委1995 26 23 09.103 127 43 32.639

68 比謝川河口遺物散布地 港湾遺跡 沖縄島
読谷村
嘉手納町

渡具知・水釜 海岸 陶磁器、銭貨 近世・近代 26 21 46.674 127 44 24.299

69 大湾入江 正保国絵図の港 沖縄島
読谷村
嘉手納町

渡久地
水釜

海岸～海底 陶磁器、銭 近世以降 琉球国絵図史料集編集委他1992 26 21 45.295 127 44 24.792

70 宮城港周辺遺物散布地 港湾遺跡 宮城島 うるま市 与那城池味 海岸・潮間帯 陶磁器 近世・近代 26 22 38.852 127 59 15.673

71 池味祝女殿の魚垣 生産遺跡 宮城島 うるま市 与那城池味 海岸・潮間帯 近世以降 沖縄県文化課1995 26 22 29.568 127 59 12.851

72 桃原の古港 正保国絵図の港 宮城島 うるま市 与那城桃原 海岸～海底 近世以降 琉球国絵図史料集編集委他1992 26 21 13.738 127 58 30.565

73 平安座の古港 正保国絵図の港 平安座島 うるま市 与那城平安座 海岸～海底 近世以降 琉球国絵図史料集編集委他1992 26 20 17.228 127 57 28.915

74 浜の古港 正保国絵図の港 沖縄島 うるま市 浜 海岸～海底 近世以降 琉球国絵図史料集編集委他1992 26 19 38.888 127 57 14.008

75 浜集落の碇石（線刻石柱） 関連文化財 浜比嘉島 うるま市 浜 陸上 碇石 勝連町教委1993、片桐他2005 26 19 29.752 127 57 14.378

76 ヤブチ洞穴前遺物散布地 海岸遺物散布地 藪地島 うるま市 与那城屋慶名 海岸・潮間帯 石器、貝製品 先史 26 18 48.229 127 55 41.452

77 南浮原島沖海底遺跡 沈没船 南浮原島 うるま市 海底（-17ｍ） 陶磁器、ガラス製品等、
船体

近世・近代
国籍不明
ダイバー情報、遠藤1990

26 17 07.451 127 58 51.218

78 津堅の古港 正保国絵図の港 沖縄島 うるま市 勝連津堅 海岸～海底 近世以降 琉球国絵図史料集編集委他1992 26 15 19.580 127 56 17.214

79 具志川グスク海岸遺物散布地 港湾遺跡 沖縄島 うるま市 具志川 海岸・潮間帯 陶磁器 グスク時代 26 21 24.142 127 52 31.192

80 平敷屋の古港 正保国絵図の港 沖縄島 うるま市 勝連平敷屋 海岸～海底 近世以降 琉球国絵図史料集編集委他1992 26 18 06.851 127 54 25.024

81 インディアン・オーク号の座礁地 沈没船 沖縄島 北谷町 海底（-3ｍ） 陶磁器、ガラス製品等、
船体

近世
（1840年）

英国船インディアン・オーク号沈没記録
北谷町教委1994

26 18 30.103 127 45 02.498

82 瀬底島沖海底遺跡の碇石 関連文化財 沖縄島 那覇市 おもろまち 陸上 碇石
沖縄県立博物館・美術館内展示
№46海底から回収

26 13 35.270 127 41 36.812

83 那覇港
港湾遺跡
正保国絵図の港

沖縄島 那覇市 通堂町 海岸～海底 陶磁器 グスク時代以降
鳥居1953、片桐他2004
琉球国絵図史料集編集委他1992

26 12 54.227 127 39 39.290

84 久高島の古港 正保国絵図の港 久高島 南城市 知念 海岸～海底 近世以降 琉球国絵図史料集編集委他1992 26 09 16.171 127 53 06.878

85 志喜屋の古港 正保国絵図の港 沖縄島 南城市 知念 海岸～海底 近世以降 琉球国絵図史料集編集委他1992 26 08 55.414 127 48 24.422

86 糸満市教育委員会所蔵の碇石 関連文化財 沖縄島 糸満市 潮崎 陸上 碇石
糸満市教育委員会所蔵
當眞1996

26 07 24.143 127 39 57.283

87 奥武島南海岸の石切場跡 生産遺跡 奥武島 南城市 玉城 海岸・潮間帯 近世以降 26 07 38.770 127 46 18.739

88 雄樋川河口の石切場跡 生産遺跡 沖縄島 八重瀬町 港川 海岸・潮間帯 近世以降 26 07 28.168 127 45 41.184

89 鉄浜遺物散布地 海岸遺物散布地 南大東島 南大東村 南 海岸・潮間帯 銭貨等表採 南大東村教育委員会所蔵 25 48 54.698 131 14 54.172

90 粟国島の古港 正保国絵図の港 粟国島 粟国村 浜 海岸～海底 近世以降 琉球国絵図史料集編集委他1992 26 34 45.376 127 14 04.474

91 渡名喜島の古港・遺物散布地
港湾遺跡
正保国絵図の港

渡名喜島 渡名喜村 南 海岸～海底 陶磁器 グスク時代～近世以降 琉球国絵図史料集編集委他1992 26 22 14.624 127 08 48.678

92 アンゼーラ浜の魚垣跡 生産遺跡 渡名喜島 渡名喜村 東？ 海岸・潮間帯 近世以降 比嘉1979、沖縄県埋文2006 26 21 47.887 127 09 10.055

93 渡嘉敷の古港 正保国絵図の港 渡名喜島 渡嘉敷村 渡嘉敷 海岸～海底 近世以降 琉球国絵図史料集編集委他1992 26 11 56.936 127 22 14.862

94 船越原の石切場跡 生産遺跡 渡嘉敷島 渡嘉敷村 阿波連 海岸・潮間帯 近世以降 26 09 03.136 127 20 59.989

95 阿護の浦海底遺跡 港湾遺跡 座間味島 座間味村 阿佐 海底（-5ｍ～-20ｍ） 陶磁器 グスク時代、近世・近代
唐船小堀
ダイバー情報、宮城他2004

26 14 07.451 127 19 11.248

96 座間味の古港 正保国絵図の港 座間味島 座間味村 阿真 海岸～海底 近世以降 琉球国絵図史料集編集委他1992 26 13 30.612 127 17 34.645

97 阿嘉島の古港 正保国絵図の港 阿嘉島 座間味村 阿嘉 海岸～海底 近世以降 琉球国絵図史料集編集委他1992 26 11 44.146 127 16 30.058

98 久場島の古港 正保国絵図の港 久場島 座間味村 海岸～海底 近世以降 琉球国絵図史料集編集委他1992 26 10 47.230 127 14 24.252

99 ナカノ浜海底遺跡 水中遺物散布地 ナカノ浜 久米島町 海岸～海底（-3ｍ） 陶磁器 グスク時代 宮城他2004、手塚2005 26 20 29.576 126 51 37.033

100 東奥武海底遺跡 水中遺物散布地 オーハ島 久米島町 東奥武 海岸～海底（-3ｍ） 陶磁器 グスク時代
仲里村教委1999
宮城他2004、手塚2008

26 20 11.627 126 50 29.882

101 真謝沖海底遺跡 沈没船 久米島 久米島町 真謝 海底（-10ｍ） 船体 ？
国籍不明
海人情報

26 21 12.031 126 49 28.027

102 まちや入江 正保国絵図の港 久米島 久米島町 真謝 海岸～海底 陶磁器 グスク時代以降 琉球国絵図史料集編集委他1992 26 21 39.917 126 48 38.376

103 真謝港遺物散布地
港湾遺跡
正保国絵図の港

久米島 久米島町 真謝 海岸～海底 陶磁器 グスク時代～近世・近代 琉球国絵図史料集編集委他1992 26 21 43.841 126 48 33.865

104 大原の石切場跡 生産遺跡 久米島 久米島町 大原 海岸・潮間帯 近世以降 沖縄県文化課1995 26 21 15.257 126 42 59.108

105 北原の石切場跡 生産遺跡 久米島 久米島町 北原 海岸・潮間帯 近世以降 沖縄県文化課1995 26 22 26.868 126 43 28.067

－17－
− 17 −



第２表　水中遺跡・沿岸遺跡及び関連文化財一覧２
№ 遺跡名 種別・性格 島名 市町村 字名 立地 遺物 時期 備考 緯度 経度

106 兼城の古港 正保国絵図の港 久米島 久米島町 兼城 海岸～海底 陶磁器 グスク時代以降 琉球国絵図史料集編集委他1992 26 20 22.027 126 45 13.586

107 白瀬川河口遺物散布地
港湾遺跡
正保国絵図の港

久米島 久米島町 兼城 海岸・潮間帯 陶磁器 グスク時代～近世・近代 當眞・佐久田1999 26 20 24.428 126 45 24.422

108 久米島博物館の碇石 関連文化財 久米島 久米島町 嘉手刈 陸上 碇石 グスク時代
久米島博物館内展示
當眞1996

26 20 30.386 126 45 49.550

109 久米島島尻の魚垣跡 生産遺跡 久米島 久米島町 島尻 海岸・潮間帯 近世以降 仲里村教委1996 26 18 19.084 126 48 27.655

110 比屋定の魚垣跡 生産遺跡 久米島 久米島町 比屋定 海岸・潮間帯 近世以降 26 23 15.479 126 47 03.343

111 八重干瀬海底遺跡群第１地点 沈没船 八重干瀬 宮古島市 海底（-13ｍ～-25ｍ）
陶磁器、ガラス製品、
金属製品等、船体

近代
（1879年）

英国船プロビデンス号沈没記録
赤嶺1988、長嶺1997

25 02 18.316 125 13 26.569

112 八重干瀬海底遺跡群第２地点 水中遺物散布地 八重干瀬 宮古島市 海底（-3ｍ） 陶磁器 近世・近代 ダイバー情報 25 02 27.308 125 14 03.444

113 八重干瀬海底遺跡群第３地点 水中遺物散布地 八重干瀬 宮古島市 海底（-12ｍ） 陶磁器 近世・近代 海人情報 24 58 53.101 125 16 40.595

114 池間島の魚垣跡 生産遺跡 池間島 宮古島市 平良 海岸・潮間帯 近世以降 24 55 47.078 125 15 13.399

115 離島振興総合センターの鉄製品 関連文化財 池間島 宮古島市 池間島 陸上 鉄製品 近代
離島振興総合センター内展示
№111関連

24 55 28.272 125 14 48.203

116 おな崎の古港遺物散布地
港湾遺跡
正保国絵図の港

池間島 宮古島市 平良 海岸・潮間帯 陶磁器 近世以降 24 55 20.618 125 14 54.316

117 おな崎の古港 正保国絵図の港 池間島 宮古島市 平良 海岸～海底 陶磁器 近世以降 琉球国絵図史料集編集委他1992 24 55 20.932 125 14 57.829

118 大神島の古港 正保国絵図の港 大神島 宮古島市 平良 海岸～海底 近世以降 琉球国絵図史料集編集委他1992 24 54 53.309 125 18 21.388

119 狩俣の古港 正保国絵図の港 宮古島 宮古島市 平良 海岸～海底 近世以降 琉球国絵図史料集編集委他1992 24 54 11.912 125 16 04.555

120 狩俣の魚垣跡 生産遺跡 宮古島 宮古島市 平良 海岸・潮間帯 近世以降 24 53 38.108 125 16 06.582

121 にしにや崎の古港 正保国絵図の港 宮古島 宮古島市 平良 海岸～海底 近世以降 琉球国絵図史料集編集委他1992 24 52 41.340 125 17 50.222

122 宮古島尻の魚垣跡 生産遺跡 宮古島 宮古島市 平良 海岸・潮間帯 近世以降 24 52 41.768 125 17 41.867

123 大浦湾の石切場跡 生産遺跡 宮古島 宮古島市 平良 海岸・潮間帯 近世以降 沖縄県埋文2009 24 50 55.784 125 17 42.713

124 はり水浜の古港 正保国絵図の港 宮古島 宮古島市 平良 海岸～海底 グスク時代以降 琉球国絵図史料集編集委他1992 24 48 37.321 125 16 36.026

125 高野海岸の石切場跡 生産遺跡 宮古島 宮古島市 平良 海岸・潮間帯 近代 24 47 50.762 125 20 16.066

126 与那覇湾遺物散布地 港湾遺跡 宮古島 宮古島市 下地 海岸・潮間帯 陶磁器 グスク時代～近世・近代 24 45 05.569 125 16 04.480

127 与那覇の魚垣跡 生産遺跡 宮古島 宮古島市 下地 海岸・潮間帯 近世以降 24 44 31.528 125 15 30.413

128 前浜の古港 正保国絵図の港 宮古島 宮古島市 下地 海岸～海底 近世以降 琉球国絵図史料集編集委他1992 24 44 00.661 125 15 56.682

129 来間島の古港 正保国絵図の港 来間島 宮古島市 下地 海岸～海底 近世以降 琉球国絵図史料集編集委他1992 24 43 26.324 125 15 22.176

130 来間島沖海底遺跡 水中遺物散布地 来間島 宮古島市 下地 海岸～海底（-5ｍ） 陶磁器 グスク時代 24 43 12.911 125 14 06.436

131 野原農民研修所の鉄製品 関連文化財 宮古島 宮古島市 上野 陸上 鉄製品
近代
（1873年）

独国船ロベルトソン号沈没記録
盗難
エドワルド1995、新里1996

24 45 41.710 125 19 25.115

132 吉野集落の石製品 関連文化財 宮古島 宮古島市 城辺 陸上 石製品 近世 №133関連 24 44 45.661 125 25 53.173

133 吉野海岸沖海底遺跡 沈没船 宮古島 宮古島市 城辺 海底（-5ｍ） 石製品、船体
近世
（1853年）

英国船沈没記録
平良2001、宮城他2005

24 45 18.338 125 26 32.474

134 保良マイバの石切場跡 生産遺跡 宮古島 宮古島市 城辺 海岸 近代 24 43 50.981 125 27 16.801

135 佐和田の浜遺物散布地 海岸遺物散布地 伊良部島 伊良部町 伊良部 海岸・潮間帯 陶磁器 近世・近代 24 50 21.145 125 09 28.400

136 下地島の魚垣跡 生産遺跡 下地島 伊良部町 伊良部 海岸・潮間帯 近世以降 沖縄県文化課1995、比嘉2003 24 50 03.761 125 08 51.479

137 国仲の魚垣跡 生産遺跡 伊良部島 伊良部町 伊良部 海岸・潮間帯 近世以降 24 49 29.057 125 10 05.981

138 渡口の浜遺物散布地 海岸遺物散布地 伊良部島 伊良部町 伊良部 海岸・潮間帯 陶磁器 近世・近代 24 48 40.813 125 10 47.143

139 長山の浜遺物散布地
港湾遺跡
正保国絵図の港

伊良部島 伊良部町 伊良部 海岸・潮間帯 陶磁器 近世・近代 24 48 47.056 125 13 17.015

140 長山の古港 正保国絵図の港 伊良部島 伊良部町 伊良部 海岸～海底 近世以降 琉球国絵図史料集編集委他1992 24 48 15.653 125 12 12.035

141 水納島の古港 正保国絵図の港 水納島 多良間村 水納 海岸～海底 近世以降 琉球国絵図史料集編集委他1992 24 44 48.998 124 41 50.410

142 多良間島の古港 正保国絵図の港 多良間島 多良間村 塩川 海岸～海底 近世以降 琉球国絵図史料集編集委他1992 24 40 32.318 124 42 27.346

143 ファン･ボッセ号の鉄錨 関連文化財 多良間島 多良間村 塩川 陸上 鉄錨 近世 №144関連 24 40 08.648 124 42 06.908

144 高田海岸沖海底遺跡 沈没船 多良間島 多良間村 仲筋 海岸～海底（-25ｍ） 陶磁器、ガラス製品等、
船体

近世
（1857年）

蘭国船ファン・ボッセ号沈没記録
金田2001、宮城他2004

24 40 20.813 124 40 41.524

145 大崎の古港 正保国絵図の港 石垣島 石垣市 平久保 海岸～海底 近世以降 琉球国絵図史料集編集委他1992 24 36 24.412 124 19 39.018

146 安良海岸遺物散布地 港湾遺跡 石垣島 石垣市 平久保 海岸・潮間帯 陶磁器 近世・近代 石垣市市史編集室1997 24 33 58.673 124 19 46.992

147 伊原間湾遺物散布地 港湾遺跡 石垣島 石垣市 伊原間 海岸・潮間帯 陶磁器 グスク時代～近世・近代 24 30 43.434 124 16 41.012

148 玉取崎の魚垣跡 生産遺跡 石垣島 石垣市 伊原間 海岸・潮間帯 近世以降 24 29 39.052 124 16 53.468

149 米原海岸遺物散布地 海岸遺物散布地 石垣島 石垣市 桴海 海岸・潮間帯 陶磁器 グスク時代 24 27 19.991 124 11 15.378

150 川平港 正保国絵図の港 石垣島 石垣市 川平 海岸～海底 近世以降 琉球国絵図史料集編集委他1992 24 27 30.737 124 08 30.901

151 底地海岸の魚垣跡 生産遺跡 石垣島 石垣市 川平 海岸・潮間帯 近世以降 24 28 29.068 124 07 18.404

152 屋良部沖海底遺跡 水中遺物散布地 石垣島 石垣市 崎枝 海底（-12ｍ～-26ｍ） 鉄錨、陶磁器 近世以降 ダイバー情報 24 25 30.972 124 04 24.650

153 名蔵シタダル遺跡 水中遺物散布地 石垣島 石垣市 新川 海岸～海底（-2ｍ） 陶磁器 グスク時代
沖縄県文化課1977・1979
大濵1994、宮城他2004、関口2009

24 22 46.290 124 07 34.921

154 宮良湾大浜の魚垣跡 生産遺跡 石垣島 石垣市 大浜 海岸・潮間帯 近世以降 沖縄県文化課1995、比嘉2003 24 20 54.445 124 11 59.194

155 宮良湾海底遺跡 港湾遺跡 石垣島 竹富町 大浜 海岸～海底（-2ｍ） 陶磁器、土器 グスク時代～近世・近代 24 20 36.625 124 12 14.738

156 唐人墓 関連文化財 石垣島 石垣市 新川 陸上 墓 近世・近代 24 21 55.609 124 06 51.905

157 御崎泊 正保国絵図の港 石垣島 石垣市 新栄町 海岸～海底 グスク時代以降 琉球国絵図史料集編集委他1992 24 20 34.249 124 08 48.768

158 竹富島の古港 正保国絵図の港 竹富島 竹富町 竹富 海岸～海底 近世以降 琉球国絵図史料集編集委他1992 24 20 14.597 124 05 36.863

159 石西礁湖海底遺跡群第１地点 水中遺物散布地 石西礁湖 竹富町 海底（-3ｍ） 陶磁器 近世・近代 海人情報 24 18 27.904 124 06 42.631

160 石西礁湖海底遺跡群第２地点 水中遺物散布地 石西礁湖 竹富町 海底（-5ｍ） 陶磁器 近世・近代 海人情報 24 19 08.288 124 07 37.405

161 小浜島北海岸遺物散布地 海岸遺物散布地 小浜島 竹富町 小浜 海岸・潮間帯 陶磁器・土器 グスク時代～近世・近代 24 21 12.211 123 58 50.344

162 アカヤ崎の魚垣跡 生産遺跡 小浜島 竹富町 小浜 海岸・潮間帯 近世以降 矢野他2002 24 20 59.068 123 57 43.135

163 小浜島の古港 正保国絵図の港 小浜島 竹富町 小浜 海岸～海底 近世以降 琉球国絵図史料集編集委他1992 24 20 37.360 123 59 33.695

164 細崎の魚垣跡 生産遺跡 小浜島 竹富町 小浜 海岸・潮間帯 近世以降 矢野他2002、比嘉2003 24 19 55.171 123 57 21.157

165 ビルマ崎の魚垣跡 生産遺跡 小浜島 竹富町 小浜 海岸・潮間帯 近世以降 矢野他2002 24 19 43.684 123 58 59.326

166 石西礁湖海底遺跡群第３地点 沈没船 石西礁湖 竹富町 海底（-17ｍ） 陶磁器、船体 近世・近代
山原船？
海人情報

24 17 18.812 124 01 25.612

167 黒島の古港 正保国絵図の港 黒島 竹富町 黒島 海岸～海底 陶磁器 近世以降 琉球国絵図史料集編集委他1992 24 15 17.528 124 00 03.416

168 西の浜遺物散布地
港湾遺跡
正保国絵図の港

黒島 竹富町 黒島 海岸・潮間帯 陶磁器 近世・近代 琉球国絵図史料集編集委他1992 24 15 07.952 123 59 45.226

169 上地島の古港 正保国絵図の港 新城島 竹富町 上地 海岸～海底 近世以降 琉球国絵図史料集編集委他1992 24 14 11.216 123 56 22.150

170 下地島の古港 正保国絵図の港 新城島 竹富町 下地 海岸～海底 近世以降 琉球国絵図史料集編集委他1992 24 13 10.528 123 55 24.308

171 鳩間島の古港 正保国絵図の港 鳩間島 竹富町 鳩間 海岸～海底 近世以降 琉球国絵図史料集編集委他1992 24 28 04.091 123 49 17.609

172 ニシミジダーヌの魚垣跡 生産遺跡 西表島 竹富町 上原 海岸・潮間帯 近世以降 仲底2001 24 26 11.792 123 47 04.787

173 カトゥラ貝塚 貝塚 西表島 竹富町 上原 河口・海底 貝類 先史 北条2007 24 24 55.771 123 46 39.256

174 ニシドマリ 正保国絵図の港 西表島 竹富町 西表 海岸～海底 近世以降 琉球国絵図史料集編集委他1992 24 23 34.192 123 44 50.604

175 祖納マエドマリ沖海底遺跡
港湾遺跡
正保国絵図の港

西表島 竹富町 西表 海岸～海底（-2ｍ） 陶磁器 グスク時代～近世・近代 琉球国絵図史料集編集委他1992 24 23 14.546 123 44 36.114

176 マエドマリ 正保国絵図の港 西表島 竹富町 西表 海岸～海底 陶磁器 グスク時代以降 琉球国絵図史料集編集委他1992 24 23 12.574 123 44 44.556

177 外離島の古港 正保国絵図の港 西表島 竹富町 西表 海岸～海底 近世以降 琉球国絵図史料集編集委他1992 24 22 35.591 123 43 30.331

178 白浜の古港 正保国絵図の港 西表島 竹富町 西表 海岸～海底 近世以降 琉球国絵図史料集編集委他1992 24 21 32.166 123 44 49.250

179 船浦スラ所跡 生産遺跡 西表島 竹富町 上原 海岸 陶磁器 近世以降 沖縄県文化課1991c 24 24 24.286 123 48 40.054

180 ハトパナリのナカセの魚垣跡 生産遺跡 西表島 竹富町 上原 海岸・潮間帯 近世以降 仲底2001 24 25 03.896 123 49 23.221

181 ナカシの魚垣跡 生産遺跡 西表島 竹富町 上原 海岸・潮間帯 近世以降 仲底2001 24 23 57.998 123 49 21.907

182 インダ崎西の魚垣跡 生産遺跡 西表島 竹富町 上原 海岸・潮間帯 近世以降 仲底2001 24 24 27.346 123 49 53.731

183 インダ崎東の魚垣跡 生産遺跡 西表島 竹富町 上原 海岸・潮間帯 近世以降 仲底2001 24 24 19.642 123 50 12.502

184 トマダの魚垣跡 生産遺跡 西表島 竹富町 上原 海岸・潮間帯 近世以降 仲底2001 24 24 14.184 123 51 11.945

185 大見謝川河口付近の魚垣跡 生産遺跡 西表島 竹富町 上原 海岸・潮間帯 近世以降 仲底2001 24 23 47.612 123 51 39.530

186 大見謝川河口付近の魚垣跡 生産遺跡 西表島 竹富町 高那 海岸・潮間帯 近世以降 仲底2001 24 24 08.258 123 51 59.364

187 ユツン川河口付近の魚垣跡 生産遺跡 西表島 竹富町 高那 海岸・潮間帯 近世以降 仲底2001 24 23 31.362 123 52 54.862

188 ユツン川河口付近の魚垣跡 生産遺跡 西表島 竹富町 高那 海岸・潮間帯 近世以降 仲底2001 24 23 20.465 123 53 05.492

189 ユツン川河口付近の魚垣跡 生産遺跡 西表島 竹富町 高那 海岸・潮間帯 近世以降 仲底2001 24 23 09.568 123 53 15.698

190 ユツン川河口付近の魚垣跡 生産遺跡 西表島 竹富町 高那 海岸・潮間帯 近世以降 仲底2001 24 23 13.387 123 53 24.986

191 高那の古港 正保国絵図の港 西表島 竹富町 高那 海岸～海底 近世以降 琉球国絵図史料集編集委他1992 24 22 51.690 123 54 44.143

192 ホネラ川河口付近の魚垣跡 生産遺跡 西表島 竹富町 高那 海岸・潮間帯 近世以降 仲底2001 24 22 35.501 123 55 07.378

193 ホネラ川河口付近の魚垣跡 生産遺跡 西表島 竹富町 高那 海岸・潮間帯 近世以降 仲底2001 24 22 13.976 123 55 18.142

194 ホネラ川河口付近の魚垣跡 生産遺跡 西表島 竹富町 高那 海岸・潮間帯 近世以降 仲底2001 24 21 58.954 123 55 50.704

195 野原崎西の魚垣跡 生産遺跡 西表島 竹富町 高那 海岸・潮間帯 近世以降 仲底2001 24 22 02.366 123 56 30.268

196 野原崎西の魚垣跡 生産遺跡 西表島 竹富町 高那 海岸・潮間帯 近世以降 仲底2001 24 21 55.073 123 56 23.798

197 野原崎南付近の魚垣跡 生産遺跡 西表島 竹富町 高那 海岸・潮間帯 近世以降 仲底2001 24 21 46.159 123 56 27.820

198 野原崎南付近の魚垣跡 生産遺跡 西表島 竹富町 高那 海岸・潮間帯 近世以降 仲底2001 24 21 26.399 123 56 22.409

199 ヌスクの魚垣跡 生産遺跡 西表島 竹富町 古見 海岸・潮間帯 近世以降 仲底2001 24 19 23.272 123 55 46.564

200 古見の古港 正保国絵図の港 西表島 竹富町 古見 海岸～海底 陶磁器 グスク時代以降 琉球国絵図史料集編集委他1992 24 19 18.242 123 54 50.699

201 古見赤石崎の魚垣跡 生産遺跡 西表島 竹富町 古見 海岸・潮間帯 近世以降 仲底2001 24 19 09.487 123 54 45.785

202 古見赤石崎遺物散布地
港湾遺跡
正保国絵図の港

西表島 竹富町 古見 海岸・潮間帯 陶磁器 グスク時代～近世・近代
琉球国絵図史料集編集委他1992
沖縄県文化課1991c

24 19 05.340 123 54 37.328

203 古見赤石崎スラ所跡 生産遺跡 西表島 竹富町 古見 海岸 陶磁器 近世以降 24 19 07.680 123 54 41.468

204 前良川河口付近の魚垣跡 生産遺跡 西表島 竹富町 古見 海岸・潮間帯 近世以降 仲底2001 24 18 48.841 123 54 35.719

205 前良川河口付近の魚垣跡 生産遺跡 西表島 竹富町 古見 海岸・潮間帯 近世以降 仲底2001 24 18 32.623 123 54 24.883

206 トイラの魚垣跡 生産遺跡 西表島 竹富町 古見 海岸・潮間帯 近世以降 仲底2001 24 17 57.178 123 54 09.875

207 仲間川河口の魚垣跡 生産遺跡 西表島 竹富町 南風見 海岸・潮間帯 近世以降 仲底2001 24 16 53.407 123 52 37.272

208 イシャブザの魚垣跡 生産遺跡 西表島 竹富町 南風見 海岸・潮間帯 近世以降 仲底2001 24 15 38.419 123 53 02.767

209 波照間島の古港 正保国絵図の港 波照間島 竹富町 波照間 海岸～海底 近世以降 琉球国絵図史料集編集委他1992 24 04 02.824 123 45 56.891

210 波照間島北海岸の石切場跡 生産遺跡 波照間島 竹富町 波照間 海岸・潮間帯 近世以降 24 04 17.080 123 46 42.985

211 祖納の古港 正保国絵図の港 与那国島 与那国町 与那国 海岸～海底 近世以降 琉球国絵図史料集編集委他1992 24 28 14.815 123 00 03.013
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第２節 遺物の種類と概要 
今回の調査で得られた遺物には、陶磁器・金属製品・ガラス製品・石器（石製品及び石材を含む）・貝製品・骨

製品があり、年代も先史時代～近代までと幅広い。以下、遺物の種類別に分類概念などを記す。 
 
１ 中国産陶磁器

①青磁 碗と皿は大宰府分類（太宰府市教委 ）及び沖縄分類（瀬戸・仁王ほか ）を参考に分類を行い、

盤は本資料で便宜的に分類を設定した。それ以外の器種については個別に説明する。

碗：Ⅰ、Ⅳ～Ⅵ類が出土している。

Ⅰ類 高台断面が四角形で、畳付から外底面まで露胎となる。素地は精緻で灰色となるものが多い。文様に

より１類（無文）、２類（片彫り）、３類（櫛目）、４類（区画文）、６類（草花文または櫛目文）に分類さ

れ、今回は２類及び４類が確認できた。４類については二又片刃によるもの、櫛描きによるもの、口唇部

に輪花を有するものがある。

Ⅳ類 外底面が露胎するもので、高台断面が台形状となる。素地は軟質で、釉は失透明のオリーブ灰色で薄

い。 外面の文様より０類（無文）、１類（連弁文）、２類（横帯文）に分類され、今回は０類で、口縁部

が外反するものが確認できた。

Ⅴ類 底部を釉剥ぎするものが主体で、底部は全体的に重厚で、釉が厚いことが特徴である。釉は緑色が強

く、素地も白色で硬質である。外面文様で、０類（無文）、１類（蓮弁）、２類（横帯文）、３類（その他の

文様）がある。その他、口唇に輪花を有し、胴部の外面に口唇に沿った連弁文を施すものもあるが、胎土

や釉の特徴からⅤ類とした。

Ⅵ類 底部が小型化し厚みが増すもので、器壁や釉はⅤ類よりも薄い。外面文様は、０類（無文）、１類（蓮

弁文）、２類（横帯文）で、２類は見られなかった。外面に線刻連弁文が施され、弁先が揃うもの、また

は弁先の無いものがある。

幅広高台タイプ 底部の畳付けの幅が広く平坦となり、端部が面取りされるのが特徴となる。失透明で明緑

色の釉が外面高台途中まで施釉され、見込みは蛇の目釉剥ぎとなる。胴部は轆轤目が顕著で、腰より直線

的に広がり、口縁部は直口となるものが確認できた。

皿：同安窯系およびⅣ’～Ⅵ類が確認されており、Ⅵ類が最も多い。また輪花皿については分類を行わず特徴

を記載した。釉・素地などは碗と同様の特徴を示しており、説明を略する。以下、分類ごとに器形や文様

について説明する。

同安窯系 胴部が屈曲し、その上部が外に開き、碁笥底となるもの。外底面は露胎し、見込みにヘラ描きの

文様と櫛描きによるジクザクの文様が施される。

Ⅳ’類 内底面および外底面は露胎し、高台が台形状となる。外面無文で外反口縁の資料が得られている。

Ⅴ類 緑色の強い釉が厚く施釉され、外底面が蛇の目釉剥ぎされるもの。外反口縁、直口口縁、腰折皿が確

認できた。

Ⅵ類 高台が小型化し、器高が低くなるもの。腰折皿が多くを占めており、特に稜花皿が目立つようになる。

今回は０類（無文）が出土している。稜花皿と外反口縁が確認できた。

盤：口折口縁で直線的に伸びた口縁部下に唐草文を施すもの、鍔縁口縁で口唇部を上部に摘み上げるもの、口

縁部が稜花状となり外面に連弁文が施されるものがみられる。底部は高台をもつものが出土している。

その他：腰部にヘラ描きの連弁が施され、外底面を釉剥ぎする小碗、口縁部が受け口状となる香炉、外面に連

弁文が施される酒海壺の蓋、器台の胴部が出土している。
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んだ板状の木材に角材を釘で留めているが、船体のどの部位にあたるかは不明である。 
八重干瀬海底遺跡群第１地点では船釘及び船具が採集されている。船釘は２点とも銅製で頭部円形、軸部不正

方形を呈し、重量も約５g で一致することから同一製品と考えられる。船具については、ボルトの留め具と思わ

れる十字状の金属製品と、留め具若しくは鎖の一部と想定されるU字状の金属製品がみられる。十字状の金属製

品の裏面には何らかのマークが確認できるが意味は不明であり、今後の課題としたい。 
吉野海岸沖海底遺跡では銅板状の金属製品が採集されている。この銅板状の金属製品は、フジツボやフナクイ

ムシ防止のため船底に施される銅板の一部と考えられ、一辺約５㎜の方形状の釘跡も確認できる。全体的に皺が

よって変形していることから、銅板に何らかの強い力が生じたとことが推測される。 
高田海岸沖海底遺跡では用途不明の船具及び金属製品が採集されている。船具は先端が釘状になるＪ字状に屈

曲する製品で、屈曲部の途中から欠損しているため全体形は不明。金属製品は盤状製品の口縁部の一部で厚さは

１㎜程度と薄い。 

７ ガラス製品 
南浮原島沖海底遺跡及び八重干瀬海底遺跡群において出土している。前者の内容物は不明であるが淡緑色であ

ることからアルコールボトルとみられる。後者ではワインボトルと角瓶のジンボトルが出土している。いずれも

積荷もしくは船員の洋酒瓶である。 
 
８ 石器・石製品・石材 
①石器 東奥武海底遺跡、テライ原西海岸遺物散布地、ヤブチ洞穴前遺物散布地、謝敷海岸遺物散布地、喜如嘉

海岸遺物散布地、上原海岸遺物散布地の６遺跡で発見されている。器種は敲石類、台石、石皿？で、全時代的

に用いられる遺物のため、帰属年代は不詳である。利用石材はいずれも沖縄本島及び周辺離島で得られるもの

で、砂岩が最も多いが、他に輝緑岩、緑色片岩、グリーンタフ、チャートなど産地が限定的な石材も各産地の

近隣という立地を反映してか利用されている。 
②石製品 ジムン海岸遺物散布地で環状碇石、瀬底島沖海底及び安良海岸遺物散布地で硯が得られている。前者

は石材から沖縄産とみられ、製作・使用各時の痕跡を残す。一方硯は瀬底島沖海底のものは硯背の銘から近世

後半の赤間硯で、安良海岸遺物散布地は職人の手によらない粗製品である。 
③石材 南浮原島沖海底遺跡、インディアン・オーク号の座礁地、八重干瀬海底遺跡群、高田海岸沖海底遺跡、

宇佐浜海岸遺物散布地で得られている。石材は在地石材もみられるが、花崗岩やホルンフェルスなど外来の石

材も認められる。いずれも加工・使用痕跡のない自然石であるが、県内でみられない石材であることから、船

舶に搭載されたバラストとみられる。 
 
９ 貝製品 
ヤブチ洞穴前遺物散布地で得られている。いずれも先史時代において散見される資料であるが、水磨が激しく

詳細な加工・使用痕跡は確認できない。 
 

骨製品

南浮島海底遺跡でウシ頸骨が得られている。船員の食料残滓と考えられるが、表面の風化が激しく解体痕など

は確認できなかった。 
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②白磁 森田勉氏（森田 ）や金武正紀（金武 ・ ）の研究を参考とし、分類記号は沖縄分類（瀬戸・

仁王ほか ）にある場合はこれを用いた。傾向としては福建産のＤ群と景徳鎮窯のＥ群が多い。湖辺底港遺

物散布地の資料は庄辺窯とみられる。Ｄ群は、高台幅が均一で外底を成型する際にへそを掻き取る丁寧なもの

と、高台幅が不均一でへそを掻き取らないものが確認された。

③青花 グスク時代と近世の資料に大別され、前者は小野分類（小野 ）及び沖縄分類（瀬戸・仁王ほか ）

を用いた。特定できた資料には碗Ｂ・Ｃ群と皿Ｂ１・Ｃ群が確認できる。後者は産地から景徳鎮窯、徳化窯系、

福建・広東系などに分類されるが（新垣 ・ ）、同時期に陸上の遺跡で出土するものはそれほど含まれ

ない。

④褐釉陶器 グスク時代と近世の資料に大別され、前者は沖縄分類（瀬戸・仁王ほか ）を用いた。特定でき

た資料は５類の壺が多い。後者は蓋付き壺、胴部が算玉形を呈する有耳壺、浮状の球形壺など種類に富むが、

同時期に陸上の遺跡で出土するものは非常に少ない。

２ タイ産褐釉陶器

シーサッチャナライ窯産とメナムノイ窯産の四耳壺が確認された。いずれも表面は水磨が著しい。 

３ 欧州産陶器

イギリス産とみられる硬質陶器の鉢や皿がみられる。いずれも同時期の陸上遺跡からは出土しない。

４ 日本産陶磁器

①磁器 肥前産と考えられる染付の碗が少量みられる。年代は 世紀後半以降に位置づけられるもので、同時期

の陸上の遺跡からも出土する。

②陶器 器種の判明しているものは擂鉢２点で、産地は関西地域（丹波など）が想定される。年代は近世以降に

位置づけられる。同時期の陸上の遺跡からも出土している。

５ 沖縄産陶器

①施釉陶器 方言で「ジョウヤチ（上焼）」と称されるもの。器種は碗・小碗・皿・鉢・壺・急須などが確認され

ている。これらは全て日常生活用の製品で、ほとんどが近世後半以降の壺屋窯産と考えられる。

②無釉陶器 方言で「アラヤチ（荒焼）」と称されるもの。器種は擂鉢・壺・甕などが確認されている。全て日常

生活に用いる製品で、近世後半以降の壺屋窯産と考えられるものが大多数を占める。

③陶質土器 方言で「アカモノ（赤物）」などと称されるもので、火炉が１点出土している。胴部が球形で横耳を

一対貼付するものと考えられる。

④瓦 明朝系の丸瓦が１点確認されている。胎土の特徴から八重山産の可能性がある。

６ 金属製品

得られた資料は、基本的にその海域で座礁または沈没した船舶に伴うものと考えられる。 
宜名真沖海底遺跡では角釘及び船具？が採集されている。角釘は他遺跡採集品と比べても大型で、かつ頭部形

と断面形が方形である点など、他の異なる特徴を持つ。船具は途中で欠損しているため全体形は不明だが、製品

の先端がフック状になっていることから、錘を付けたロープを引っかける船具等の用途が想定される。 
南浮原島沖海底遺跡では船釘及び船体に用いられるボルトや、船体の一部と考えられる銅製の金具が付いた木

製品が採集されている。この船体の一部と考えられる銅製金具付の木製品については、弧状の銅製金具をはめ込
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んだ板状の木材に角材を釘で留めているが、船体のどの部位にあたるかは不明である。 
八重干瀬海底遺跡群第１地点では船釘及び船具が採集されている。船釘は２点とも銅製で頭部円形、軸部不正

方形を呈し、重量も約５g で一致することから同一製品と考えられる。船具については、ボルトの留め具と思わ

れる十字状の金属製品と、留め具若しくは鎖の一部と想定されるU字状の金属製品がみられる。十字状の金属製

品の裏面には何らかのマークが確認できるが意味は不明であり、今後の課題としたい。 
吉野海岸沖海底遺跡では銅板状の金属製品が採集されている。この銅板状の金属製品は、フジツボやフナクイ

ムシ防止のため船底に施される銅板の一部と考えられ、一辺約５㎜の方形状の釘跡も確認できる。全体的に皺が

よって変形していることから、銅板に何らかの強い力が生じたとことが推測される。 
高田海岸沖海底遺跡では用途不明の船具及び金属製品が採集されている。船具は先端が釘状になるＪ字状に屈

曲する製品で、屈曲部の途中から欠損しているため全体形は不明。金属製品は盤状製品の口縁部の一部で厚さは

１㎜程度と薄い。 

７ ガラス製品 
南浮原島沖海底遺跡及び八重干瀬海底遺跡群において出土している。前者の内容物は不明であるが淡緑色であ

ることからアルコールボトルとみられる。後者ではワインボトルと角瓶のジンボトルが出土している。いずれも

積荷もしくは船員の洋酒瓶である。 
 
８ 石器・石製品・石材 
①石器 東奥武海底遺跡、テライ原西海岸遺物散布地、ヤブチ洞穴前遺物散布地、謝敷海岸遺物散布地、喜如嘉

海岸遺物散布地、上原海岸遺物散布地の６遺跡で発見されている。器種は敲石類、台石、石皿？で、全時代的

に用いられる遺物のため、帰属年代は不詳である。利用石材はいずれも沖縄本島及び周辺離島で得られるもの

で、砂岩が最も多いが、他に輝緑岩、緑色片岩、グリーンタフ、チャートなど産地が限定的な石材も各産地の

近隣という立地を反映してか利用されている。 
②石製品 ジムン海岸遺物散布地で環状碇石、瀬底島沖海底及び安良海岸遺物散布地で硯が得られている。前者

は石材から沖縄産とみられ、製作・使用各時の痕跡を残す。一方硯は瀬底島沖海底のものは硯背の銘から近世

後半の赤間硯で、安良海岸遺物散布地は職人の手によらない粗製品である。 
③石材 南浮原島沖海底遺跡、インディアン・オーク号の座礁地、八重干瀬海底遺跡群、高田海岸沖海底遺跡、

宇佐浜海岸遺物散布地で得られている。石材は在地石材もみられるが、花崗岩やホルンフェルスなど外来の石

材も認められる。いずれも加工・使用痕跡のない自然石であるが、県内でみられない石材であることから、船

舶に搭載されたバラストとみられる。 
 
９ 貝製品 
ヤブチ洞穴前遺物散布地で得られている。いずれも先史時代において散見される資料であるが、水磨が激しく

詳細な加工・使用痕跡は確認できない。 
 

骨製品

南浮島海底遺跡でウシ頸骨が得られている。船員の食料残滓と考えられるが、表面の風化が激しく解体痕など

は確認できなかった。 
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②白磁 森田勉氏（森田 ）や金武正紀（金武 ・ ）の研究を参考とし、分類記号は沖縄分類（瀬戸・

仁王ほか ）にある場合はこれを用いた。傾向としては福建産のＤ群と景徳鎮窯のＥ群が多い。湖辺底港遺

物散布地の資料は庄辺窯とみられる。Ｄ群は、高台幅が均一で外底を成型する際にへそを掻き取る丁寧なもの

と、高台幅が不均一でへそを掻き取らないものが確認された。

③青花 グスク時代と近世の資料に大別され、前者は小野分類（小野 ）及び沖縄分類（瀬戸・仁王ほか ）

を用いた。特定できた資料には碗Ｂ・Ｃ群と皿Ｂ１・Ｃ群が確認できる。後者は産地から景徳鎮窯、徳化窯系、

福建・広東系などに分類されるが（新垣 ・ ）、同時期に陸上の遺跡で出土するものはそれほど含まれ

ない。

④褐釉陶器 グスク時代と近世の資料に大別され、前者は沖縄分類（瀬戸・仁王ほか ）を用いた。特定でき

た資料は５類の壺が多い。後者は蓋付き壺、胴部が算玉形を呈する有耳壺、浮状の球形壺など種類に富むが、

同時期に陸上の遺跡で出土するものは非常に少ない。

２ タイ産褐釉陶器

シーサッチャナライ窯産とメナムノイ窯産の四耳壺が確認された。いずれも表面は水磨が著しい。 

３ 欧州産陶器

イギリス産とみられる硬質陶器の鉢や皿がみられる。いずれも同時期の陸上遺跡からは出土しない。

４ 日本産陶磁器

①磁器 肥前産と考えられる染付の碗が少量みられる。年代は 世紀後半以降に位置づけられるもので、同時期

の陸上の遺跡からも出土する。

②陶器 器種の判明しているものは擂鉢２点で、産地は関西地域（丹波など）が想定される。年代は近世以降に

位置づけられる。同時期の陸上の遺跡からも出土している。

５ 沖縄産陶器

①施釉陶器 方言で「ジョウヤチ（上焼）」と称されるもの。器種は碗・小碗・皿・鉢・壺・急須などが確認され

ている。これらは全て日常生活用の製品で、ほとんどが近世後半以降の壺屋窯産と考えられる。

②無釉陶器 方言で「アラヤチ（荒焼）」と称されるもの。器種は擂鉢・壺・甕などが確認されている。全て日常

生活に用いる製品で、近世後半以降の壺屋窯産と考えられるものが大多数を占める。

③陶質土器 方言で「アカモノ（赤物）」などと称されるもので、火炉が１点出土している。胴部が球形で横耳を

一対貼付するものと考えられる。

④瓦 明朝系の丸瓦が１点確認されている。胎土の特徴から八重山産の可能性がある。

６ 金属製品

得られた資料は、基本的にその海域で座礁または沈没した船舶に伴うものと考えられる。 
宜名真沖海底遺跡では角釘及び船具？が採集されている。角釘は他遺跡採集品と比べても大型で、かつ頭部形

と断面形が方形である点など、他の異なる特徴を持つ。船具は途中で欠損しているため全体形は不明だが、製品

の先端がフック状になっていることから、錘を付けたロープを引っかける船具等の用途が想定される。 
南浮原島沖海底遺跡では船釘及び船体に用いられるボルトや、船体の一部と考えられる銅製の金具が付いた木

製品が採集されている。この船体の一部と考えられる銅製金具付の木製品については、弧状の銅製金具をはめ込

－20－ − 21 −



第 12 図　宜名真沖海底遺跡１ （遺跡の位置） 図版２　宜名真沖海底遺跡１

第３節　遺跡の概要

第１項　沈没船 （水中遺跡）

１　宜名真沖海底遺跡

　国頭村宜名真集落前面の海岸及び潮間帯～海底 （水

深約 10ｍ）に所在する。 本海域では当時の記録（新居・

渡辺 2013） や後世の伝聞等 （国頭村 1967、 奥のあゆ

み刊行会 1982） によると、 1872 （明治５） 年にイギリス

商船ベナレス号の座礁 ・沈没が確認されており、 これが

本遺跡の形成要因となっている。 海底には、 これまでに

複数回実施された調査成果 （宮城 ・片桐ほか 2004、

片桐 ・宮城ほか 2013、 南西諸島水中文化遺産研究会

ほか 2013） から、中国産陶磁器・欧州産陶器・金属製品・

ガラス製品などの散布が把握されている。

　今回の調査では、 合計 19 点の遺物 （中国産青花４ ・

褐釉陶器７、 欧州産陶器１、 産地不明陶器４、 金属製

品２、 自然石１） を回収した （沖縄県埋文 2006・2010）。

以下、 特徴的な資料を第 13 ・ 14 図及び図版３ ・ ４に示

し、 個々の観察所見は第３表に記す。

２－３　遺物集合

２－１　遠景

２－２　調査ブイ

－22－− 22 −



第 13 図　宜名真沖海底遺跡２（遺物１）
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図版３　宜名真沖海底遺跡２（遺物１）
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第 14 図　宜名真沖海底遺跡３（遺物２）
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図版４　宜名真沖海底遺跡３（遺物２）
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図版５　宜名真沖海底遺跡４

５－１　調査風景

５－３　遺物散布状況２ （中国産褐釉陶器）

５－５　遺物散布状況４ （ガラス瓶） ５－６　遺物散布状況５ （船釘）

５－２　遺物散布状況１ （中国産青花）

５－４　遺物散布状況３ （フォーク）

－27－− 27 −



第 15 図　南浮原島沖海底遺跡１ （遺跡の位置） 図版６　南浮原島沖海底遺跡１

２　南浮原島沖海底遺跡

　うるま市勝連南浮原島南側沖合の海底 （水深約 17ｍ）

に所在する。 本海域では、 かつて唐船が難破して浮原

島の干瀬に打ち上げられたとの伝承があり （遠藤 1990）、

地元のダイバーからも伝承に合致するような遺物を海底

で確認したとの情報が得られている。 ちなみに、 過去に

は国内外のダイバーによって遺物が回収され、 新聞や

テレビで報道された経緯もある。

　現在のところ本海域での船舶事故を記した文献は確認

されていないが、 遺物の内容からみると時期的には宜名

真沖海底遺跡 （1872 年英国船沈没） が近似する。

　今回の調査では、 合計 22 点の遺物 （中国産白磁１ ・

青花１、 欧州産陶器１、 産地不明磁器１、 金属製品４、

木製品１、 石製品 10、 ガラス製品２、 動物骨１） を回

収した。 また海底には、 木造船体の一部埋没が確認さ

れている （沖縄県埋文 2009 ・ 2010）。 以下、 特徴的な

資料を第 16 ・ 17 図及び図版７～ 12 に示し、 個々の観

察所見は第３表に記す。

６－３　遺物 （銅釘、 個人蔵）

６－１　遠景

６－２　遺物集合

－28－− 28 −



第 16 図　南浮原島沖海底遺跡２（遺物１）　
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図版７　南浮原島沖海底遺跡２（遺物１）
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第 17 図　南浮原島沖海底遺跡３（遺物２）

図版８　南浮原島沖海底遺跡３（遺物２）

図版９　南浮原島沖海底遺跡４

９

９

0 10cm

９－１　船体１ ９－２　船体２
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図版 11　南浮原島沖海底遺跡６（石製品・接写１）
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図版 10　南浮原島沖海底遺跡５（遺物３）
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図版 11　南浮原島沖海底遺跡６（石製品・接写１）
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図版 12　南浮原島沖海底遺跡７（石製品・接写２）

図版 13　南浮原島沖海底遺跡８

16

18 19

17

13－１　海底の状況 13－２　調査風景１ （撮影）

－34－− 34 −



図版 14　南浮原島沖海底遺跡９

14－１　調査風景２ （撮影）

14－３　遺物散布状況１ （バラスト）

14－５　遺物散布状況３ （中国産青花２） 14－６　遺物散布状況４ （中国産青花３）

14－２　調査風景３ （GPS で座標取得）

14－４　遺物散布状況２ （中国産青花１）

－35－− 35 −



図版 15　南浮原島沖海底遺跡 10

15－１　遺物散布状況５ （鳥形磁器製品）

15－３　遺物散布状況７ （ガラス瓶）

15－５　遺物散布状況９ （弾丸） 15－６　遺物散布状況 10 （船体 ・弾丸）

15－２　遺物散布状況６ （ヨーロッパ産陶器）

15－４　遺物散布状況８ （ガラス製品）

－36－− 36 −



図版 16　南浮原島沖海底遺跡 11

16－１　砂中に残る船体と船釘

16－３　砂中から現れている船釘１

16－７　遺物散布状況 13 （船体の部品） 16－８　遺物散布状況 14 （金属製品）

16－６　遺物散布状況 12 （煉瓦）16－５　船体の一部

16－２　遺物散布状況 11 （散乱する船釘）

16－４　砂中から現れている船釘２

－37－− 37 −



第 19 図　インディアン・オーク号の座礁地２
　　　　　（遺物１）

図版 18　インディアン・オーク号の座礁地２
　　　　　（遺物１）

0 ５cm

１

１

第 18 図　インディアン・オーク号の座礁地１（遺跡の位置）

－39－

図版 17　インディアン ・ オーク号の座礁地１

３　インディアン ・ オーク号の座礁地

　北谷町北谷沖の海底 （水深約 10ｍ） に所在する。 本

遺跡は、 1840 （尚育６ ・ 天保 11） 年にイギリス東インド

会社籍のインディアン ・ オーク号が当地で座礁 ・沈没し

た際に形成されたもので、 琉球王府の正史 『球陽』 に

も記載されている （球陽研究会 1974）。

　1984（昭和 59）年に北谷町教育委員会が地元ダイバー

の協力を得て海底調査を実施し、 銅板 ・銅釘 ・中国産

青花及び褐釉陶器 ・産地不明陶器 ・ガラス瓶などを回

収している （北谷町教委 1994）。 この調査は得られた成

果だけでなく、 行政が主体となって行われた沖縄県内初

の海底遺跡調査としても特筆される （南西諸島水中文化

遺産研究会ほか 2013、沖縄県立博物館・美術館 2015）。

遺物は北谷町教育委員会に所蔵されており、 一部は同

町文化財展示室で見学可能である。

　ちなみに、現在座礁地の海岸であるアラハビーチには、

インディアン ・ オーク号をモチーフにした船形の遊具が

設置され、 かつての歴史を今に伝えている。

　調査では合計９点の遺物 （中国産青花２、 日本産陶

器１、 ガラス製品１、 石製品２、 フリント２、 自然石１）

を回収したが、 今回はこれに個人蔵資料も加えた形で

報告する。 以下、 特徴的な資料を第 19 図と図版 18 ・

19 に示し、 個々の観察所見は第３表に記す。

17－４　遺物集合

17－１　遠景

17－２　近景

17－３　調査風景 （GPS 測量）

－38－− 38 −



第 19 図　インディアン・オーク号の座礁地２
　　　　　（遺物１）

図版 18　インディアン・オーク号の座礁地２
　　　　　（遺物１）

0 ５cm

１

１

第 18 図　インディアン・オーク号の座礁地１（遺跡の位置）

－39－− 39 −



図版 19　インディアン・オーク号の座礁地３（遺物２）

２
３

４ ５
６

図版 20　インディアン・オーク号の座礁地４（遺物３）

20－１　表採遺物 （銅版、 個人蔵） 20－２　表採遺物 （銅版と釘、 個人蔵）

－40－− 40 −



図版 21　インディアン ・ オーク号の座礁地５

21－６　遺物散布状況６ （バラスト）

21－２　遺物散布状況２ （中国産青花）

21－４　遺物散布状況４ （ガラス製品）

21－５　遺物散布状況５ （フリント）

21－１　遺物散布状況１ （中国産青花）

21－３　遺物散布状況３ （中国産褐釉陶器）

－41－− 41 −



第 20 図　真謝沖海底遺跡 （遺跡の位置）

図版 22　真謝沖海底遺跡１

４　真謝沖海底遺跡

　久米島町真謝沖の海底 （水深約 10ｍ） に所在する。

本遺跡は地元の漁業関係者から寄せられた情報に基づ

くもので、 海底には船体と思われる大形の木材が確認さ

れている。 木材には船釘が並ぶように打ち込まれた部分

もあるが、 現時点で周辺から他の遺物等が発見されてお

らず、 関連する記録類もみられないため、 船体の年代

や性格については判然としない （沖縄県埋文 2010、 南

西諸島水中文化遺産研究会ほか 2013）。

　本遺跡の西側に位置する真謝港は、 同島南側の兼城

港と共に 1649 （尚質２ ・ 慶安２） 年に作成された 『正保

国絵図』 に記載されている （琉球国絵図史料集編集委

員会ほか 1992）。 また周辺海域は、 かつて琉球王府が

実施していた進貢貿易の航路にも相当することから、 今

回発見の木材は南西諸島の域外まで活動した船舶で

あった可能性が高い。

22－１　遠景

22－２　調査風景

－42－− 42 −



図版 23　真謝沖海底遺跡２

23－１　船体１

23－３　船体３

23－５　船体５ 23－６　船体６

23－２　船体２

23－４　船体４

－43－− 43 −



第 21 図　八重干瀬海底遺跡群第１地点１ （遺跡の位置）

図版 24　八重干瀬海底遺跡群第１地点１

５　八重干瀬海底遺跡群第１地点

　「八重干瀬」 は宮古島北方の海域にある巨大なサンゴ

礁群で、年に一度陸化する 『幻の大陸』 として著名だが、

普段は船舶にとって危険な岩礁地帯でもある。 八重干

瀬ではサンゴ礁ごとに個別の名称が付けられているが、

本遺跡は 「アラヌ ・ ナガツプ」 と呼ばれる干瀬 （通常は

水深約 13 ～ 25ｍの海底） に所在する。

　当該海域における船舶の事故記録は判然としないが、

1797 （尚温３ ・ 天明９） 年に多良間島沖で座礁 ・沈没

したとされるイギリス軍艦のプロビデンス号がこれに相当

すると考えられている （長嶺 1997、 沖縄県立博物館 ・

美術館 2015）。 また後述するが、 池間島の離島振興総

合センターには、 八重干瀬から引き揚げたと伝わる鉄製

品が保管されている。

　今回の調査では、 合計 26 点の遺物 （中国産青花５、

日本産染付３、 産地不明陶器１、 金属製品４、 ガラス

製品10、自然石３）を回収した（沖縄県埋文2009・2010）。

以下、 特徴的な資料を第 22 ・ 23 図及び図版 25 ～ 27

に示し、 個々の観察所見は第３ ・ ４表に記す。

24－１　遠景

24－２　遺物集合

－44－− 44 −



第 22 図　八重干瀬海底遺跡群第１地点２（遺物１）
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第 23 図　八重干瀬海底遺跡群第１地点３（遺物２）
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図版 25　八重干瀬海底遺跡群第１地点２（遺物１）
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第 23 図　八重干瀬海底遺跡群第１地点３（遺物２）
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図版 27　八重干瀬海底遺跡群第１地点４（遺物３）
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図版 26　八重干瀬海底遺跡群第１地点３（遺物２）

13

14

17

16

18

19

15

－48－− 48 −



図版 27　八重干瀬海底遺跡群第１地点４（遺物３）
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22 遺物散布状況 （バラスト）
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図版 28　八重干瀬海底遺跡群第１地点５

28－１　遺物散布状況１ （中国産青花）

28－３　遺物散布状況３ （中国産青花）

28－５　遺物散布状況５ （ガラス瓶） 28－６　遺物散布状況６ （ガラス瓶）

28－２　遺物散布状況２ （中国産青花）

28－４　遺物散布状況４ （陶器）

－50－− 50 −



図版 29　八重干瀬海底遺跡群第１地点６

29－１　遺物散布状況７ （ガラスビーズ）

29－３　遺物散布状況９ （中国産青花）

29－５　遺物散布状況 11 （金属製品） 29－６　遺物散布状況 12 （金属製品）

29－２　遺物散布状況８ （金属製品）

29－４　遺物散布状況 10 （船体の一部）

－51－− 51 −



第 24 図　吉野海岸沖海底遺跡１ （遺跡の位置） 図版 30　吉野海岸沖海底遺跡１

６　吉野海岸沖海底遺跡

　宮古島市城辺沖の海底 （水深約５ｍ） に所在する。

本遺跡は 1853 （尚泰６ ・ 嘉永６） 年にイギリス船が当該

海域で座礁 ・沈没したことに起因するもので、 琉球王府

の正史 『球陽』 にも記載されている （球陽研究会 1974）。

また聞き取り調査でも、 当該海域で座礁した外国船 （地

元ではオランダ船と呼称） にまつわる話が得られている。

　本遺跡の特徴としては、 海底に散布する多数の方柱

形石材が挙げられる。 これらの材質は花崗岩で、 中に

は全長３ｍを超えるものも確認されている。 用途は建築

部材であろうが、 船を安定させるバラスト （重り） の役割

も兼ねていたと考えられる （南西諸島水中文化遺産研究

会ほか 2013）。

　今回の調査では、 合計 18 点の遺物 （中国産青磁１ ・

青花１ ・ 褐釉陶器３、 タイ産褐釉陶器３、 沖縄産無釉陶

器３、 産地不明磁器１ ・ 陶器５、 金属製品１） が回収さ

れた （沖縄県埋文 2009 ・ 2010）。 以下、 特徴的な資

料を第 25 図及び図版 31 に示し、 個々の観察所見は４

表に記す。

30－３　遺物集合

30－１　遠景１

30－２　遠景２

－52－− 52 −



図版 31　吉野海岸沖海底遺跡２（遺物）

第 25 図　吉野海岸沖海底遺跡２（遺物）

１

２

３

４

0 10cm

１

５

３

４

２

－53－− 53 −



図版 32　吉野海岸沖海底遺跡３

32－１　調査風景１

32－３　調査風景３ （GPS 測量）

32－５　海底 （リーフ内） 石製品散布状況２ 32－６　海底 （リーフ内） 石製品散布状況３

32－２　調査風景２

32－４　海底 （リーフ内） 石製品散布状況１

－54－− 54 −



図版 33　吉野海岸沖海底遺跡４

33－１　海底 （リーフ内） 石製品散布状況４

33－３　海底石製品散布状況２

33－５　海底石製品散布状況４ 33－６　海底石製品散布状況５

33－２　海底石製品散布状況１

33－４　海底石製品散布状況３

－55－− 55 −



図版 34　吉野海岸沖海底遺跡５

34－１　海底石製品散布状況６

34－３　海底銅板散布状況１

34－５　海岸遺物散布状況１ （中国産青磁） 34－６　海岸遺物散布状況２ （中国産褐釉陶器）

34－２　海底石製品散布状況７

34－４　海底銅板散布状況２

－56－− 56 −



図版 35　高田海岸沖海底遺跡１

７　高田海岸沖海底遺跡

　多良間村多良間島仲筋の海岸～海底 （水深約 25ｍ）

に所在する。 1857 （尚泰 10、 安政４） 年にオランダ商

船ファン ・ ボッセ号が座礁 ・沈没したことに起因する遺

跡で、琉球王府の正史 『球陽』 にも記載されている （球

陽研究会 1974）。

　陸域はかつて沖縄県教育委員会が２度（1997・2000 年）

踏査しており、 中国清朝の青花に加え日本産陶磁器や

産地不明陶器が確認されている（宮城・片桐ほか 2004）。

また、 多良間村ふるさと民俗学習館には上記の中国産

青花のほか、 「AMSTERDAM （アムステルダム）」 と刻

印された欧州産陶器 （図版 37－１・２） や、 ファン・ボッ

セ号の鉄錨 （図版 280、 地元ではオランダカナグーと呼

称） が所蔵されている。

　ちなみに、 当該遺跡は 「オランダ商船遭難の地」 とし

て 1983 （昭和 58） 年５月 26 日付けで村指定史跡となっ

ており （多良間村教委 1993）、 現在県内で指定文化財

となっている唯一の水中遺跡である。 またオランダ船の

沈没事例としても、 記録が確認できるものとしては唯一の

事例である。

　調査では合計５点の遺物 （中国産褐釉陶器１、 産地

不明陶器１、 金属製品３） を回収したが （沖縄県埋文

2009・2010）、 今回は上述の鉄錨も加えた形で報告する。

以下、特徴的な資料等を第27・28図及び図版36に示し、

個々の観察所見は第４表に記す。

35－３　調査風景２ 35－４　遺物集合

35－１　遠景

35－２　調査風景１

－57－− 57 −



第 28 図　高田海岸沖海底遺跡３（遺物２）
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５

0 10cm

10cm0

（1 ・ 2）

（3）

（4）

0 10cm

－59－

第 27 図　高田海岸沖遺物散布地２（遺物１）

１

0 5 10cm

第 26 図　高田海岸沖遺物散布地１（遺跡の位置）

－58－− 58 −



第 28 図　高田海岸沖海底遺跡３（遺物２）
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２

５

0 10cm

10cm0
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（3）

（4）

0 10cm

－59－− 59 −



図版 36　高田海岸沖海底遺跡２（遺物）
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２

３

４

５

－60－− 60 −



図版 37　高田海岸沖海底遺跡３

37－１　採集遺物 ・欧州産陶器

　　　　　※多良間村ふるさと民俗学習館蔵

37－３　遺物散布状況１ （金属製品）

37－５　遺物散布状況３ （中国産青花） 37－６　遺物散布状況４ （磁器）

37－２　採集遺物 ・欧州産陶器 （文字部分拡大）

　　　　　※多良間村ふるさと民俗学習館蔵

37－４　遺物散布状況２ （中国産青花）

－61－− 61 −



図版 38　高田海岸沖海底遺跡４

38－１　遺物散布状況５ （中国産褐釉陶器）

38－３　遺物散布状況７ （金属製品）

38－５　遺物散布状況９ （バラスト） 38－６　船体の一部

38－２　遺物散布状況６ （陶器）

38－４　遺物散布状況８ （船釘）

－62－− 62 −



図版 39　石西礁湖海底遺跡群第３地点１

８　石西礁湖海底遺跡群第３地点

　小浜島 ・竹富島 ・黒島のほぼ中間にあたる地点の海

底 （水深約 17ｍ） に所在する。 当該海域は複数の島

が点在し、 遺跡の位置を島名で表現することが困難であ

ることから、 石垣島以西と西表島以東の海域を示す 「石

西礁湖」 の呼称を遺跡名に用いている。

　本遺跡は地元の漁業関係者から寄せられた情報に基

づくもので、 海底には多数の沖縄産陶器が散布してい

る。 また遺物の付近からは表面に角釘の痕跡が残る木

材も発見されており、 沖縄産陶器などを積載した船体の

一部と考えられる。 当該海域における船舶の座礁 ・沈

没記録は現在のところ未確認だが、 遺物の状況から山

原船に代表される近世～近代の域内流通時の海難事故

等によるものかと考えられる （南西諸島水中文化遺産研

究会ほか 2013、 片桐 2015）。

　今回の調査では、 合計 10 点の遺物 （沖縄産施釉陶

器６・無釉陶器４） を回収した （沖縄県埋文 2009・2010）。

以下、特徴的な資料を第 30 図及び図版 40 に示し、個々

の観察所見は第４表に記す。

39－１　遠景

39－２　遺物集合

第 29 図　石西礁湖海底遺跡群第３地点１ （遺跡の位置）

－63－− 63 −



第 30 図　石西礁湖海底遺跡群第３地点２（遺物）
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－64－− 64 −



図版 40　石西礁湖海底遺跡群第３地点２（遺物）
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－65－− 65 −



図版 41　石西礁湖海底遺跡群第３地点３

41－１　調査風景１ （撮影）

41－３　調査風景３ （安全停止）

41－５　遺物散布状況２ （遺物密集、 清掃後） 41－６　遺物散布状況３ （沖縄産無釉陶器）

41－２　調査風景２ （船体の検出）

41－４　遺物散布状況１ （遺物密集、 清掃前）

－66－− 66 −



図版 42　石西礁湖海底遺跡群第３地点４

42－１　遺物散布状況４ （沖縄産施釉陶器）

42－３　遺物散布状況６ （沖縄産施釉陶器）

42－５　船体の一部と密集する沖縄産陶器１ 42－６　船体の一部と密集する沖縄産陶器２

42－２　遺物散布状況５ （沖縄産施釉陶器）

42－４　遺物散布状況７ （沖縄産施釉陶器）

－67－− 67 −



図版 43　石西礁湖海底遺跡群第３地点５

43－１　砂に埋もれる船体の一部

43－３　船体の一部検出状況２

43－５　船体の一部検出状況４ （船釘が刺さる） 43－６　船体の一部検出状況５

43－２　船体の一部検出状況１

43－４　船体の一部検出状況３

－68－− 68 −



第 31 図　エモンズ （遺跡の位置）

図版 44　エモンズ

９　エモンズ

　今帰仁村古宇利島沖の海底 （水深約 40ｍ） に所在

する。 2000 （平成 1２） 年に第 11 管区海上保安部の

調査で発見され、 その後ダイバーにより米海軍の高速

掃海艇USS エモンズと確認された。 全長 106.2ｍ・ 全幅

11ｍ・ 総トン数 2,050 トンの巨大な船だが、 1945 （昭和

20） 年４月１日に特攻機の突入で大破 ・漂流し、 同月

７日に沈没した。 現在はダイビングポイントとなっている

（南西諸島水中文化遺産研究会 2014）。

44－２　調査風景２

44－１　調査風景１

44－３　調査風景３

－69－− 69 −



第 33 図　湧出海岸陶磁器散布地２（遺物１）
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－71－

第 32 図　湧出海岸陶磁器散布地１ （遺跡の位置）

図版 45　湧出海岸陶磁器散布地１

第２項　水中遺物散布地 （水中遺跡）

１　湧出海岸陶磁器散布地

　伊江島北海岸にある島内最大の湧水地 「湧出」 の東

側約 100ｍ、 海岸～海底 （水深約 10ｍ） に所在する。

遺物は遺跡名が示すように、 潮間帯の岩礁のくぼみに

陶磁器が溜まった状態で確認され、 石灰華によって固

着する例も多い。 1997 （平成９） ・ 1998 （平成 10） 年

度に伊江村教育委員会によって踏査され、 周知の埋蔵

文化財包蔵地となっている （伊江村教委 1999）。 この際

に採集された遺物は中国産陶磁器 （青磁 ・青花 ・褐釉

陶器など） が主体をなし、 年代は概ね 15 世紀後半～

16 世紀前半に位置づけられる。 陸地側には同時期の遺

跡が確認できないことから、 これらの遺物は海底から打

ち上げられたものと考えられ、 付近に沈没船が存在する

可能性も高い。

　調査では合計８点の遺物 （中国産青磁６ ・ 青花２） を

回収したが （沖縄県埋文 2006 ・ 2010）、 今回はこれに

伊江村教委調査資料も加えた形で報告したい。 以下、

特徴的な資料を第33・34図及び図版46・47に示し、個々

の観察所見は第４ ・ ５表に記す。

45－１　遠景

45－２　遺物集合

－70－− 70 −



第 33 図　湧出海岸陶磁器散布地２（遺物１）
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図版 46　湧出海岸陶磁器散布地２（遺物１）
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第 34 図　湧出海岸陶磁器散布地３（遺物２）

図版 47　湧出海岸陶磁器散布地３（遺物２）
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図版 48　湧出海岸陶磁器散布地４

48－１　調査風景

48－３　海岸遺物散布状況１ （中国産青花）

48－５　海岸遺物散布状況３ （陶磁器） 48－６　海岸遺物散布状況４ （陶磁器）

48－２　海底遺物散布状況 （中国産青磁）

48－４　海岸遺物散布状況２ （中国産青磁）

－74－− 74 −



第 35 図　水納島沖海底遺跡１ （遺跡の位置）

図版 49　水納島沖海底遺跡１

２　水納島沖海底遺跡

　本部町瀬底 （水納島）南側の海岸～海底 （水深約３ｍ）

に所在する。 海底には 15 世紀代に位置づけられる中国

産やタイ産の褐釉陶器が複数散布しており、 一部は珊

瑚に取り込まれているものもある。 陸域に同時期の遺跡

がみられないため、 この遺物は船舶に伴う何らかの資料

と想定される。

　ちなみに、 現時点で当該及び周辺海域における船舶

の座礁 ・沈没記録や、 海底調査による船体の痕跡など

は確認されていないが、 遺物の状況から勘案して、 か

つて当該海域が船舶にとって重要な航路であった可能性

は高い （沖縄県立博物館 ・美術館 2015）。

　今回の調査では、合計８点の遺物 （中国産褐釉陶器４、

沖縄産無釉陶器２、 産地不明陶器１、 土器１） を回収

した （沖縄県埋文 2006 ・ 2010）。 以下、 特徴的な資料

を第 36 図及び図版 50 に示し、 個々の観察所見は第５

表に記す。

49－１　遠景

49－２　遺物集合

－75－− 75 −



第 36 図　水納島沖海底遺跡２（遺物）

図版 50　水納島沖海底遺跡２（遺物）

１

１

２

２

0 10cm

図版 51　水納島沖海底遺跡３

51－１　近景 51－２　遺物散布状況（中国産褐釉陶器）

－76－− 76 −



図版 52　水納島沖海底遺跡４

52－１　調査風景

52－３　海底遺物散布状況２ （タイ産褐釉陶器）

52－５　海岸遺物散布状況１ （中国産褐釉陶器） 52－６　海岸遺物散布状況２ （中国産褐釉陶器）

52－２　海底遺物散布状況１ （タイ産褐釉陶器）

52－４　海底遺物散布状況３ （中国産褐釉陶器）

－77－− 77 −



第 38 図　東奥武海底遺跡１（遺物１）
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３　東奥武海底遺跡

　久米島町東奥武 （オーハ島） 東側と南側の海岸～海

底 （水深約３ｍ） に所在する。 本遺跡は仲村昌尚氏や

久手堅稔氏によって海底から陶磁器が採集されるなど早

くからその存在が知られており、 雑誌に取り上げられたこ

ともある（宮城・片桐ほか2004、手塚2008）。 また1994（平

成６） ・ 1995 （平成７） 年度には仲里村 （現久米島町）

教育委員会の踏査も実施され、 周知の埋蔵文化財包蔵

地となっている （仲里村教委 1999）。

　以前に採集された陶磁器 200 点余は久米島博物館が

所蔵している。 これらは中国産の青磁と白磁が大多数を

占め、 年代は概ね 14 世紀後半～ 15 世紀前半に位置

づけられる。 付近における船舶の座礁 ・沈没記録はみ

られないが、 陸域に同時期の遺跡が確認できないため、

当該遺物は海難事故に伴うものと考えられる。

　今回の調査では合計 94 点の遺物 （中国産青磁 67 ・

白磁 12 ・ 青白磁１ ・ 褐釉陶器６、 タイ産褐釉陶器２、

沖縄産無釉陶器１、 産地不明陶器１、 瓦質製品１、 陶

製浮１、 石器２） を回収した （沖縄県埋文 2006・2010）。

以下、 特徴的な資料を第 38 ～ 45 図及び図版 54 ～ 61

に示し、 個々の観察所見は第５～７表に記す。

53－１　遠景

53－２　遺物集合

第 37 図　東奥武海底遺跡、 ナカノ浜海底遺跡 （遺跡の位置）

図版 53　東奥武海底遺跡１

－78－− 78 −



第 38 図　東奥武海底遺跡１（遺物１）
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図版 54　東奥武海底遺跡２（遺物１）
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第 39 図　東奥武海底遺跡２（遺物２）
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図版 55　東奥武海底遺跡３（遺物２）
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第 40 図　東奥武海底遺跡３（遺物３）
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第 41 図　東奥武海底遺跡４（遺物４）
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図版 56　東奥武海底遺跡４（遺物３）
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第 41 図　東奥武海底遺跡４（遺物４）
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図版 57　東奥武海底遺跡５（遺物４）
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第 42 図　東奥武海底遺跡５（遺物５）
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第 43 図　東奥武海底遺跡６（遺物６）
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図版 58　東奥武海底遺跡６（遺物５）
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第 43 図　東奥武海底遺跡６（遺物６）
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図版 59　東奥武海底遺跡７（遺物６）
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第 44 図　東奥武海底遺跡７（遺物７）
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図版 60　東奥武海底遺跡８（遺物７）

60

62

61

64

63

65

6766

－92－− 92 −



第 45 図　東奥武海底遺跡８（遺物８）
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図版 61　東奥武海底遺跡９（遺物８）
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図版 62　東奥武海底遺跡 10

62－１　遠景

62－３　調査風景２

62－５　調査風景４ （撮影） 62－６　調査風景５ （撮影）

62－２　調査風景１

62－４　調査風景３ （GPS 測量）

－95－− 95 −



図版 63　東奥武海底遺跡 11

63－１　調査風景６ （GPS 測量）

63－３　遺物散布状況２ （中国産青磁）

63－５　遺物散布状況４ （中国産青磁） 63－６　遺物散布状況５ （中国産青磁）

63－２　遺物散布状況１ （中国産青磁）

63－４　遺物散布状況３ （中国産青磁）

－96－− 96 −



図版 64　東奥武海底遺跡 12

64－１　遺物散布状況６ （中国産白磁）

64－３　遺物散布状況８ （陶磁器密集 )

64－５　遺物散布状況 10 （陶磁器密集） 64－６　遺物散布状況 11 （中国産青磁）

64－２　遺物散布状況７ （中国産白磁）

64－４　遺物散布状況９ （陶磁器密集）

－97－− 97 −



図版 65　ナカノ浜海底遺跡１

４　ナカノ浜海底遺跡

　久米島町東奥地先、 「はての浜」 と呼ばれる長大な砂

丘地北側の海岸～海底 （水深約３ｍ） に所在する。 遺

物が散布する場所は砂丘のほぼ中央部に相当する 「ナ

カノ浜」 で、 1994 （平成６） 年に新垣義夫氏が陶磁器

を採集したことで注目されるようになった遺跡である （手

塚 2005）。 陶磁器は中国産の青磁が主体をなし、 年代

は 12 世紀後半～ 13 世紀後半に位置づけられている。

遺物の検討から奄美大島に所在する倉木崎海底遺跡

（宇検村教委 1999） との類似点も指摘されており、 当該

期における南西諸島の海上交通を考えるうえで重要な遺

跡といえる。 ちなみに、 現在のところ久米島内で同時期

の陶磁器が出土する遺跡は確認されていないため、 ナ

カノ浜資料の目的地については判然としない。

　このほか、 沖縄県教育委員会の実施した踏査では、

少数ながら 16 世紀後半～ 17 世紀前半の中国産陶磁器

（景徳鎮窯産青花、 漳州窯産五彩） も確認されたため、

本遺跡は少なくとも２時期の海難事故で形成された可能

性が高い （宮城 ・片桐ほか 2004）。

　今回の調査では合計 33 点の遺物 （中国産青磁 23 ・

褐釉陶器４ ・ 沖縄産無釉陶器１、 産地不明陶器４、 陶

質土器１） を回収した （沖縄県埋文 2006・2010）。 以下、

特徴的な資料を第46・47図及び図版66・67に示し、個々

の観察所見は第７表に記す。

65－３　近景 65－４　遺物集合

65－１　遠景１

65－２　遠景２

－98－− 98 −



第 46 図　ナカノ浜海底遺跡１（遺物１）
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図版 66　ナカノ浜海底遺跡２（遺物１）
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第 47 図　ナカノ浜海底遺跡２（遺物２）
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図版 67　ナカノ浜海底遺跡３（遺物２）
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図版 68　ナカノ浜海底遺跡４

68－１　調査風景

68－３　遺物散布状況２ （中国産青磁）

68－７　遺物散布状況６ （中国産青磁） 68－８　遺物散布状況７ （中国産青磁）

68－６　遺物散布状況５ （中国産青磁）68－５　遺物散布状況４ （中国産青磁）

68－２　遺物散布状況１ （中国産青磁）

68－４　遺物散布状況３ （中国産青磁）

－103－− 103 −



第 48 図　来間島沖海底遺跡１ （遺跡の位置） 図版 69　来間島沖海底遺跡１

５　来間島沖海底遺跡

　宮古島市下地 （来間島） 西側の海岸～海底 （水深約

５ｍ） に所在する。 本遺跡は今回の調査より発見された

もので、 海岸や海底には 16 世紀前半と考えられる中国

産陶磁器が多数散布している。 これらは同時期に県内

の陸上遺跡で出土する資料と同様のものだが、 現在のと

ころ来間島には当該期の遺跡が確認されていないため、

本遺跡は 16 世紀代に中国 ・琉球間を往来した貿易船

が、 座礁 ・沈没もしくは積荷を投棄したことが形成要因

と想定される （南西諸島水中文化遺産研究会 2014、 沖

縄県立博物館 ・美術館 2015）。

　ちなみに位置は異なるが、 1649 （尚質２ ・ 慶安２） 年

作成の 『正保国絵図』 には、 同島の港が記載されてい

る （琉球国絵図史料集編集委員会ほか 1992）。

　今回の調査では、 合計 61 点の遺物 （中国産青磁

12 ・ 白磁８ ・ 青花 39 ・ 褐釉陶器２） を回収した （沖縄

県埋文 2009 ・ 2010）。 以下、 特徴的な資料を第 49 ～

52 図及び図版 70 ～ 73 に示し、個々の観察所見は第７・

８表に記す。

69－３　遺物集合

69－１　近景１ （虫払浜）

69－２　遠景２ （長間浜）
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第 49 図　来間島沖海底遺跡２（遺物１）
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第 50 図　来間島沖海底遺跡３（遺物２）
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図版 70　来間島沖海底遺跡２（遺物１）
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第 50 図　来間島沖海底遺跡３（遺物２）
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第 51 図　来間島沖海底遺跡４（遺物３）
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図版 71　来間島沖海底遺跡３（遺物２）
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第 51 図　来間島沖海底遺跡４（遺物３）
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第 52 図　来間島沖海底遺跡５（遺物４）
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図版 72　来間島沖海底遺跡４（遺物３）
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第 52 図　来間島沖海底遺跡５（遺物４）
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図版 73　来間島沖海底遺跡５（遺物４）
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図版 74　来間島沖海底遺跡６

74－１　海岸遺物散布状況１ （中国産青花）

74－３　海岸遺物散布状況３ （中国産青花）

74－７　海底遺物散布状況３ （中国産青花） 74－８　海底遺物散布状況４ （中国産青花）

74－６　海底遺物散布状況２ （中国産青花）74－５　海底遺物散布状況１ （中国産青花）

74－２　海岸遺物散布状況２ （中国産青花）

74－４　海岸遺物散布状況４ （中国産青花）

－113－− 113 −



図版 75　来間島沖海底遺跡７

75－１　海底遺物散布状況５ （中国産青花）

75－３　海底遺物散布状況７ （中国産青磁）

75－７　海底遺物散布状況 11 （中国産青磁 ・青花） 75－８　海底遺物散布状況 12 （中国産褐釉陶器）

75－６　海底遺物散布状況 10 （中国産青磁）75－５　海底遺物散布状況９ （中国産青磁）

75－２　海底遺物散布状況６ （中国産青花）

75－４　海底遺物散布状況８ （中国産青磁）

－114－− 114 −



第 53 図　八重干瀬海底遺跡群第２地点１ （遺跡の位置）

図版 76　八重干瀬海底遺跡群第２地点１

６　八重干瀬海底遺跡群第２地点

　「八重干瀬」 は宮古島北方の海域にある巨大なサンゴ

礁群で、年に一度陸化する 『幻の大地』 として著名だが、

普段は船舶にとって危険な岩礁地帯であり、 1649 （尚

質２ ・ 慶安２） 年に作成された 『正保国絵図』 にも強調

して描かれている （琉球国絵図史料集編集委員会ほか

1992）。 八重干瀬ではサンゴ礁ごとに個別の名称がつけ

られているが、 本遺跡は 「ドゥーヌ ・ パナリガマ」 と呼

ばれる干瀬 （通常は水深３ｍの海底） に所在する。

　本遺跡は地元のダイバーから寄せられた情報に基づく

もので、 海底には多数の沖縄産陶器が散布している。

当該海域における船舶の座礁 ・沈没記録は現在のとこ

ろ未確認だが、 遺物の状況から近世～近代の域内流通

時、 例えば山原船の海難事故等によるものかと考えられ

る （沖縄県立博物館 ・美術館 2015）。

　今回の調査では合計 13 点の遺物（沖縄産施釉陶器２・

無釉陶器 10、 瓦１） を回収した （沖縄県埋文 2010）。

以下、 特徴的な資料を第 54 ・ 55 図及び図版 77 ・ 78

に示し、 個々の観察所見は第８ ・ ９表に記す。

76－１　遠景

76－２　遺物集合

－115－− 115 −



図版 77　八重干瀬海底遺跡群第２地点２（遺物１）
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第 54 図　八重干瀬海底遺跡群第２地点２（遺物１）
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図版 77　八重干瀬海底遺跡群第２地点２（遺物１）
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図版 78　八重干瀬海底遺跡群第２地点３（遺物２）

第 55 図　八重干瀬海底遺跡群第２地点３（遺物２）
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図版 79　八重干瀬海底遺跡群第２地点４

79－１　遺跡周辺の景観

79－３　遺物散布状況２ （沖縄産無釉陶器）

79－５　遺物散布状況４ （沖縄産無釉陶器） 79－６　遺物散布状況５ （沖縄産無釉陶器）

79－２　遺物散布状況１ （沖縄産施釉陶器）

79－４　遺物散布状況３ （沖縄産無釉陶器）

－119－− 119 −



第 56 図　八重干瀬海底遺跡群第３地点１ （遺跡の位置）

図版 80　八重干瀬海底遺跡群第３地点１

７　八重干瀬海底遺跡群第３地点

　「八重干瀬」 は宮古島北方の海域にある巨大なサンゴ

礁群である。 年に一度陸化する 『幻の大地』 として著

名だが、 普段は船舶にとって危険な岩礁地帯であり、

1649 （尚質２ ・ 慶安２） 年に作成された 『正保国絵図』

にも強調して描かれている （琉球国絵図史料集編集委

員会ほか 1992）。 八重干瀬はサンゴ礁ごとに個別の名

称がつけられているが、 本遺跡は 「キジャカ」 と呼ばれ

る干瀬 （通常は水深 12ｍの海底） に所在する。

　本遺跡は地元の漁業関係者から寄せられた情報に基

づくもので、 海底には多数の沖縄産陶器が散布してい

る。 当該海域における船舶の座礁 ・沈没記録は現在の

ところ未確認だが、 遺物の状況から同遺跡群２地点と同

じく近世～近代の域内流通時、 例えば山原船の海難事

故等によるものかと想定される （沖縄県立博物館 ・美術

館 2015）。

　今回の調査では、合計７点の遺物 （沖縄産施釉陶器３・

無釉陶器４） を回収した （沖縄県埋文 2010）。 以下、

特徴的な資料を第 57 図及び図版 81 に示し、 個々の観

察所見は第９表に記す。

80－１　遠景

80－２　遺物集合
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第 57 図　八重干瀬海底遺跡群第３地点２（遺物）
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図版 81　八重干瀬海底遺跡群第３地点２（遺物）
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図版 82　八重干瀬海底遺跡群第３地点３

82－１　遺物散布状況１ （沖縄産施釉陶器）

82－３　遺物散布状況３ （沖縄産施釉陶器）

82－７　遺物散布状況７ （沖縄産無釉陶器） 82－８　遺物散布状況８ （沖縄産無釉陶器）

82－６　遺物散布状況６ （沖縄産無釉陶器）82－５　遺物散布状況５ （沖縄産施釉陶器）

82－２　遺物散布状況２ （沖縄産施釉陶器）

82－４　遺物散布状況４ （沖縄産陶器類）

－123－− 123 −



第 58 図　屋良部沖海底遺跡 （遺跡の位置）

図版 83　屋良部沖海底遺跡１

８　屋良部沖海底遺跡

　石垣市 （石垣島） 崎枝屋良部崎沖の海底 （水深約

12 ～ 26ｍ） に所在する。 本遺跡は地元のダイバーから

寄せられた情報に基づくもので、 海底には鉄錨や沖縄

産陶器が多数散布している。

　確認されている鉄錨７本は全て四爪鉄錨で、 大きいも

のは２ｍを超える。 鉄錨は広大な海域に点在しているた

め、 一隻ではなく複数の船が停泊した際に残されたもの

と考えられる。 ちなみに、四爪鉄錨は日本本土だと海底・

陸上を含め多数把握されているが、 県内ではこれまで未

発見であったため、 今回が初の事例になるとともに、 本

遺跡一帯が船の停泊地として利用されていたことを示す

資料としても興味深い。 沖縄産陶器は保存状態の良好

な無釉陶器の壺が密集しており、 当該海域で沈没また

は積荷の投棄があった可能性を示唆している （沖縄県埋

文 2010、 南西諸島水中文化遺産研究会ほか 2013、 沖

縄県立博物館 ・美術館 2015、 片桐 2015）。

　今回の調査では遺物を回収せず、 GPS による位置情

報を記録することで、 遺物が散布する状況の把握に努

めた。

83－１　遠景

83－２　近景

－124－− 124 −



図版 84　屋良部沖海底遺跡２

84－１　遺物散布状況１ （沖縄産無釉陶器）

84－３　遺物散布状況３ （沖縄産無釉陶器）

84－５　１号四爪鉄製アンカー１ 84－６　１号四爪鉄製アンカー２

84－２　遺物散布状況２ （沖縄産無釉陶器）

84－４　遺物散布状況４ （沖縄産無釉陶器）

－125－− 125 −



図版 85　屋良部沖海底遺跡３

85－１　２号四爪鉄製アンカー 1

85－３　２号四爪鉄製アンカー３

85－５　４号四爪鉄製アンカー２ 85－６　４号四爪鉄製アンカー３ （砂除去、 清掃後）

85－２　２号四爪鉄製アンカー２

85－４　４号四爪鉄製アンカー１

－126－− 126 −



図版 86　屋良部沖海底遺跡４

86－１　５号四爪鉄製アンカー１

86－３　５号四爪鉄製アンカー３

86－５　６号四爪鉄製アンカー２ 86－６　７号四爪鉄製アンカー

86－２　５号四爪鉄製アンカー２

86－４　６号四爪鉄製アンカー１

－127－− 127 −



第 59 図　名蔵シタダル遺跡１ （遺跡の位置） 図版 87　名蔵シタダル遺跡１

９　名蔵シタダル遺跡

　石垣市 （石垣島） 新川名蔵湾の海岸～海底 （水深約

２ｍ） に所在する。 本遺跡は 1960 （昭和 35） 年に大

濵永亘氏が発見したもので （大濵 1994）、 県内で最も

早くから周知され （沖縄県文化課 1977 ・ 1979）、 かつ

調査 ・研究の成果も蓄積されている （沖縄県立博物館

1982、 宮城 ・片桐ほか 2004、 関口 2009 など） 著名な

水中遺跡である。

　「シタダル浜 （岩の間を水が滴り落ちる様から付された

地名）」 を中心に 15 世紀前半～中葉の中国産陶磁器や

タイ産褐釉陶器が散布している。 遺物に水磨の痕跡や

石灰分の付着が多数みられ、 また陸域に同時期の遺跡

が確認されていないため、 これらは当時付近を航行して

いた貿易船の海難事故等に伴う遺物と考えられる。

　調査では２点の遺物 （中国産白磁１ ・ 褐釉陶器１） を

回収したが （沖縄県埋文 2010）、 今回はこれに以前の

分布調査等で得られた資料も加えて報告する。 以下、

特徴的な資料を第60～ 63図及び図版88～ 91に示し、

個々の観察所見は第９表に記す。

87－３　遺物集合

87－１　遠景

87－２　調査風景

－128－

第 60 図　名蔵シタダル遺跡２（遺物１）
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第 60 図　名蔵シタダル遺跡２（遺物１）
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図版 88　名蔵シタダル遺跡２（遺物１）
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図版 89　名蔵シタダル遺跡３（遺物２）

第 61 図　名蔵シタダル遺跡３（遺物２）

14

14

15

15

0 10cm
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第 62 図　名蔵海岸１（遺物１）
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図版 90　名蔵海岸１（遺物１）
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図版 91　名蔵海岸２（遺物２）
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92－１　調査風景 （GPS 測量 ) 92－２　石垣市立八重山博物館所蔵資料

図版 92　名蔵シタダル遺跡４

－135－

第 63 図　名蔵海岸２（遺物２）
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図版 91　名蔵海岸２（遺物２）
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92－１　調査風景 （GPS 測量 ) 92－２　石垣市立八重山博物館所蔵資料

図版 92　名蔵シタダル遺跡４

－135－− 135 −



図版 93　名蔵シタダル遺跡５

93－１　海岸遺物散布状況１ （中国産褐釉陶器）

93－２　海岸遺物散布状況２ （中国産青磁）

93－３　海岸遺物散布状況３ （中国産青磁 ・青花）

－136－− 136 −



第 64 図　石西礁湖海底遺跡群第１地点１ （遺跡の位置）

図版 94　石西礁湖海底遺跡群第１地点１

10　石西礁湖海底遺跡群第１地点

　竹富町 （竹富島） 東側沖の海底 （水深約３ｍ） に位

置する。 当該海域は複数の島が点在し、 遺跡の位置を

島名で表現することが困難であるため、 石垣島以西と西

表島以東の海域を示す 「石西礁湖」 の呼称を遺跡名に

用いている。

　本遺跡は地元の漁業関係者から寄せられた情報に基

づくもので、 当該海域の干瀬には多数の陶磁器が散布

している。 最も多く確認されるのは沖縄産陶器で、 干瀬

が 「カーミワリ （方言で割れた甕が散乱している様を指

す）」 と呼ばれる所以である。 当該海域における船舶の

座礁 ・沈没記録は現時点で未確認だが、 遺物の状況

から近世～近代の域内流通時、 例えば山原船の海難事

故等に伴うものと考えられる （南西諸島水中文化遺産研

究会ほか 2013、 沖縄県立博物館 ・美術館 2015）。

　今回の調査では、 合計 16 点の遺物 （中国産青花２、

沖縄産施釉陶器８ ・ 無釉陶器６） を回収した （沖縄県埋

文 2009 ・ 2010）。 以下、 特徴的な資料を第 65 ・ 66 図

及び図版 95 ・ 96 に示し、 個々の観察所見は第９ ・ 10

表に記す。

94－１　遠景

94－２　遺物集合

－137－− 137 −



第 65 図　石西礁湖海底遺跡群第１地点２（遺物１）
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図版 95　石西礁湖海底遺跡群第１地点２（遺物１）
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図版●　竹富町　カーミワリポイント（２）

11

12

13

15

14

図版 96　石西礁湖海底遺跡群第１地点３（遺物２）
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第 66 図　石西礁湖海底遺跡群第１地点３（遺物２）
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図版●　竹富町　カーミワリポイント（２）
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図版 96　石西礁湖海底遺跡群第１地点３（遺物２）
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図版 97　石西礁湖海底遺跡群第１地点４

97－１　調査風景１

97－３　調査風景３

97－５　調査風景５ （撮影） 97－６　調査風景６

97－２　調査風景２

97－４　調査風景４

－142－− 142 −



図版 98　石西礁湖海底遺跡群第１地点５

98－１　調査風景７ （GPS 測量）

98－６　遺物散布状況５ （沖縄産無釉陶器） 98－７　遺物散布状況６ （沖縄産陶器？）

98－５　遺物散布状況４ （沖縄産施釉陶器）98－４　遺物散布状況３ （沖縄産無釉陶器）

98－２　遺物散布状況 1 （中国産青花）

98－３　遺物散布状況２ （中国産青花）

－143－− 143 −



図版 99　石西礁湖海底遺跡群第１地点６

99－１　遺物散布状況７ （沖縄産無釉陶器）

99－３　遺物散布状況９ （沖縄産施釉陶器）

99－７　遺物散布状況 13 （散乱する沖縄産無釉陶器） 99－８　遺物散布状況 14 （散乱する沖縄産無釉陶器）

99－６　遺物散布状況 12 （沖縄産無釉陶器）99－５　遺物散布状況 11 （沖縄産無釉陶器）

99－２　遺物散布状況８ （沖縄産無釉陶器）

99－４　遺物散布状況 10 （沖縄産無釉陶器）

－144－− 144 −



図版 100　石西礁湖海底遺跡群第２地点

11　石西礁湖海底遺跡群第２地点

　石垣市 （石垣島） と　竹富町 （竹富島） の中間にあた

る地点の海底 （水深約５ｍ） に位置する。 当該海域は

複数の島が点在し、 遺跡の位置を島名で表現することが

困難なため、石垣島以西と西表島以東の海域を示す 「石

西礁湖」 の呼称を遺跡名に用いている。

　本遺跡も前述の２地点と同じく、 地元の漁業関係者か

ら寄せられた情報に基づくもので、 「ナカンチュ」 と呼ば

れる干瀬の付近に沖縄産陶器が散布している。 当該海

域における船舶の座礁 ・沈没記録は現時点で確認され

ていないが、遺物の状況から近世～近代の域内流通時、

例えば山原船の海難事故等に伴う可能性が高い （南西

諸島水中文化遺産研究会ほか 2013、 沖縄県立博物館・

美術館 2015、 片桐 2015）。

　石西礁湖は、 八重山の島々を往来するための航路とし

て古来から頻繁に利用されたが、 暗礁も多く存在する危

険な海域でもある。 当該海域で確認された３遺跡は、 そ

の二面性を雄弁に語っている。

　ちなみに、本遺跡では遺物の回収を実施していない（沖

縄県埋文 2010）。 遺物の種類は他２遺跡に概ね共通す

ると考えらるが、 破片のサイズが前述の２遺跡に比して小

さく、 また量的にもそれほど多くないため、 今回の調査

ではGPS による位置記録を取得し、 遺物が散布する範

囲の把握に努めた。

100－３　遺物散布状況２ 100－４　遺物散布状況３

100－１　調査風景

100－２　遺物散布状況１

－145－− 145 −



第 67 図　瀬底島沖海底遺跡１ （遺跡の位置） 図版 101　瀬底島沖海底遺跡１

第３項　港湾遺跡 （水中遺跡 ・沿岸遺跡）

１　瀬底島沖海底遺跡

　本部町瀬底 （瀬底島） の海底 （水深約２～３ｍ） に所

在する。 瀬底島と本部半島の間の海域は、 かつて那覇

港を出発した船が恩納村の港を経由して大和へ向かうた

めの航路であり、 同時に港としても使用されたと考えられ

る。 また瀬底島の 「唐泊」 と呼ばれる海域からは、 過

去に中国産青磁や寛永通宝の詰まった甕などが引き揚

げられている （沖縄県立博物館 ・美術館 2015）。

　本遺跡の特筆すべき成果として、 アンチ浜側の海底で

発見された碇石が挙げられる。 碇石はこれまで県内でも

複数確認されているが、 海底に沈んだ状態の資料は初

例である　（片桐 ・比嘉ほか 2005)。 これは中国の碇石

を模倣して沖縄で製作されたものと考えられる。

　今回の調査では、上記碇石に加え合計14点の遺物（中

国産白磁２ ・ 褐釉陶器５、 沖縄産施釉陶器１ ・ 無釉陶

器３、 陶質土器１、 石製品２） を回収した （沖縄県埋文

2006 ・ 2010）。 以下、 特徴的な資料を第 68 図及び図

版 102 に示し、 個々の観察所見は第 10 表に記す。

101－３　遺物集合

101－１　遠景 （アンチ浜側）

101－２　近景 （唐泊側）

－146－− 146 −



第 68 図　瀬底島沖海底遺跡２（遺物）
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図版 102　瀬底島沖海底遺跡２（遺物）
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図版 103　瀬底島沖海底遺跡３

103－１　調査風景

103－３　海底測量風景２

103－５　遺物散布状況２ （沖縄産無釉陶器） 103－６　遺物散布状況３ （硯）

103－２　海底測量風景１

103－４　遺物散布状況１ （沖縄産無釉陶器）

－149－− 149 −



図版 104　瀬底島沖海底遺跡４

104－１　碇石確認状況

104－３　碇石実測風景１

104－５　碇石の回収１ 104－６　碇石の回収２

104－２　碇石表面清掃風景

104－４　碇石実測風景２

－150－− 150 −



第 69 図　奥川河口遺物散布地１ （遺跡の位置） 図版 105　奥川河口遺物散布地１

２　奥川河口遺物散布地

　国頭村奥、 奥川河口の海岸～潮間帯に所在する。 今

回の調査で３点の遺物 （中国産青磁１ ・ 青花１、 日本

産染付１） が回収されており （沖縄県埋文 2010）、 他に

個人の表採資料もある。

　これらの資料は、 15 世紀～ 18 ・ 19 世紀と年代的に幅

がみられる。 当該地域は陸側に同時期の遺跡が確認さ

れていないため、 本海域がグスク時代～近世の間に複

数回船舶の停泊地として利用されていたと想定される。

しかし本遺跡は、 1649 年 （尚質２・慶安２） 作成の 『正

保国絵図』 （琉球国絵図史料集編集委員会ほか 1992）

に記載されている場所ではないことから、 恒常的な港で

はなく海難事故等に伴う緊急避難地のような形で利用さ

れた可能性が高い。

　以下、 第 70 図と図版 106 に回収した遺物の実測図及

び写真を示し、 第 10 表に観察所見を記す。

105－３　採集遺物 （個人蔵）

105－１　遠景

105－２　遺物集合
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図版 107　奥川河口遺物散布地３

107－２　遺物散布状況２ （中国産青花）

図版 106　奥川河口遺物散布地２ （遺物）

107－１　遺物散布状況１ （中国産青磁）

第 70 図　奥川河口遺物散布地２ （遺物）
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１
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第 71 図　今泊海岸陶磁器散布地１ （遺跡の位置）

図版 108　今泊海岸陶磁器散布地１

３　今泊海岸陶磁器散布地

　今帰仁村今泊の海岸～海底に所在する。 本遺跡は地

元の文化財パトロール員から寄せられた情報に基づくも

ので、 シバンティナ浜 ・ シルバマ ・ クビリ浜の３ヶ所を中

心に遺物が散布している （宮城 ・ 片桐ほか 2004、 今帰

仁村教委2007）。 今回の調査でも、合計24点の遺物（中

国産青磁５ ・ 褐釉陶器６、 タイ産褐釉陶器５、 沖縄産施

釉陶器３・無釉陶器２、 日本産陶器１、 産地不明陶器１、

土器１） を回収した （沖縄県埋文 2010）。

　これらの資料は、 15 世紀～ 18 ・ 19 世紀と年代的に幅

がみられる。 当該地域は陸側に同時期の遺跡が確認さ

れていないため、 本海域がグスク時代～近世の間に複

数回船舶の停泊地として利用されていたと想定される。

しかし本遺跡は、 1649 （尚質２ ・ 慶安２） 年 作成の 『正

保国絵図』 （琉球国絵図史料集編集委員会ほか 1992）

に記載されている場所ではないことから、 恒常的な港で

はなく海難事故等に伴う緊急避難地のような形で利用さ

れた可能性が高い。

　以下、 特徴的な資料を第 72 図及び図版 109 に示し、

個々の観察所見は表 10 に記す。

108－１　遠景

108－２　遺物集合
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図版第●図　▲▲▲図版 109　今泊海岸陶磁器散布地２（遺物）
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第 72 図　今泊海岸陶磁器散布地２（遺物）
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図版第●図　▲▲▲図版 109　今泊海岸陶磁器散布地２（遺物）
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図版 110　今泊海岸陶磁器散布地３

110－１　海岸遺物散布状況１ （中国産青磁）

110－３　海岸遺物散布状況３ （磁器）

110－５　海底遺物散布状況２ （沖縄産無釉陶器） 110－６　海底遺物散布状況３ （沖縄産無釉陶器）

110－２　海岸遺物散布状況２ （日本産陶器）

110－４　海底遺物散布状況１ （中国産褐釉陶器）

－156－− 156 −



第 73 図　当袋川河口遺物散布地１ （遺跡の位置） 図版 111　当袋川河口遺物散布地１

４　当袋川河口遺物散布地

　恩納村恩納、当袋川河口の海岸～潮間帯に所在する。

今回の調査で６点の遺物 （中国産青磁５、 沖縄産無釉

陶器１） が回収されており （沖縄県埋文 2010）、 後に恩

納村教育委員会が実施した分布調査では、 新たに中国

産青花や沖縄産施釉陶器なども確認されている （崎原

2008、 恩納村教委 2012）。

　これらの資料は 15 世紀～ 18 ・ 19 世紀に位置づけら

れるが、 河口付近の陸側には恩納グスクや恩納古島遺

跡など同時期の遺跡が所在することから、 本河口付近は

当該地域の港として機能していた可能性は高い。しかし、

本遺跡は 1649 （尚質２ ・ 慶安２） 年 作成の 『正保国絵

図』 （琉球国絵図史料集編集委員会ほか 1992） に港と

して記載されている場所ではないため、 時期 ・ 頻度 ・

形態などの面でどのように利用されていたのか、 今後の

検討が必要である。

　以下、 今回の調査で回収した遺物のうち特徴的な資

料を第 74 図及び図版 112 に示し、 個々の観察所見を

第 10 表に記す。

111－３　遺物集合

111－１　遠景

111－２　遠景及び周辺の遺跡

－157－− 157 −



第 74 図　当袋川河口遺物散布地２（遺物）

図版 112　当袋川河口遺物散布地２（遺物）
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図版 113　当袋川河口遺物散布地３

113－１　遺物散布状況１ （中国産青磁）

113－２　遺物散布状況２ （中国産青磁）

113－３　遺物散布状況３ （沖縄産無釉陶器）

－159－− 159 −



第 75 図　野甫島北海岸遺物散布地、

　　　　　　 テライ原西海岸遺物散布地

　　　　　　（遺跡の位置）
図版 114　野甫島北海岸遺物散布地１

５　野甫島北海岸遺物散布地

　伊平屋村野甫 （野甫島） 北東側の海岸～潮間帯に所

在する。 以前伊平屋村教育委員会が実施した分布調査

では同島南西側海岸で遺物を確認しているが （伊平屋

村教委 2000）、 本遺跡は今回新たに発見された。

　今回の調査では、 合計 17 点の遺物 （中国産青磁２ ・

青花９、 沖縄産施釉陶器１ ・ 無釉陶器１、 産地不明陶

器２、自然石１、貝類１） を回収した （沖縄県埋文 2010）。

これらは一部に 15 世紀代の資料が含まれるものの、 大

半は近世に位置づけられる。

　ちなみに本遺跡は、 1649 （尚質２ ・ 慶安２） 年 作成

の 『正保国絵図』 （琉球国絵図史料集編集委員会ほか

1992） に港として記載された場所ではない。 しかし、 同

絵図の陸域に集落が表現されていることから、 本遺跡は

当該集落用の港として機能していたと想定される。

　以下、 今回の調査で得られた遺物のうち特徴的な資料

を第 76 図及び図版 115 に示し、 個々の観察所見は第

10 ・ 11 表に記す。

114－３　遺物集合

114－１　遠景

114－２　遺物散布状況 （中国産褐釉陶器）

－160－− 160 −



第 76 図　野甫島北海岸遺物散布地（遺物）
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図版 115　野甫島北海岸遺物散布地２（遺物）
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遺物散布状況 （中国産青花）

図版 116　野甫島北海岸遺物散布地３
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図版 118　テライ原西海岸遺物散布地２（遺物）

第 77 図　テライ原西海岸遺物散布地（遺物）

0 10cm

１

１

図版 117　テライ原西海岸遺物散布地１

６　テライ原西海岸遺物散布地

　伊平屋村島尻の海岸～潮間帯に所在し、 海岸を中心

に石器や陶磁器が散布している。 陶磁器は 18 ・ 19 世紀

に位置づけられるもので、 対岸の野甫島北海岸遺物散布

地と年代的 ・性格的に概ね共通する可能性が高い。 しか

し、 本遺跡も 1649 （尚質２ ・ 慶安２） 年作成の 『正保国

絵図』 に記載されている港ではないため、 周辺集落用の

小規模な港として機能していたと想定される。

　以下、 今回の調査で回収した遺物を第 77 図及び図版

118 に示し、 観察所見を第 11 表に記す。
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第 79 図　阿護の浦海底遺跡２（遺物１）
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第 78 図　阿護の浦海底遺跡１ （遺跡の位置） 図版 119　阿護の浦海底遺跡１

７　阿護の浦海底遺跡

　座間味村 （座間味島） 阿佐沖の海底 （水深５～ 20ｍ）

に所在する。 本遺跡を含む 「阿護の浦」 は、 かつて進

貢船や貿易船が風待ちのため寄航した場所と伝えられ、

その記録も多数残されている。 また船を繋留したとされる

深場の 「唐船小堀 （トウシングムィ）」 もある （宮城 ・片

桐ほか 2004、 沖縄県埋文 2006、 沖縄県立博物館 ・美

術館 2015）。

　今回の調査では、 合計 23 点の遺物 （中国産青磁１ ・

色絵２、 日本産陶器６、 沖縄産施釉陶器７・無釉陶器７）

を回収した（沖縄県埋文2010）。 この他、地元のダイバー

により海底から引き揚げられた陶磁器が、 座間味村教育

委員会や慶良間海洋文化館に所蔵されている。 これら

は概ね 18 ・ 19 世紀に位置づけられるものの、 少量なが

ら 14 世紀後半～ 15 世紀前半の中国産青磁が含まれて

おり、 遺物の年代からも当該海域の利用頻度及び期間

が窺える。

　以下、 特徴的な資料を第 79 ・ 80 図及び図版 120 ・

121 に示し、 個々の観察所見は第 11 表に記す。

119－３　遺物集合

119－１　遠景１

119－２　遠景２
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第 79 図　阿護の浦海底遺跡２（遺物１）
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第 80 図　阿護の浦海底遺跡３（遺物２）
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図版 120　阿護の浦海底遺跡２（遺物１）
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第 80 図　阿護の浦海底遺跡３（遺物２）
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図版 121　阿護の浦海底遺跡３（遺物２）
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図版 122　阿護の浦海底遺跡４

122－１　調査風景 （撮影）

122－３　遺物散布状況２ （沖縄産無釉陶器）

122－５　遺物散布状況４ （沖縄産施釉陶器） 122－６　遺物散布状況５ （沖縄産無釉陶器）

122－２　遺物散布状況１ （中国産青磁）

122－４　遺物散布状況３ （本土産陶器）

－169－− 169 −



図版 123　阿護の浦海底遺跡５

123－１　遺物散布状況６ （沖縄産無釉陶器）

123－３　遺物散布状況８ （本土産磁器）

123－５　採集遺物２ （慶良間海洋文化館蔵） 123－６　採集遺物３ （座間味村教育委員会蔵）

123－２　遺物散布状況７ （沖縄産無釉陶器）

123－４　採集遺物１ （慶良間海洋文化館蔵）

－170－− 170 −



第 81 図　真謝港遺物散布地、 まちや入江 （遺跡の位置）

図版 124　真謝港遺物散布地、 まちや入江

８　真謝港遺物散布地

　久米島町 （久米島） 真謝港の海岸～海底に所在する。

真謝港は 『正保国絵図』 に記載された 「まちや入江」

に相当し （琉球国絵図史料集編集委員会ほか 1992）、

本遺跡からは今回の調査で 30 点の遺物（中国産青磁３・

白磁２ ・ 青花 14 ・ 褐釉陶器３、 タイ産褐釉陶器１、 沖

縄産施釉陶器５、 日本産磁器１、 産地不明陶器１） が

回収されている （沖縄県埋文 2006 ・ 2010）。 遺物の年

代が 12 世紀後半～ 18 世紀前半と幅広いため、 真謝港

の利用も長期間に及ぶと想定される （沖縄県立博物館 ・

美術館 2015）。

　以下、 特徴的な資料を第 82 ～ 84 図及び図版 125 ～

127 に示し、 個々の観察所見は第 11 表に記す。

９　まちや入江

　1649 （尚質２ ・ 慶安２） 年作成の 『正保国絵図』 に

描かれた久米島の港の一つである。 「海底左右に岩礁

があり船の出入りは不自由」 との記載がみられることから

（琉球国絵図史料集編集委員会ほか 1992）、 大型船舶

の入港は困難だった可能性が高い。

124－１　遠景

124－２　遺物集合 （真謝港遺物散布地）

－171－− 171 −



図版 125　真謝港遺物散布地１（遺物１）
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第 82 図　真謝港遺物散布地１（遺物１）
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図版 125　真謝港遺物散布地１（遺物１）
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図版 126　真謝港遺物散布地２（遺物２）
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第 83 図　真謝港遺物散布地２（遺物２）
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図版 126　真謝港遺物散布地２（遺物２）
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第 84 図　真謝港遺物散布地３（遺物３）

図版 127　真謝港遺物散布地３（遺物３）
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図版 128　真謝港遺物散布地４

128－１　遺物散布状況 1 （中国産青磁）

128－３　遺物散布状況３ （中国産青花）

128－５　遺物散布状況５ （中国産青花） 128－６　遺物散布状況６ （中国産青花）

128－２　遺物散布状況２ （中国産青花）

128－４　遺物散布状況４ （中国産青花）

－177－− 177 −



図版 129　真謝港遺物散布地５

129－１　遺物散布状況７ （中国産青花）

129－２　遺物散布状況８ （土製浮）

129－３　遺物散布状況９ （沖縄産施釉陶器）

－178－− 178 −



第 85 図　白瀬川河口遺物散布地、 兼城の古港

　　　　　　（遺跡の位置） 図版 130　白瀬川河口遺物散布地、 兼城の古港

10　白瀬川河口遺物散布地

　久米島町 （久米島） 兼城、 白瀬川の海岸～海底に所

在する。 1998 （平成 10） 年に発見された遺跡で （當眞・

佐久田 1999）、 今回の調査では 12 点の遺物 （中国産

青磁３ ・青花２ ・褐釉陶器２、沖縄産施釉陶器２、土器１、

金属製品１、 自然石１） が回収されている （沖縄県埋文

2010）。 遺物は 14 世紀後半～近世に相当するが、 周

辺に立地する伊敷索グスクや集落遺跡の年代と概ね一

致し、 両者の密接な関係が想定される。 また河口付近

には 「唐船池 （トウシングムィ）」 と呼ばれる深場もある。

　以下、 特徴的な資料を第 86 図及び図版 131 に示し、

個々の観察所見は第 11 ・ 12 表に記す。

11　兼城の古港

　1649 （尚質２ ・ 慶安２） 年作成の 『正保国絵図』 に描

かれた 「兼城湊」 で、 「大船四五艘程繋ル」 「何風に

ても船がかり自由」 との記載から （琉球国絵図史料集編

集委員会ほか 1992）、 同島随一の港であったと窺える。

130－３　遺物集合 ( 白瀬川河口遺物散布地）

130－１　遠景１

130－２　遠景２

－179－− 179 −



第 86 図　白瀬川河口遺物散布地（遺物）

図版 131　白瀬川河口遺物散布地１（遺物）
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図版 132　白瀬川河口遺物散布地２

132－１　遺物散布状況１ （中国産青磁）

132－３　遺物散布状況３ （中国産青花）

132－５　遺物散布状況５ （沖縄産無釉陶器） 132－６　採集遺物 （個人蔵）

132－２　遺物散布状況２ （中国産青磁）

132－４　遺物散布状況４ （沖縄産無釉陶器）

－181－− 181 −



第 87 図　安良海岸遺物散布地１ （遺跡の位置） 図版 133　安良海岸遺物散布地１

12　安良海岸遺物散布地

　石垣市 （石垣島） 平久保の海岸～潮間帯に所在する

遺跡で、 今回の調査では合計７点の遺物 （中国産青磁

１ ・青花３、 沖縄産施釉陶器１ ・無釉陶器１、 石製品１）

を回収した （沖縄県埋文 2010）。 これらは一部に 15 世

紀代の資料が確認されるものの、 大半は近世に位置づ

けられる。 本遺跡の陸側は現在放牧地となっているが、

かつては近世集落の 「安良村跡」 が立地していた場所

であり （石垣市総務部市史編集室 1998）、 今回採集し

た遺物との密接な関係が考えられる。 ただ、 本遺跡は

1649 （尚質２ ・ 慶安２） 年作成の 『正保国絵図』 （琉球

国絵図史料集編集委員会ほか 1992） に港として記載さ

れた場所ではないため、 集落に付随する小規模な港で

あったと想定される。

　ちなみに、 今回採集の資料に 15 世紀代の中国産青

磁が含まれることから、 陸側の集落もグスク時代まで遡る

可能性がある。

　以下、 代表的な資料を第 88 図及び図版 134 に示し、

個々の観察所見は第 12 表に記す。

133－３　遺物集合

133－１　遠景

133－２　遺物散布状況１ （日本産陶器）
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第 88 図　安良海岸遺物散布地２（遺物）

１

２

４

３

図版 134　安良海岸遺物散布地２（遺物）
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図版 135　安良海岸遺物散布地３

135－１　遺物散布状況２ （中国産青花）

135－２　遺物散布状況３ （中国産青花）

135－３　遺物散布状況４ （沖縄産無釉陶器）
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第 89 図　宮良湾海底遺跡１ （遺跡の位置） 図版 136　宮良湾海底遺跡１

13　宮良湾海底遺跡

　石垣市 （石垣島） 大浜、 名蔵湾の海岸～海底 （水

深約２ｍ） に所在する。 本海域の陸側台地上には、 グ

スク時代の八重山を語るうえで欠かせないオヤケアカハ

チの拠点と伝わるフルスト原遺跡 （史跡） が立地する。

本遺跡の主要な港がどの海域であったかは判然としない

が、 眼前に広がる宮良湾が利用された可能性は推定で

きる （沖縄県立博物館 ・美術館 2015、 片桐 2015）。

　本海域の海岸からは、 これまでも中国産陶磁器 ・沖縄

産陶器 ・土器など様々な時代の遺物が確認されており、

今回の調査でも、 海底から合計４点の遺物 （中国産青

磁２、 産地不明陶器１、 土器１） が回収されている （沖

縄県埋文 2010）。 遺物の年代が 14 世紀後半～近世と

幅広いため、 本遺跡の継続的な利用が窺える。 しかし、

1649 （尚質２ ・ 慶安２） 年作成の 『正保国絵図』 に本

遺跡は港と記載されていないことから、 近世段階におけ

る主要な港ではなかったと考えられる。

　以下、 特徴的な資料を第 90 図及び図版 137 に示し、

個々の観察所見は第 12 表に記す。

136－３　遺物集合

136－１　遠景

136－２　海岸遺物散布状況 （中国産青磁）
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第 90 図　宮良湾海底遺跡２（遺物）
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図版 137　宮良湾海底遺跡２（遺物）
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図版 138　宮良湾遺物散布地３

138－１　海底遺物散布状況１ （中国産青磁）

138－２　海底遺物散布状況２ （中国産青磁）

138－３　海底遺物散布状況３ （土器）
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第 91 図　祖納マエドマリ沖海底遺跡、 マエドマリ

　　　　　　（遺跡の位置） 図版 139　祖納マエドマリ沖海底遺跡、 マエドマリ

14　祖納マエドマリ沖海底遺跡

　竹富町 （西表島） 祖納の海岸～海底 （水深約２ｍ）

に所在し、 今回の調査で合計 29 点の遺物 （中国産青

磁６・白磁２・青花４、 日本産陶器５、 沖縄産施釉陶器９、

陶質土器１、 ガラス製品２） が回収されている （沖縄県

埋文 2009 ・ 2010）。 これらの年代は 15 世紀～近代まで

と幅広いが、 本海域の陸側には上村遺跡や慶来慶田城

遺跡といった同時期の遺跡が立地しており、 両者の密接

な関係が窺える （沖縄県立博物館 ・美術館 2015、 片

桐 2015）。

　以下、 特徴的な資料を第 92 図及び図版 140 に示し、

個々の観察所見は第 12 表に記す。

15　マエドマリ

　1649 （尚質２ ・ 慶安２） 年作成の 『正保国絵図』 に

祖納村の港として描かれている。 「船がかりならず」 との

記載から （琉球国絵図史料集編集委員会ほか 1992）、

大型船舶の入港は困難だった可能性が高い。

139－３　遺物集合 ( 祖納マエドマリ沖海底遺跡）

139－１　遠景１

139－２　遠景２
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第 92 図　祖納マエドマリ沖海底遺跡（遺物）
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図版 140　祖納マエドマリ沖海底遺跡１（遺物）
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図版 141　祖納マエドマリ沖海底遺跡２

141－１　遺物散布状況１ （陶器）

141－２　遺物散布状況２ （中国産白磁）
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第 93 図　湖辺底港遺物散布地１（遺跡の位置）

16　湖辺底港遺物散布地

　名護市許田港 （かつては湖辺底港と呼称） の海岸～潮

間帯に所在する。 本港は 1649 （尚質２ ・ 慶安２） 年作

成の 『正保国絵図』 にも記載されているため （琉球国絵

図史料集編集委員会ほか 1992）、 近世段階には地域の

港であったと考えられる。 しかし、 今回の調査では 16 世

紀代の中国産白磁が回収されていることから （沖縄県埋

文 2010）、 本遺跡の利用はグスク時代まで遡る可能性も

想定される。

　以下、 第 94 図と図版 143 に回収した遺物の実測図及

び写真を示し、 第 12 表に観察所見を記す。

図版 142　湖辺底港遺物散布地１

図版 143　湖辺底港遺物散布地２（遺物）

第 94 図　湖辺底港遺物散布地２（遺物）

0 ５cm

１

１
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第 95 図　ジムン海岸遺物散布地１ （遺跡の位置）

17　ジムン海岸遺物散布地

　恩納村谷茶の海岸～潮間帯に所在する遺跡で、 海岸

を中心に陶磁器や石製品の散布が確認されている。 本

遺跡は 1649 （尚質２ ・慶安２） 年作成の 『正保国絵図』

に記載された港ではないが （琉球国絵図史料集編集委

員会ほか 1992）、 調査で回収した遺物に環状の碇石が

みられることから （沖縄県埋文 2010）、 周辺集落などを

対象とする小規模な港であったと想定される。

　以下、 第 96 図と図版 145 に遺物の実測図及び写真を

示し、 観察所見を第 12 表に記す。 　 144－１　近景

144－３　遺物

図版 144　ジムン海岸遺物散布地１

144－２　遺物散布状況
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第 96 図　ジムン海岸遺物散布地２（遺物）

図版 145　ジムン海岸遺物散布地２（遺物）

10cm0
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第 98 図　前川河口遺物散布地２（遺物）

図版 146　前川河口遺物散布地（遺物）
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第 97 図　前川河口遺物散布地１（遺跡の位置）

18　前川河口遺物散布地

　恩納村谷茶、前川河口の海岸～潮間帯

に所在する。今回の調査で沖縄産施釉陶

器が３点採集されており、その後恩納村

教育委員会が実施した分布調査では、新

たに中国産陶磁器も確認されている（崎

原 2008、沖縄県埋文 2010、恩納村教委

2012）。本遺跡は『正保国絵図』に記載

された港ではなく、陸側に同時期の遺跡

も立地していないが、小規模な港として

機能していた可能性はある。

　以下、特徴的な資料を第 98 図と図版

146 に示し、第 12 表に観察所見を記す。
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第 100 図　伊原間湾遺物散布地２（遺物）

図版 148　伊原間湾遺物散布地２（遺物）
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１ ２

２

0 10cm

第 99 図　伊原間湾遺物散布地１（遺跡の位置） 図版 147　伊原間湾遺物散布地１

19　伊原間湾遺物散布地

　石垣市（石垣島）伊原間の海岸～潮干帯に所在する遺跡で、今回の調査では合計３点の遺物（日本産染付

２、沖縄産無釉陶器１）が回収された。これらは 18 世紀以降に位置づけられるもので、かつて本遺跡の陸

側に立地していた近世集落との密接な関係が窺える。ただ、本遺跡は 1649（尚質２・慶安）年作成の『正保

国絵図』（琉球国絵図史料集編集委員会ほか 1992）に記載された港ではないため、集落に伴う小規模な利用

形態であったと想定される。

　以下、特徴的な資料を第 100 図及び図版 148 に示し、個々の観察所見は第 12 表に示す。
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第 101 図　伊是名グスク周辺遺物散布地 （遺跡の位置）

図版 149　伊是名グスク周辺遺物散布地

20　伊是名グスク周辺遺物散布地

　伊是名村 （伊是名島） 伊是名、 伊是名グスク北側の

海岸～潮間帯に所在する遺跡で、 今回の調査で中国産

青磁の散布が確認されている。 この資料は 14 世紀～

15 世紀代に位置づけられるもので、 本遺跡の南側にあ

る伊是名グスクとの密接な関係が窺える。 ただ、 本遺跡

は 1649 （尚質２ ・ 慶安２） 年作成の 『正保国絵図』 に

記載された港ではないため、 近世段階ではそれほど利

用されていなかった可能性が高い。

149－１　遠景

149－３　遺物散布状況 （中国産青磁）149－２　近景

− 197 −



図版 151　宮城港周辺遺物散布地

21　比謝川河口遺物散布地

　読谷村と北谷町の間を流れる比謝川河口域に所在し、

海岸に沖縄産陶器や銭貨などの散布が確認されている。

本水域は 1649 （尚質２・慶安２） 年作成の 『正保国絵図』

に 「大湾入江」 と記載されており （琉球国絵図史料集

編集委員会ほか 1992）、 遺物の年代からも近世段階に

港として利用されたことが窺える。 しかし、 本海域は 「大

船５、 ６艘程繋がる」 が、 「東風 ・南風 ・西風の時船が

かりならず」 とあるため、 港も気象条件に左右される場

合があったと想定される。

150－１　近景

150－３　遺物散布状況 （沖縄産無釉陶器）

22　宮城港周辺遺物散布地　

　うるま市与那城池味 （宮城島）、 宮城島の海岸～潮間

帯に所在する遺跡である。 本遺跡は現在も漁港として機

能している場所で、 近世～近代に位置づけられる陶磁

器が散布している。 これらの遺物は、 陸側に立地する

集落とほぼ同時期であるとともに、 本遺跡が 1649 （尚質

２ ・ 慶安２） 年作成の 『正保国絵図』 に港として記載さ

れていることから （琉球国絵図史料集編集委員会ほか

1992）、 当該集落に伴う港として利用されていたと考えら

れる。

図版 150　比謝川河口遺物散布地

150－２　河口から南岸 （嘉手納町側） を臨む
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第 103 図　宮城港周辺遺物散布地 （遺跡の位置）

第 102 図　比謝川河口遺物散布地 （遺跡の位置）
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第 104 図　具志川グスク海岸遺物散布地 （遺跡の位置）

図版 152　具志川グスク海岸遺物散布地

23　具志川グスク海岸遺物散布地

　うるま市具志川、 具志川グスク南東側の海岸～潮間帯

に所在する遺跡で、 海岸を中心に中国産陶磁器や沖縄

産陶器が散布している。

　本遺跡は、 1649 （尚質２ ・ 慶安２） 年作成の 『正保

国絵図』 に記載された港ではないものの （琉球国絵図

史料集編集委員会ほか 1992）、 遺物の年代が陸側の具

志川グスクとほぼ同時期に位置づけられるため、 両者は

密接に関係すると考えられる。

152－１　遠景

152－３　遺物散布状況２ （中国産褐釉陶器）152－２　遺物散布状況１ （中国産青磁）
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第 105 図　おな崎の古港遺物散布地 （遺跡の位置）

図版 153　おな崎の古港遺物散布地

24　おな崎の古港遺物散布地

　宮古島市平良 （池間島） の海岸～潮間帯に所在する遺跡で、 海岸を中心に陶磁器が散布している。 本遺跡は

1649 （尚質２ ・ 慶安２） 年作成の 『正保国絵図』 に 「おな崎」 と記載されており （琉球国絵図史料集編集委員会

ほか 1992）、 当該期の池間島と宮古島を結ぶ港として機能していたと考えられる。
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第 106 図　長山の浜遺物散布地 （遺跡の位置）

図版 154　長山の浜遺物散布地

25　長山の浜遺物散布地

　宮古島市伊良部 （伊良部島）、 長山の浜の海岸～潮間帯に位置する遺跡で、 海岸を中心に陶磁器の散布が確

認されている。 本遺跡は 1649 （尚質２ ・ 慶安２） 年作成の 『正保国絵図』 に 「たかめ崎」 と記載されており （琉

球国絵図史料集編集委員会ほか 1992）、 当該期の伊良部島と宮古島を結ぶ港として機能していたと考えられる。
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第 107 図　西の浜遺物散布地 （遺跡の位置）

図版 155　西の浜遺物散布地

26　西の浜遺物散布地

　竹富町黒島北側の海岸～潮間帯に所在する遺跡で、海岸を中心に陶磁器が散布している。 本遺跡は、1649 （尚

質２・慶安２）年作成の 『正保国絵図』に 「ゆはれ崎」 と記載されており （琉球国絵図史料集編集委員会ほか 1992）、

当該期の黒島と八重山諸島を結ぶ港であったと考えられる。 遺物の年代も 18 世紀～ 19 世紀に位置づけられるも

ので、 上記史料と概ね一致している。

155－１　遠景 155－２　遺物散布状況 （中国産青花）
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第 108 図　具志川島北海岸遺物散布地 （遺跡の位置）

図版 156　具志川島北海岸遺物散布地

27　具志川島北海岸遺物散布地

　伊是名村具志川島北側の海岸～潮間帯に所在し、 海

岸には陶磁器の散布が確認されている。 本遺跡は 1649

（尚質２ ・ 慶安２） 年作成の 『正保国絵図』 に記載され

た港ではなく、 また具志川島は同絵図に 「人居なし」 と

ある （琉球国絵図史料集編集委員会ほか 1992）。 その

ため、 本遺跡は具志川島と伊平屋島もしくは伊是名島を

結ぶ航路での海難事故等により形成されたものと考えら

れる。

156－１　近景

156－３　遺物散布状況２ （中国産褐釉陶器）15６－２　遺物散布状況１ （日本産染付）
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図版 158　アラ浜の古港 ・遺物散布地

図版 157　カンサガニク海底遺物散布地

28　カンサガニク海底遺物散布地

　大宜味村塩屋 （宮城島） の海岸～潮間帯に所在する。

「カンサガニク」 とは宮城島の東方に延びる砂嘴に形成さ

れた墓域の呼称で、 過去に大宜味村教育委員会が実施

した分布調査により、 砂嘴南側の浅瀬一帯から中国産

陶磁器が採集されている （大宜味村教委 1984）。 これら

は 14 世紀～ 15 世紀に位置づけられるが、 当該海域は

1649 （尚質２ ・ 慶安２） 年作成の 『正保国絵図』 に港と

して記載されていないため、 本遺跡の形成時期は近世

以前に遡ると考えられる （宮城 ・片桐ほか 2004）。

29　アラ浜の古港 ・遺物散布地

　伊江島東江上、 阿良港の海岸～海底に所在し、 海岸

を中心に近世の陶磁器が散布している。

　本遺跡は 1649（尚質２・慶安２）年作成の『正保国絵図』

に記載された港であるとともに、 伊江島と沖縄本島また

は屋我地島を結ぶ航路が描かれている。 しかし同絵図

には 「船がかりならず」 ともあることから （琉球国絵図史

料集編集委員会ほか 1992）、 多数の船舶が寄航 ・繋留

できるような場所ではなかったと想定される。

158－１　遠景 （アラ浜の古港）

158－３　阿良御嶽158－２　近景 （アラ浜の古港）
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第 110 図　アラ浜の古港 ・遺物散布地 （遺跡の位置）

第 109 図　カンサガニク海底遺物散布地 （遺跡の位置）
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第 111 図　渡名喜島の古港 （遺跡の位置）

図版 159　渡名喜島の古港

30　渡名喜島の古港

　渡名喜島東側の海岸～海底に所在し、 海岸にはグス

ク時代～近世以降の中国産陶磁器や沖縄産陶器などが

散布している。 本遺跡は 1649 （尚質２ ・ 慶安２） 年作

成の 『正保国絵図』 に記載された港であるとともに、 同

島と粟国島及び座間味島を結ぶ航路が描かれている。

ただ、 「船がかりならず」 とされているため （琉球国絵図

史料集編集委員会ほか 1992）、 船舶が多数寄航 ・繋留

できるような場所ではなかったと想定される。

159－１　遠景

159－３　遺物散布状況２ （沖縄産施釉陶器）159－２　遺物散布状況１ （中国産青花）
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図版 161　古見赤石崎遺物散布地

図版 160　与那覇湾遺物散布地

31　与那覇湾遺物散布地

　宮古島市与那覇の海岸～潮間帯に所在し、 海岸を中

心に陶磁器が散布しているが、 本遺跡は 1649 （尚質２・

慶安２） 年作成の 『正保国絵図』 に記載された港では

ない（琉球国絵図史料集編集委員会ほか1992）。しかし、

採集された陶磁器の年代がグスク時代～近代と幅広く、

陸域には同時期の与那覇遺跡が存在することから、 本

遺跡は当該地域の港として長期間利用されていた可能性

が高い。

32　古見赤石崎遺物散布地

　竹富町 （西表島） 古見、 後良川河口付近の海岸～潮

間帯に所在する遺跡で、 海岸を中心に陶磁器が散布し

ている。 本遺跡は 1649 （尚質２・慶安２） 年作成の 『正

保国絵図』 に記載された港で、 西表島と小浜島及び黒

島を結ぶ航路も描かれている （琉球国絵図史料集編集

委員会ほか 1992）。 しかし、 陶磁器の年代がグスク時代

まで遡るため、 港としても近世以前から利用されていたと

考えられる。

161－１　採集遺物 （中国産青磁 ・青花 ・褐釉陶器）

161－３　遺物散布状況２ （日本産染付）161－２　遺物散布状況１ （日本産染付）
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第 113 図　古見赤石崎遺物散布地 （遺跡の位置）

第 112 図　与那覇湾遺物散布地 （遺跡の位置）
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第 114 図　小浜島北海岸遺物散布地１

　　　　　　　（遺跡の位置） 図版 162　小浜島北海岸遺物散布地１

第４項　海岸遺物散布地 （沿岸遺跡）

１　小浜島北海岸遺物散布地

　竹富町小浜 （小浜島） 北側の海岸～潮間帯に所在し、

今回の調査で合計４点の遺物 （中国産青磁１ ・ 白磁１ ・

褐釉陶器１、 土器１） が回収されている （沖縄県埋文

2010）。 遺物の年代はグスク時代～近世に位置づけられ

るが、 当該地域は 1649 （尚質２・慶安２） 年作成の 『正

保国絵図』 に記載された港ではなく （琉球国絵図史料

集編集委員会ほか 1992）、 陸域に同時期の遺跡もみら

れない。 しかし、 遺物の状況から当該海域が何らかの

形態で利用されたものと想定できるため、 本報告では海

岸遺物散布地として取り上げる。

　以下、 得られた遺物のうち代表的な資料を第 115 図及

び図版 163 に示し、 個々の観察所見は第 12 表に記す。

162－３　遺物集合

162－１　遠景１

162－２　近景２
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図版 163　小浜島北海岸遺物散布地２（遺物）

１
２

３

0 10cm

第 115 図　小浜島北海岸遺物散布地２（遺物）

１
２

３
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図版 164　小浜島北海岸遺物散布地３

164－１　遺物散布状況１ （中国産青磁 ・褐釉陶器、 土器）

164－２　遺物散布状況２ （中国産褐釉陶器）

164－３　遺物散布状況３ （陶器類）
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第 116 図　宇佐浜海岸遺物散布地１ （遺跡の位置）

図版 165　宇佐浜海岸遺物散布地１

２　宇佐浜海岸遺物散布地

　国頭村辺戸宇佐浜の海岸～潮間帯に所在し、 海岸に

は石材や陶磁器が散布している。 本遺跡は 1649 （尚質

２ ・ 慶安２） 年作成の 『正保国絵図』 に記載された港で

はなく （琉球国絵図史料集編集委員会ほか 1992）、 陸

域に同時期の集落もみられない。 しかし、 当該海域を

何らかの形態で利用した可能性は高いと想定される。

　以下、 今回得られた特徴的な遺物を図版 166 に示し、

観察所見は第 12 表に記す。

165－１　遠景

165－３　遺物散布状況 （沖縄産無釉陶器）165－２　調査風景
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図版 166　宇佐浜海岸遺物散布地２（遺物）

遺物散布状況

図版 167　宇佐浜海岸遺物散布地３
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第 117 図　謝敷海岸遺物散布地１ （遺跡の位置）

図版 168　謝敷海岸遺物散布地１

３　謝敷海岸遺物散布地

　国頭村謝敷の海岸～潮間帯に所在し、 海岸を中心に

石器や陶磁器が散布している （沖縄県埋文 2010）。 陶

磁器の年代は近世～近代に位置づけられるが、 本遺跡

は 1649 （尚質２ ・ 慶安２） 年作成の 『正保国絵図』 に

記載された港ではなく （琉球国絵図史料集編集委員会

ほか 1992）、 陸域に同時期の集落もみられない。 その

ため本遺跡では、 かつて海岸を含む当該海域が何らか

の形態で利用されていたと考えられる。

　ちなみに、 本遺跡のように海岸やリーフ内で石器が表

採された事例は他所にもみられる （沖縄県文化課 1983、

宜野湾市教委 1982）。 この遺物の性格については判然

としないが、 当該地域における漁撈活動などとの関係を

指摘する説もあることから （知名 1979）、 本遺跡は近隣

集落の各種活動により形成された海岸遺物散布地と想定

される。

　以下、 今回得られた特徴的な遺物を第 118 図及び図

版 169 に示し、 個々の観察所見は第 12 表に記す。

168－１　遠景

168－２　遺物集合
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図版 169　謝敷海岸遺物散布地２（遺物）

１

２

遺物散布状況 （石器）

図版 170　謝敷海岸遺物散布地３

－217－

第●図　▲▲▲▲第 118図　謝敷海岸遺物散布地２（遺物）

１

２

0 10cm

第●図　▲▲▲▲第 118図　謝敷海岸遺物散布地２（遺物）

１

２

0 10cm
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図版 169　謝敷海岸遺物散布地２（遺物）

１

２

遺物散布状況 （石器）

図版 170　謝敷海岸遺物散布地３
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第 119 図　喜如嘉海岸遺物散布地１ （遺跡の位置）

図版 171　喜如嘉海岸遺物散布地１

４　喜如嘉海岸遺物散布地

　大宜味村喜如嘉海岸の潮間帯～リーフに所在し、 リー

フ内から石器が採集されている （沖縄県埋文 2010）。

　本遺跡は 1649 （尚質２ ・ 慶安２） 年作成の 『正保国絵

図』 に記載された港ではなく （琉球国絵図史料集編集

委員会ほか 1992）、 陸域に同時期の集落もみられない。

そのため本遺跡では、 かつて海岸を含む当該海域が何

らかの形態で利用されていたと考えられる。

　ちなみに、 本遺跡は前述した謝敷海岸遺物散布地と

同じく、 海岸やリーフ内で石器が表採される場所である。

この石器の性格については判然としないが、 当該地域

における漁撈活動などとの関係を指摘する説もあることか

ら （知名 1979）、 本遺跡は近隣集落の各種活動により

形成された海岸遺物散布地と想定される。

　以下、 今回得られた遺物を第 120 図及び図版 172 に

示し、 第 12 表に観察所見を記す。

171－１　近景

171－２　採集遺物
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図版 173　喜如嘉海岸遺物散布地３

第 120 図　喜如嘉海岸遺物散布地２（遺物） 図版 172　喜如嘉海岸遺物散布地２

　　　　　（遺物）

0 ５cm
１ １
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第 121 図　上原海岸遺物散布地１ （遺跡の位置）

図版 174　上原海岸遺物散布地１

５　上原海岸遺物散布地

　大宜味村根路銘、 上原海岸の潮間帯～リーフに所在

する遺跡で、 石器や陶磁器の散布が確認されている。

陶磁器の年代は近世以降に位置づけられるが、 本遺跡

は 1649 （尚質２ ・ 慶安２） 年作成の 『正保国絵図』 に

記載された港ではなく （琉球国絵図史料集編集委員会

ほか 1992）、 陸域に同時期の集落もみられない。 その

ため本遺跡では、 かつて海岸を含む当該海域が何らか

の形態で利用されていたと考えられる。

　ちなみに、 本遺跡は先に紹介した謝敷海岸遺物散布

地や喜如嘉海岸遺物散布地と同じく、 海岸やリーフ内で

石器が表採される場所である。 この石器の性格について

は判然としないが、 当該地域における漁撈活動などとの

関係を指摘する説もあることから （知名 1979）、 本遺跡

は近隣集落の各種活動により形成された海岸遺物散布

地と想定される。

　以下、 今回得られた遺物を第 122 図及び図版 175 に

示し、 第 12 表に観察所見を記す。

174－１　近景

174－２　遺物散布状況 （石器）
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第 122 図　上原海岸遺物散布地２（遺物）

図版 175　上原海岸遺物散布地２（遺物）

0 10cm

１

１
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第 124 図　ヤブチ洞穴前遺物散布地２（遺物）

１

２

３

４
0 10cm

0 2cm

（2）

(1 ・ 3 ～ 4)

－223－

第 123 図　ヤブチ洞穴前遺物散布地１ （遺跡の位置）

図版 176　ヤブチ洞穴前遺物散布地１

６　ヤブチ洞穴前遺物散布地

　うるま市与那城屋慶名 （藪地島） 南東側の海岸～潮

間帯に所在し、 合計５点の遺物 （石器２、 貝製品２、

自然石１） が回収されている （沖縄県埋文 2010）。 遺

物の年代は全てグスク時代以前に遡るもので、 今回確

認された海岸遺物散布地の中では、 唯一の先史時代の

遺跡である。 ただ、 本遺跡の陸側に立地するヤブチ洞

穴遺跡と年代的に符号するかは現時点で判然としない。

　ちなみに時代は下るが、 1649 （尚質２ ・ 慶安２） 年作

成の 『正保国絵図』 をみると、 本遺跡付近に港は確認

されず、 藪地島も 「人居なし」 と記載されている （琉球

国絵図史料集編集委員会ほか 1992）。 このことから、

近世段階では当該海域の積極的な利用はなかったと想

定される。

　以下、 特徴的な資料を第 124 図及び図版 177 に示し、

個々の観察所見は第 12 表に記す。

176－１　近景

176－２　遺物集合
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第 124 図　ヤブチ洞穴前遺物散布地２（遺物）

１

２

３

４
0 10cm

0 2cm

（2）

(1 ・ 3 ～ 4)
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図版 177　ヤブチ洞穴前遺物散布地２（遺物）

１

２

３

４
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図版 178　ヤブチ洞穴前遺物散布地３

178－１　遺物散布状況１ （石器）

178－２　遺物散布状況２ （石器）

178－３　遺物散布状況３ （貝製品？）
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第 125 図　米原海岸遺物散布地１ （遺跡の位置）

第 126 図　米原海岸遺物散布地２ （遺物）

図版 179　米原海岸遺物散布地１

図版 180　米原海岸遺物散布地２ （遺物）

７　米原海岸遺物散布地

　石垣市 （石垣島） 桴海の海岸～潮間帯に所在し、 海

岸を中心に陶磁器が散布している。 本遺跡は 1649 （尚

質２ ・ 慶安２） 年作成の 『正保国絵図』 に港と記載され

た場所ではないが （琉球国絵図史料集編集委員会ほか

1992）、 陸側には近世集落の桴海村が立地しており、

両者は密接な関係にあると考えられる。 しかし、 採集遺

物にグスク時代の資料が含まれるため、 当該海域は近

世以前から利用されていた可能性もある。

　以下、 今回得られた特徴的な資料を第 126 図及び図

版 180 に示し、 第 12 表に観察所見を記す。

１
0 10cm

１
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図版 182　桃原海岸遺物散布地

図版 181　内花海岸遺物散布地

８　内花海岸遺物散布地

　伊是名村 （伊是名島） 内花の海岸～潮間帯に所在し、

海岸を中心に近世～近代の陶磁器が散布している。 本

遺跡は 1649 （尚質２ ・慶安２） 年作成の 『正保国絵図』

に記載された港ではなく （琉球国絵図史料集編集委員

会ほか 1992）、 陸域に同時代の遺跡もみられないが、

当該海域は何らかの形態で利用されていたものと考えら

れる。

９　桃原海岸遺物散布地

　国頭村桃原の海岸～潮間帯に所在し、 海岸を中心に

土器や陶磁器が散布している。 これらの年代は大半が

近世～近代に位置づけられるものの、 先史時代とみられ

る資料も少量確認されている。

　ちなみに、本遺跡は 1649（尚質２・慶安２）年作成の『正

保国絵図』 に記載された港ではなく （琉球国絵図史料

集編集委員会ほか 1992）、 陸域に同時期の遺跡もみら

れないが、 当該海域は何らかの形態で利用されていたと

考えられる。
181－２　遺物散布状況 （中国産青花）

181－１　近景

182－１　遺物散布状況１ （沖縄産施釉陶器） 182－２　遺物散布状況２ （土器）
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第 128 図　桃原海岸遺物散布地 （遺跡の位置）

第 127 図　内花海岸遺物散布地 （遺跡の位置）
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図版 184　野甫島西海岸遺物散布地

図版 183　嘉陽海岸遺物散布地

10　嘉陽海岸遺物散布地

　名護市嘉陽の海岸～潮間帯に所在し、 海岸を中心に

遺物の散布が確認される。 遺物は近世～近代の沖縄産

陶器を主体とするが、 本遺跡は 1649 （尚質２ ・ 慶安２）

年作成の 『正保国絵図』 に記載された港ではなく （琉

球国絵図史料集編集委員会ほか 1992）、 陸側に同時期

の遺跡も立地していない。 しかし、 遺物の散布状況から

考えると、 当該海域を何らかの形で利用していた可能性

は高い。

11　野甫島西海岸遺物散布地

　伊平屋村野甫 （野甫島） 西側の海岸～潮間帯に所在

し、 海岸を中心にグスク時代～近世の陶磁器が散布して

いる。 野甫島には 1649 （尚質２・慶安２） 年作成の 『正

保国絵図』 に記載された港はないが （琉球国絵図史料

集編集委員会ほか 1992）、 陸域に近世の集落が立地す

ることから、 本遺跡は集落と密接な関係にあるものと考え

られる。

　ちなみに同島の北側には、 先に港湾遺跡として紹介し

た 「野甫島北海岸遺物散布地」 が確認されている。

184－１　近景

184－３　遺物散布状況２ （中国産青花）184－２　遺物散布状況１ （中国産青花）
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第 130 図　野甫島西海岸遺物散布地 （遺跡の位置）

第 129 図　嘉陽海岸遺物散布地 （遺跡の位置）
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図版 185　諸見海岸遺物散布地

12　諸見海岸遺物散布地

　伊是名村 （伊是名島） 諸見の海岸～潮間帯に所在す

る。 聞き取り調査では過去に銭貨を採集したとの話が得

られたが、今回の調査で遺物を確認することはできなかっ

た。 しかし、 本遺跡は 1649 （尚質２ ・ 慶安２） 年作成

の 『正保国絵図』 に記載された港ではないものの （琉

球国絵図史料集編集委員会ほか 1992）、 陸側の集落遺

跡と関係する可能性が高いことから、 当該海岸を何らか

の形で利用した際に形成された遺跡と考えられる。

13　松田海岸遺物散布地

　宜野座村松田の海岸～潮間帯に所在し、 海岸を中心

に土器 ・石器 ・陶磁器などが散布している。 本遺跡は

1649 （尚質２ ・ 慶安２） 年作成の 『正保国絵図』 に記

載された港ではないものの （琉球国絵図史料集編集委

員会ほか 1992）、 遺物の年代幅が先史時代 （縄文？）

～近世及び近代と広いため、 当該海域は長期間または

複数時期の利用があったと考えられる。

186－１　近景

186－３　遺物散布状況２ （沖縄産無釉陶器）

図版 186　松田海岸遺物散布地

186－２　遺物散布状況１ （沖縄産施釉陶器）
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第 132 図　松田海岸遺物散布地 （遺跡の位置）

第 131 図　諸見海岸遺物散布地 （遺跡の位置）
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第 133 図　鉄浜遺物散布地 （遺跡の位置）

図版 187　鉄浜遺物散布地

14　鉄浜遺物散布地

　南大東村 （南大東島） 南の海岸～潮間帯に所在し、

かつて多数の銭貨 （銭種は中国の北宋銭と清朝銭 ・日

本銭の寛永通宝 ・琉球銭と想定される無文銭） が採集

されている。 これらは個々に時期差がみられるものの、

全て近世に使用されたと考えられる。 しかし、 南大東島

への入植が始まったのは近代からであるため、 本遺跡は

陸上の活動とは異なる要因 （海難事故に伴う一時寄航な

ど） で形成された可能性が高い。

187－１　近景

187－３　採集遺物 （銭貨 ・南大東村教育委員会蔵）187－２　採集遺物 （銭貨 ・南大東村教育委員会蔵）
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図版 189　渡口の浜遺物散布地

図版 188　佐和田の浜遺物散布地

15　佐和田の浜遺物散布地

　宮古島市伊良部 （伊良部島） 北側の海岸～潮間帯に所在し、 海岸を中心に陶磁器が散布している。 陶磁器の

年代は近世～近代に位置づけられるが、 当該海域は 1649 （尚質２ ・ 慶安２） 年作成の 『正保国絵図』 に記載さ

れた港ではない （琉球国絵図史料集編集委員会ほか 1992）。 しかし、 伊良部島には近世の集落遺跡が確認され

ていることから、 本遺跡は集落との密接な関係により形成された可能性が高い。

188－１　近景 188－２　浜から海を臨む

16　渡口の浜遺物散布地

　宮古島市伊良部 （伊良部島） 南側の海岸～潮間帯に

所在し、 海岸に陶磁器の散布が確認されている。 陶磁

器の年代は近世～近代に位置づけられるが、 本遺跡も

1649 （尚質２ ・ 慶安２） 年作成の 『正保国絵図』 に記

載された港ではない （琉球国絵図史料集編集委員会ほ

か 1992）。 しかし、 同島に近世の集落が存在することに

加え、 東側には正保国絵図記載の 「長山港」 も立地し

ていることから、 本遺跡の性格 ・形成過程については両

者との関係を考慮する必要があろう。
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第 135 図　渡口の浜遺物散布地 （遺跡の位置）

第 134 図　佐和田の浜遺物散布地 （遺跡の位置）
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第 136 図　湧川ヤガンナ島の塩田跡 （遺跡の位置）

図版 190　湧川ヤガンナ島の塩田跡

第５項　生産遺跡

１　湧川ヤガンナ島の塩田跡

　今帰仁村湧川 （ヤガンナ島） 西側の海岸～潮間帯に

所在する。 塩田の形態は 1694 （尚貞 26 ・ 元禄７） 年

に薩摩から導入されたと伝わる入浜式で （球陽研究会

1974）、 干潮時には方形に区画された石積みを確認す

ることができる。 その他、 周辺には塩焚き小屋跡も残存

している （沖縄県埋文 2006、 沖縄県立博物館 ・美術

館 2015）。 年代は近世以降と想定される。

190－１　近景１

190－３　遺物散布状況 （石製品）190－２　近景２
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図版 192　アンゼーラ浜の魚垣跡

図版 191　具志川島北海岸の魚垣跡

２　具志川島北海岸の魚垣跡

　伊是名村 （具志川島） 北側の潮間帯～リーフに所在する。 保存状態はそれほど良好でないが、 干潮時に石積

みの一部を確認することができる。 魚垣の年代は不明だが、 1649 （尚質２ ・ 慶安２） 年作成の 『正保国絵図』 に

よると具志川島は 「人居なし」 と記載されていることから （琉球国絵図史料集編集委員会ほか 1992）、 近代もしくは

近世後半に構築されたと考えられる。

191－１　近景１ 191－２　近景２

３　アンゼーラ浜の魚垣跡

　渡名喜村 （渡名喜島） 東の海岸～潮間帯に所在する。

保存状態はそれほど良好でないが、 干潮時に石積みの

一部を確認することができる （沖縄県埋文 2006）。 魚垣

の年代は不明だが、 渡名喜島は近世段階で集落が存在

することから、 近世に構築された可能性も想定される。

－237－− 237 −



第 138 図　アンゼーラ浜の魚垣跡 （遺跡の位置）

第 137 図　具志川島北海岸の魚垣跡 （遺跡の位置）
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第 139 図　久米島島尻の魚垣跡 （遺跡の位置）

図版 193　久米島島尻の魚垣跡

４　久米島島尻の魚垣跡

　久米島町 （久米島） 島尻集落南方の海岸～潮間帯に所在する。 仲里村 （現久米島町） 教育委員会の分布調

査でも把握されており、 トゥマイワタンジと称される海域に石積みの一部が現存する （仲里村教委 1996）。 魚垣の

構築年代は不明だが、 近隣にある島尻集落との関係から近世まで遡る可能性も考えられる。

193－１　遠景 193－２　近景
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図版 195　下地島の魚垣跡

図版 194　比屋定の魚垣跡

５　比屋定の魚垣跡

　久米島町 （久米島） 比屋定の海岸～潮間帯に所在する。 保存状態はそれほど良好でないが、 干潮時に石積み

の一部を確認することができる。 魚垣の年代は不明だが、 本海域の陸側には近世段階で集落が存在することから、

近世に構築された可能性も想定される。

194－１　遠景 194－２　近景

６　下地島の魚垣跡

　宮古島市伊良部 （下地島） の海岸～潮間帯に所在す

る。 県内でも保存状態の良好な魚垣として貴重であると

ともに、 1979 （昭和 54） 年５月 11 日付けで市の有形民

俗文化財に指定された数少ない事例でもある。

　現在の魚垣は 1950 （昭和 25） 年頃に整備されたと伝

えられ、 全長約 390ｍの石積みが確認されている （沖縄

県文化課 1995、 比嘉 2003、 沖縄県埋文 2009、 沖縄

県立博物館 ・美術館 2015）。 ただ、 下地島及び伊良

部島には近世段階で集落がみられるため、 当該魚垣も

最初の構築年代は近代以前に遡る可能性がある。
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第 141 図　下地島の魚垣跡 （遺跡の位置）

第 140 図　比屋定の魚垣跡 （遺跡の位置）
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図版 197　玉取崎の魚垣跡

図版 196　国仲の魚垣跡

７　国仲の魚垣跡

　宮古島市伊良部 （伊良部島）、 伊良部島と下地島に

挟まれた国仲の海岸～潮間帯に所在し、 干潮時には両

岸から延びる石積みの一部が確認される。 現在のところ

構築年代は判然としないが、 付近には近世段階より国仲

集落が立地していることから、 当該集落と同様に近世ま

で遡る可能性も考えられる。

196－１　遠景１

196－２　遠景２

８　玉取崎の魚垣跡

　石垣市 （石垣島） 伊原間、 玉取崎北側の海岸～潮間

帯に所在する。 保存状態はそれほど良好でないが、 干

潮時に石積みの一部を確認することができる。 魚垣の年

代は不明だが、 1649 （尚質２ ・ 慶安２） 年作成の 『正

保国絵図』によると陸側に集落が記載されているため （琉

球国絵図史料集編集委員会ほか 1992）、 集落と同様に

近世まで遡る可能性もある。

196－３　近景
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第 143 図　玉取崎の魚垣跡 （遺跡の位置）

第 142 図　国仲の魚垣跡 （遺跡の位置）
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図版 199　宮良湾大浜の魚垣跡

図版 198　底地海岸の魚垣跡

９　底地海岸の魚垣跡

　石垣市 （石垣島） 川平の海岸～潮間帯に所在する。

保存状態はそれほど良好でないが、 干潮時に石積みの

一部を確認することができる。 年代は不明だが、1649 （尚

質２ ・ 慶安２） 年作成の 『正保国絵図』 によると周辺に

近世集落が記載されていることから （琉球国絵図史料集

編集委員会ほか 1992）、 魚垣も集落と同様に近世まで

遡る可能性がある。

199－２　調査風景199－１　近景

10　宮良湾大浜の魚垣跡

　石垣市 （石垣島） 大浜、 宮良湾内西側の海岸～潮間帯に所在する。 過去に沖縄県教育委員会が実施した生

産遺跡分布調査でも確認されており （沖縄県文化課 1995）、 海岸から沖合に向けて延びる２本の石積み （東側全

長約 110ｍ、 西側全長約 120ｍ） が残存している （比嘉 2003）。 構築年代は判然としないが、 陸側に近世の集落

が立地することから、 魚垣も集落と同様に近世まで遡る可能性がある。
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第 145 図　宮良湾大浜の魚垣跡 （遺跡の位置）

第 144 図　底地海岸の魚垣跡 （遺跡の位置）
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図版 201　細崎の魚垣跡

図版 200　アカヤ崎の魚垣跡

11　アカヤ崎の魚垣跡

　竹富町小浜 （小浜島）、 アカヤ崎の海岸～潮間帯に

所在する。 残存状態はそれほど良好でないものの、 干

潮時には石積みの一部を確認することができる （矢野 ・

中村ほか 2002、 沖縄県埋文 2009）。 構築年代は判然

としないが、 1649 （尚質２ ・ 慶安２） 年作成の 『正保国

絵図』 （琉球国絵図史料集編集委員会ほか 1992） など

によると、 小浜島には近世の段階で集落が存在すること

から、 魚垣も近世まで遡る可能性はある。

201－２　遠景２201－１　遠景１

12　細崎の魚垣跡

　竹富町小浜 （小浜島）、 細崎南側の海岸～潮間帯に所在する。 過去に沖縄県教育委員会が実施した生産遺跡

分布調査でも把握されているもので、 南風川田於奈良利のおかず採取用達としての魚垣とされる （沖縄県文化課

1995）、 残存状態はそれほど良好でないものの、 干潮時には全長約 1,380ｍと長大な石積みが確認できる （矢野 ・

中村ほか 2002、 比嘉 2003、 沖縄県埋文 2009）。 構築年代は不明だが、 小浜島には近世段階で集落が存在する

ため、 魚垣も集落と同じく近世まで遡る可能性はある。
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第 147 図　細崎の魚垣跡 （遺跡の位置）

第 146 図　アカヤ崎の魚垣跡 （遺跡の位置）
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第 148 図　ビルマ崎の魚垣跡 （遺跡の位置）

図版 202　ビルマ崎の魚垣跡

13　ビルマ崎の魚垣跡

　竹富町小浜 （小浜島） 南側の海岸～潮間帯に所在す

る魚垣で、 1972 （昭和 47） 年８月 30 日付けで町の史

跡に指定されている。 島本海垣 （スーマンダーガキィ）

と呼ばれるこの魚垣は小浜島で最も保存状態が良く、 干

潮時には全長約 1,200ｍに及ぶ石積みが確認できる。

年代は判然としないが、 琉球王府時代に同島出身の女

官が築いたとの由来が伝わる （矢野 ・中村ほか 2002、

沖縄県埋文 2009、 沖縄県立博物館 ・美術館 2015）。

202－１　遠景１

202－３　近景202－２　遠景２
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図版 205　野原崎南付近の魚垣跡

図版 203　ホネラ川河口付近の魚垣跡

図版 204　野原崎西の魚垣跡

14　ホネラ川河口付近の魚垣跡

　竹富町高那 （西表島）　のホネラ川河口付近に３基点

在している。 仲底善章氏の調査によると、 河口東側のも

のは全長約 1,120ｍで複数ある魚垣入口の幅は約 28 ～

70ｍ、 河口に最も近いものは全長約 510ｍで魚垣入口

の幅は約 28ｍ、 河口北側のものは全長約 740ｍで魚垣

入口の幅は約 28ｍとなっている。 名称、 所有者、 構築

年代はいずれも不明である （仲底 2001）。

15　野原崎西の魚垣跡

　竹富町高那 （西表島） の野原崎西側海岸に２基確認

されており、 両者は一対の施設とみられる。 仲底善章氏

の調査によると、 ウ離島近くのものは全長約 250ｍ、 西

表島側のものは全長約 420ｍで魚垣入口は約 150ｍと

なっている。 名称、 所有者、 構築年代はいずれも不明

である （仲底 2001）。

16　野原崎南付近の魚垣跡

　竹富町高那 （西表島） の野原崎東側海岸に２基確認

されている （沖縄県埋文 2009）。 仲底善章氏の調査に

よると、 ウ離島近くのものは全長約 550ｍで魚垣入口約

200ｍ、 さらに南側のものは全長約 175ｍとなっている。

名称はいずれも不明だが、 最後に述べた西表島付近の

魚垣跡は島内で最も小さい例とされる。 また前者の一部

には現在でも所有者がいるようだが、 名称や構築年代に

ついては不明である （仲底 2001）。
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第 150 図　野原崎西の魚垣跡、 野原崎南付近の魚垣跡 （遺跡の位置）

第 149 図　ホネラ川河口付近の魚垣跡 （遺跡の位置）
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図版 207　前良川河口付近の魚垣跡

図版 206　古見赤石崎の魚垣跡

17　古見赤石崎の魚垣跡

　竹富町古見 （西表島）、 後良川河口南側の海岸～潮間帯に所在する。 仲底善章氏の調査によると、 ヌスクカキィ

と呼ばれるこの魚垣はヌスク盛からカサ崎の方向へほぼ南北に延びており、 総延長は約 820ｍを測る。 現在西表島

で実際に使用されている唯一の魚垣であり、 所有者も判明している （仲底 2001）。

206－１　遠景１ 206－２　遠景２

18　前良川河口付近の魚垣跡

　竹富町古見 （西表島） の前良川河口付近に２基確認

されている。 仲底善章氏の調査によると、 河口西側のも

のは約 475ｍで魚垣入口は約 25ｍとなっているが、 河口

東側のものは200ｍ程度石材の散布が認められるものの、

魚垣の跡か自然かは判然としない。 現在も所有者がいる

ようだが、 名称や構築年代については不明である （仲底

2001）。
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第 152 図　前良川河口付近の魚垣跡 （遺跡の位置）

第 151 図　古見赤石崎の魚垣跡 （遺跡の位置）
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第 153 図　内花海岸の石切場跡 （遺跡の位置）

図版 208　内花海岸の石切場跡

19　内花海岸の石切場跡

　伊是名村 （伊是名島） 内花の海岸～潮間帯に所在す

る。 海岸を中心に石材を切り出した方形の痕跡が多数

点在しており、 干潮時には独特の景観をみせる。 主とし

て近代に操業した石切場と想定され、 切り出した石材は

家屋の石柱や石垣などに使用されたと伝わる。

　ちなみに同島には、 本遺跡以外にも２ヶ所の石切場が

あったとされるが、 今回の調査では確認できなかった。

208－１　遠景１

208－３　近景208－２　遠景２
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第 154 図　屋那覇島の石切場跡 （遺跡の位置）

図版 209　屋那覇島の石切場跡

20　屋那覇島の石切場跡

　伊是名村伊是名 （屋那覇島） 北東側の海岸～潮間帯に所在する。 海岸を中心に石材を切り出した方形の痕跡

が多数点在しており、 干潮時には独特の景観をみせる。 本石切場の操業時期については、 1649 （尚質２・慶安２）

年作成の 『正保国絵図』 に屋那覇島が 「人居なし」 と記載されていることから （琉球国絵図史料集編集委員会ほ

か 1992）、 早くても近世後半以降に形成されたものと考えられる。 また切り出した石材も屋那覇島内ではなく、 隣

接する伊是名島が主要な供給地であった可能性は高い。

209－１　近景１ 209－２　近景２
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図版 211　謝敷海岸の石切場跡

図版 210　奥の採石場

21　奥の採石場

　国頭村奥の海岸に所在する石切場である。 本遺跡は

県内に類例の多い石材を方形に切り出す石切場ではな

く、 露出した岩盤から石材を切り出す形を取っている。

操業時期については、 1649 （尚質２ ・ 慶安２） 年作成

の 『正保国絵図』 では周辺に 「おく村」 が記載されて

いるものの （琉球国絵図史料集編集委員会ほか 1992）、

近代以前に遡るのは難しいと考えられる。

22　謝敷海岸の石切場跡

　国頭村謝敷の海岸～潮間帯に所在する。 海岸を中心

に石材を切り出した方形の痕跡が多数点在しており、 干

潮時には独特の景観をみせる。 操業時期は判然としな

いが、 1649 （尚質２ ・ 慶安２） 年作成の 『正保国絵図』

によると、当該地域の周辺に 「さて村」 が確認できる （琉

球国絵図史料集編集委員会ほか 1992）。 このため、 本

遺跡は佐手集落への石材供給地として近世に形成され

た可能性も考えられる。

211－２　近景

211－１　遠景

211－３　調査風景
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第 156 図　謝敷海岸の石切場跡 （遺跡の位置）

第 155 図　奥の採石場 （遺跡の位置）
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第 157 図　喜如嘉海岸の石切場跡 （遺跡の位置）

図版 212　喜如嘉海岸の石切場跡

23　喜如嘉海岸の石切場跡

　大宜味村喜如嘉の海岸～潮間帯に所在し、 1974 （昭

和 49） 年２月 22 日に指定された県の天然記念物 「喜

如嘉板敷海岸の板干瀬」 と立地が重複する。 海岸を中

心に石材を切り出した方形の痕跡が多数点在し、 干潮

時には独特の景観をみせる。 本石切場は、 隣接する喜

如嘉集落との関係から遅くとも近代には操業していたと考

えられる。

212－１　遠景

212－３　近景２ （海中）212－２　近景１
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第 158 図　津波海岸の石切場跡 （遺跡の位置）

図版 213　津波海岸の石切場跡

24　津波海岸の石切場跡

　大宜味村津波の海岸～潮間帯に所在する。 海岸を中

心に石材を切り出した方形の痕跡が多数点在し、 干潮

時には独特の景観をみせる。 本石切場は近代には操業

していたと考えられるが、 1649 （尚質２ ・ 慶安） 年作成

の 『正保国絵図』 で陸側に 「とのきや村」 が確認される

ため （琉球国絵図史料集編集委員会ほか 1992）、 近世

まで遡る可能性もある。

213－１　遠景１

213－３　近景213－２　遠景２
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第 159 図　大堂原の石切場跡 （遺跡の位置）

図版 214　大堂原の石切場跡

25　大堂原の石切場跡

　名護市済井出 （屋我地島）、 大堂原の海岸～潮間帯に所在する。 海岸を中心に石材を切り出した方形の痕跡が

多数確認され、 干潮時には石切場特有の景観をみせる。 操業時期については、 1649 （尚質２ ・ 慶安２） 年作成

の 『正保国絵図』 によると本遺跡の陸側は 「無人居」 とあるが、 対岸には 「運天村」 が描かれているため （琉球

国絵図史料集編集委員会ほか 1992）、 運天村への石材供給地として近代以前から機能していた可能性もある。

214－１　遠景 214－２　近景
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第 160 図　仲尾次伊佐良浜の石切場跡 （遺跡の位置）

図版 215　仲尾次伊佐良浜の石切場跡

26　仲尾次伊佐良浜の石切場跡

　今帰仁村仲尾次、 伊佐良浜 （サーラバマ） の海岸～潮間帯に所在する。 本遺跡は海岸に露出した岩盤から石

材を切り出しているため、 県内で多くみられる一般的な石切場と異なり、 海岸の広範囲に石材を切り出した痕跡は

点在しない。 石材は近隣にある仲尾次集落の井戸や豚小屋などに使用したと伝わる。 操業時期については、 前

述の仲尾次集落が 1649 （尚質２ ・ 慶安） 年作成の 『正保国絵図』 に記載されていないものの （琉球国絵図史料

集編集委員会ほか 1992）、 周辺集落との関係も含めると近世まで遡る可能性は考えられる。

215－１　遠景 215－２　近景
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第 161 図　今泊海岸の石切場跡 （遺跡の位置）
図版 216　今泊海岸の石切場跡

28　瀬底島トラバーチンの石切場跡

　本部町瀬底 （瀬底島） の陸域から海岸～潮間帯に所在し、 「ギッチマの石切場」 とも呼ばれている。 本遺跡は

良質なトラバーチン （瀬底トラバーチン、 マーイサーとも呼称） を目的として、 1929 （昭和４） 年以降に県外の石

材業者によって採掘が開始されたと伝わる。 石材は同町渡久地港の築港に利用されたとのことである。

第 162 図　瀬底島トラバーチンの石切場跡

　　　　　　　（遺跡の位置）

図版 217　瀬底島トラバーチンの石切場跡

27　今泊海岸の石切場跡

　今帰仁村今泊の海岸～潮間帯に所在し、 海岸を中心に石材を切り出した痕跡が確認される。 しかし、 本遺跡で

は一般的な石切場と異なり小型の石材が多数切り出されたとみられる。 操業年代については、 陸側に立地する今

泊集落との関係から近世まで遡る可能性もある。
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第 163 図　水納島北海岸の石切場跡 （遺跡の位置）

図版 218　水納島北海岸の石切場跡

29　水納島北海岸の石切場跡

　本部町水納 （水納島） 北側の海岸～潮間帯に所在す

る。 海岸を中心に石材採掘の痕跡や方形の石材が点在

しており、 干潮時には独特の景観をみせる。 操業時期

については、 同島が 1649 （尚質２ ・ 慶安２） 年作成の

『正保国絵図』 に 「人居なし」 とあるため （琉球国絵図

史料集編集委員会ほか 1992）、 近世前半に遡るのは難

しい。 しかし、 近隣の瀬底島に同時期の集落が存在す

ることから、 同島との関係も考慮する必要があろう。

218－１　遠景

218－３　近景２218－２　近景１
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第 164 図　水納島南海岸の石切場跡 （遺跡の位置）

図版 219　水納島南海岸の石切場跡

30　水納島南海岸の石切場跡

　本部町水納 （水納島） 南側の海岸～潮間帯に所在す

る。 海岸を中心に石材採掘の痕跡や方形の石材が点在

し、 干潮時には独特の景観をみせる。 操業時期は、 同

島が 1649 （尚質２ ・ 慶安２） 年作成の 『正保国絵図』

に 「人居なし」 とあるため （琉球国絵図史料集編集委

員会ほか 1992）、 北海岸の石切場跡と同じく近世後半

以降と想定される。 しかし、 近隣の瀬底島との関係を考

慮するならば、 それ以前に遡る可能性もある。

219－１　遠景

219－３　近景２ （水中）219－２　近景１
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第 165 図　瀬良垣の石切場跡 （遺跡の位置）

図版 220　瀬良垣の石切場跡

31　瀬良垣の石切場跡

　恩納村瀬良垣の海岸～潮間帯に所在する。 海岸を中

心に石材を切り出した方形の痕跡が点在し、 干潮時に

は石切場特有の景観をみせる。 本遺跡の操業時期は現

在のところ不明だが、 1649 （尚質２ ・ 慶安２） 年作成の

『正保国絵図』 をみると、本遺跡の周辺には 「おんな村」

が記載されていることから （琉球国絵図史料集編集委員

会ほか 1992）、 両者は年代や需要及び供給などの点で

密接に関係している可能性もある。

220－１　遠景１

220－３　近景220－２　遠景２
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第 166 図　当袋川河口の石切場跡 （遺跡の位置）

図版 221　当袋川河口の石切場跡

32　当袋川河口の石切場跡

　恩納村恩納、当袋川河口の海岸～潮間帯に所在する。

海岸を中心に石材を切り出した痕跡が確認され、 干潮

時には独特の景観をみせる。 本遺跡の操業年代は判然

としないが、 陸側には近世に位置づけられる恩納古島遺

跡が立地することから、 両者は密接に関係するものと考

えられる。 ちなみに、 本遺跡は他の石切場に比して小

規模であることから、 一時的な需要に応じて短期間利用

された場所の可能性もある。

221－１　遠景

221－３　近景２221－２　近景１
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第 167 図　南恩納の石切場跡 （遺跡の位置）

図版 222　南恩納の石切場跡

33　南恩納の石切場跡 

　恩納村南恩納北勢高の海岸～潮間帯に所在する。 海

岸を中心に石材を切り出した方形の痕跡が残存し、 干

潮時には特有の景観をみせる。 また沖合のギシフ島にも

石切場跡が確認されている （恩納村教委 2012）。 操業

時期については、 陸側の情報が 1649 （尚質２ ・ 慶安２）

年作成の 『正保国絵図』 に記載されておらず （琉球国

絵図史料集編集委員会ほか 1992）、 近世の集落遺跡も

把握されていないため、 近代以前に遡る可能性は低い。

222－１　近景１

222－３　近景３222－２　近景２
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第 168 図　真栄田の石切場跡 （遺跡の位置）

図版 223　真栄田の石切場跡

34　真栄田の石切場跡

　恩納村真栄田の海岸～潮間帯に所在する。 石材を採

掘した方形の痕跡が広範囲に確認され、 切り出す直前

の石材も点在している （沖縄県埋文 2006、 恩納村教委

2012）。 この状況は、 本遺跡が隆起サンゴ礁石灰岩を

基盤とする点にも関係する可能性が高い。 操業年代は、

1649 （尚質２ ・ 慶安２） 年作成の 『正保国絵図』 だと

陸側に集落がみられないため （琉球国絵図史料集編集

委員会ほか 1992）、 近世後半以降と考えられる。

223－１　遠景

223－３　近景２223－２　近景１
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第 169 図　残波の石切場跡 （遺跡の位置）

図版 224　残波の石切場跡

35　残波の石切場跡

　読谷村宇座の海岸～潮間帯に所在する遺跡で、 石材

を切り出した方形の痕跡が広範囲に確認される。 採掘の

対象は前述した真栄田の石切場跡と同じく隆起サンゴ礁

石灰岩で、 本遺跡では 「宇座石」 とも呼ばれる。 大正

末期～昭和初期に操業し、 特に 1929 ・ 30 （昭和４ ・ ５）

年には宇座集落の各家から最低一人は石切りに従事す

るほど盛んだったと伝わる（読谷村史編集委員会 1995）。

切り出した石材は屋敷 ・畜舎 ・墓などに使用された。

224－１　遠景１

224－３　近景224－２　遠景２
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第 170 図　都屋の石切場跡 （遺跡の位置）

図版 225　都屋の石切場跡

36　都屋の石切場跡

　読谷村都屋の海岸～潮間帯に所在する。 海岸を中心に石材を切り出した方形の痕跡が確認されるが、 村内にあ

る他の石切場 （残波の石切場跡、 楚辺の石切場跡） に比して範囲は狭い。 操業年代は判然としないが、 南側に

ある楚辺の石切場跡との関係から、 近代以前に遡る可能性は低いと考えられる。

225－１　遠景 225－２　近景
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第 171 図　楚辺の石切場跡 （遺跡の位置）

図版 226　楚辺の石切場跡

37　楚辺の石切場跡

　読谷村楚辺の海岸～潮間帯に所在する。 石材を採掘

した方形の痕跡が広範囲に確認され、 切り出す直前の

石材も点在している。 聞き取り調査によると、 当該地域

での石切りは 1927 （昭和２） 年から始まり、 1942 （昭和

17 年） 頃に最盛期を迎えた。 その後も 1944 （昭和 19）

年まで存続したが、 兵役召集などで組合の維持が困難

になり、 操業を停止したと伝わる （読谷村史編集委員会

1995）。

226－１　遠景１

226－３　近景226－２　遠景２
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第 172 図　船越原の石切場跡 （遺跡の位置）

図版 227　船越原の石切場跡

38　船越原の石切場跡

　渡嘉敷村 （渡嘉敷島） 阿波連の海岸～潮間帯に所在

する。 本遺跡は県内に類例が多い海岸の石材を方形に

切り出す石切場ではなく、 砂浜に露出した岩盤から石材

を切り出す形を取っており、 一部に採掘された石材も散

布している。 操業時期については、1649（尚質２・慶安２）

年作成の 『正保国絵図』 では本遺跡周辺に集落がみら

れないため （琉球国絵図史料集編集委員会ほか 1992）、

近世後半以降の可能性が高い。

227－１　遠景

227－３　調査風景227－２　近景
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第 173 図　大原の石切場跡 （遺跡の位置）

図版 228　大原の石切場跡

39　大原の石切場跡

　久米島町 （久米島） 大原の海岸～潮間帯に所在する。

過去に沖縄県教育委員会の生産遺跡分布調査でも確認

されており （沖縄県文化課 1995）、 海岸を中心に石材

を切り出した方形の痕跡が点在している。 陸側に集落が

確認されていないため、 本遺跡の操業年代や詳細につ

いては判然としない。 しかし、 後述する北原の石切場跡

と同様に、 具志川間切全体への石材供給地として機能

していた可能性は考えられる。

228－１　遠景

228－３　近景２228－２　近景１
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第 174 図　北原の石切場跡 （遺跡の位置）

図版 229　北原の石切場跡

40　北原の石切場跡

　久米島町 （久米島） 北原長作原の海岸～潮間帯に所

在し、 過去に沖縄県教育委員会の生産遺跡分布調査で

も確認されている （沖縄県文化課 1995）。 「アナガー」

と呼ばれる本遺跡は、 海岸を中心に石材を切り出した方

形の痕跡が広範囲にみられ、 範囲は数百ｍに及ぶ。 ま

た採掘された石材も一部散布している。 聞き取り調査に

よると大正以前からの操業と伝わる （南西諸島水中文化

遺産研究会ほか 2013）。

229－１　遠景

229－３　近景２229－２　近景１

－273－− 273 −



第 175 図　大浦湾の石切場跡 （遺跡の位置）

図版 230　大浦湾の石切場跡

41　大浦湾の石切場跡

　宮古島市平良 （宮古島）、 大浦湾の海岸～潮間帯に

所在する。 海岸を中心に石材を切り出した方形の痕跡

が多数点在し、 干潮時には石切場特有の景観をみせる

（沖縄県埋文 2009）。 操業年代は不明だが、 1649 （尚

質２ ・ 慶安２） 年作成の 『正保国絵図』 によると本遺跡

の周辺に 「嶋尻村」 が確認されることから （琉球国絵図

史料集編集委員会ほか 1992）、 当該集落との関係を考

慮するならば近世前半まで遡る可能性も想定される。

230－１　遠景

230－３　近景２230－２　近景１
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第 176 図　高野海岸の石切場跡 （遺跡の位置）

図版 231　高野海岸の石切場跡

42　高野海岸の石切場跡

　宮古島市平良 （宮古島）、 高野海岸の海岸～潮間帯に所在する。 本遺跡は県内に類例が多い海岸の石材を方

形に切り出すのではなく、 砂浜に露出した岩盤から石材を切り出している。 操業年代については、 1649 （尚質２ ・

慶安２） 年作成の 『正保国絵図』 をみると周辺に集落が確認されないため （琉球国絵図史料集編集委員会ほか

1992）、 近世後半以降に位置づけられる可能性が高い。

231－１　遠景 231－２　近景
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第 177 図　保良マイバの石切場跡 （遺跡の位置）

図版 232　保良マイバの石切場跡

43　保良マイバの石切場跡

　宮古島市城辺 （宮古島） の海岸～潮間帯に所在する。

本遺跡は県内に類例が多い海岸の石材を方形に切り出

す石切場ではなく、 砂浜に露出した岩盤から石材を切り

出す形を取っている。 操業年代については、 1649 （尚

質２ ・ 慶安２） 年作成の 『正保国絵図』 をみると遺跡周

辺に集落が確認されないため （琉球国絵図史料集編集

委員会ほか 1992）、 近世後半以降に位置づけられる可

能性が高い。

232－１　遠景

232－３　近景２232－２　近景１
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図版 234　古見赤石崎スラ所跡

図版 233　波照間島北海岸の石切場跡

44　波照間島北海岸の石切場跡

　竹富町波照間 （波照間島）、 下田原の海岸～潮間帯に所在する。 本遺跡は海岸に露出した岩盤から石材を切り

出しているため、 県内で多くみられる一般的な石切場跡と異なる景観を有する。 今回八重山地域で確認された唯

一の石切場跡だが、操業年代や供給地など不明な点は多い（片桐 2015）。 陸側に立地する下田原城跡（史跡指定）

との関係も判然としない。

233－１　遠景 233－２　近景

45　古見赤石崎スラ所跡

　竹富町古見 （西表島） の海岸に所在する。 本遺跡は、

1649 （尚質２ ・ 慶安２） 年作成の 『正保国絵図』 に記

載された仲間港 （琉球国絵図史料集編集委員会ほか

1992） などに伴うスラ所と考えられ、 付近には近世以降

の陶磁器も散布している。 八重山地域のスラ所は、 本

遺跡を含め西表島に２ヶ所 （もう１ヶ所は船浦スラ所跡）

知られているが、 これは同島が広大な森林を有すること

と無関係ではないと想定される （片桐 2015）。
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第 179 図　古見赤石崎スラ所跡 （遺跡の位置）

第 178 図　波照間島北海岸の石切場跡 （遺跡の位置）

－278－− 278 −



図版 235　伊平屋島尻の古港

図版 236　によは入江

第 180 図　伊平屋島尻の古港

第 181 図　によは入江

第６項　正保国絵図の港

１　伊平屋島尻の古港

　伊平屋村島尻（伊平屋島）に所在し、現在も漁港として利用されている。 海岸に遺物は散布していないが、1649（尚

質２ ・ 慶安２） 年作成の 『正保国絵図』 に描かれた港であり、 硫黄鳥島や後述の 「によは入江」 を結ぶ航路が確

認できる。 しかし、 「船がかりならず」 との記載もみられることから （琉球国絵図史料集編集委員会ほか 1992）、 大

型船舶の入港は困難だった可能性が高い。

２　によは入江

　本部町渡久地に所在し、 現在も利用されている。 海岸に遺物は散布していないが、 1649 （尚質２ ・ 慶安２） 年

作成の 『正保国絵図』 に描かれた港である。 広さは１町 50 間、 深さは５尋で、 伊平屋島 ・伊江島 ・運天港 ・大

湾入江などの航路が確認できるが、 「何風にても船がかり自由ならず」 との記載もみられることから （琉球国絵図史

料集編集委員会ほか 1992）、 当時大型船舶の入港は困難だったと想定される。

　ちなみに、 前節で取り扱った瀬底島沖海底遺跡は本港との関係が想定される遺跡といえよう。
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第 182 図　大湾入江

図版 238　渡嘉敷の古港

図版 237　大湾入江

第 183 図　渡嘉敷の古港

237－１　南岸 （嘉手納町側） を臨む

237－２　採集遺物 （銭貨束、 嘉手納町教育委員会蔵）

３　大湾入江

　読谷村と嘉手納町の間を流れる比謝川河口域に所在

し、 海岸には陶磁器や銭貨などが散布している。 本遺

跡は 1649 （尚質２ ・ 慶安２） 年作成の 『正保国絵図』

に描かれた港で、 によは入江や那覇湊を結ぶ航路が確

認される。 広さ１町 ・ 深さ３尋の港内は 「大船５、 ６艘程

繋がる」 とあるが、「東風・南風・西風の時船がかりならず」

とも記載されており （琉球国絵図史料集編集委員会ほか

1992）、 気象条件に左右されたことが想定される。

４　渡嘉敷の古港

　渡嘉敷村渡嘉敷 （渡嘉敷島） に所在し、 現在も利用されている。 海岸に遺物は散布していないが、 1649 （尚

質２ ・ 慶安２） 年作成の 『正保国絵図』 に描かれた港であり、 那覇湊や阿嘉島を結ぶ航路が確認できる。 しかし、

「船がかりならず」 との記載もみられることから （琉球国絵図史料集編集委員会ほか 1992）、 大型船舶の入港は困

難だったと考えられる。
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第 185 図　阿嘉島の古港

図版 239　座間味の古港

図版 240　阿嘉島の古港

第 184 図　座間味の古港

240－１　遠景

240－２　近景

６　阿嘉島の古港

　座間味村阿嘉 （阿嘉島） に所在する。 海岸に遺物は

散布していないが、1649 （尚質２・慶安２） 年作成の 『正

保国絵図』 に描かれた港であり、 久場島への航路が確

認できる。 しかし、 「船がかりならず」 との記載もみられ

るため （琉球国絵図史料集編集委員会ほか 1992）、 大

形船舶などの入港は困難だったと想定される。

５　座間味の古港

　座間味村阿真 （座間味島）、 現在の阿真ビーチ付近に所在する。 海岸に遺物は散布していないが、 1649 （尚

質２ ・ 慶安２） 年作成の 『正保国絵図』 に描かれた港であり、 渡名喜島への航路が確認できる。 しかし、 「船がか

りならず」 との記載もみられることから （琉球国絵図史料集編集委員会ほか 1992）、 大型船舶の入港は困難だった

と考えられる。
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第 186 図　おな崎の古港

図版 242　大神島の古港

図版 241　おな崎の古港

第 187 図　大神島の古港

241－１　遠景 （おな崎の古港遺物散布地含む）

241－２　遺物散布状況 （中国産青磁）

７　おな崎の古港

　宮古島市平良 （池間島） に所在し、 海岸には陶磁器

が散布している。 1649 （尚質２ ・ 慶安２） 年作成の 『正

保国絵図』 に 「おな崎」 と描かれた港で、 宮古島と大

神島への航路が確認できる （琉球国絵図史料集編集委

員会ほか 1992）。 港の状態に関する記載は特にみられ

ないものの、 海域や航路などから小型船舶の利用が想

定される。

８　大神島の古港

　宮古島市平良 （大神島） に所在する。 1649 （尚質２ ・ 慶安２） 年作成の 『正保国絵図』 に描かれた港で、 宮

古島と池間島を結ぶ航路が確認できる （琉球国絵図史料集編集委員会ほか 1992）。 港の状態に関する記載はみ

られないが、 海域や航路などから大形船舶の入港は困難だった可能性が高い。
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図版 243　狩俣の古港

図版 244　はり水浜の古港

第 188 図　狩俣の古港

第 189 図　はり水浜の古港

９　狩俣の古港

　宮古島市平良 （宮古島） に所在し、現在も漁港として利用されている。 海岸に遺物は散布していないが、1649 （尚

質２ ・ 慶安２） 年作成の 『正保国絵図』 に描かれた港であり、 池間島への航路が確認できる （琉球国絵図史料集

編集委員会ほか 1992）。 港の状態に関する記録はみられないが、 海域や航路などから大型船舶の入港は困難だっ

たと考えられる。

10　はり水浜の古港

　宮古島市平良 （宮古島） に所在し、 現在も利用されている。 海岸に遺物は散布していないが、 1649 （尚質２ ・

慶安２） 年作成の 『正保国絵図』 に 「はり水濱」 と描かれた港であり、 阿嘉島 ・ 下地島 ・ 多良間島 ・ 水納島 ・

石垣島への航路が確認できる。 しかし、 「船がかり不自由」 との記載もみられることから （琉球国絵図史料集編集

委員会ほか 1992）、 大型船舶の入港は困難だった可能性が高い。
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図版 245　前浜の古港、 来間島の古港

図版 246　長山の古港

第 191 図　来間島の古港

第 192 図　長山の古港

第 190 図　前浜の古港

11　前浜の古港、 12　来間島の古港

　宮古島市下地 （11 は宮古島、 12 は来間島） に所在

する。 双方とも海岸に遺物は散布していないが、1649（尚

質２ ・ 慶安２） 年作成の 『正保国絵図』 に描かれた港

であり、 互いを結ぶ航路も確認されている （琉球国絵図

史料集編集委員会ほか 1992）。 港の状態に関する記載

はみられないが、 海域や航路の関係から大型船舶の入

港は困難だったと考えられる。

13　長山の古港

　宮古島市伊良部 （伊良部島） に所在し、現在も利用されている。 海岸に遺物は散布していないが、1649 （尚質２・

慶安２） 年作成の 『正保国絵図』 に描かれた港であり、 宮古島への航路も確認できる。 しかし、 「船がかりならず」

との記載もみられることから （琉球国絵図史料集編集委員会ほか 1992）、 外洋を航海するような大型船舶の入港は

困難だった可能性が高い。

－284－− 284 −



図版 247　水納島の古港

図版 248　多良間島の古港

第 193 図　水納島の古港

第 194 図　多良間島の古港

14　水納島の古港

　多良間村水納 （水納島） 南側の海岸に所在し、 現在も利用されている。 海岸に遺物は散布していないが、 本

港は 1649 （尚質２ ・ 慶安２） 年作成の 『正保国絵図』 に描かれた港であり、 宮古島や石垣島への航路が確認で

きる。 しかし、 「船がかりならず」 との記載もみられることから （琉球国絵図史料集編集委員会ほか 1992）、 例えば

大型船舶などは入港困難であった可能性が高い。

15　多良間島の古港

　多良間村塩川 （多良間島） 前泊の海岸に所在し、 現在も利用されている。 海岸に遺物は散布していないが、

1649（尚質２・慶安）年作成の『正保国絵図』に描かれた港であり、宮古島や石垣島への航路が確認できる。 しかし、

「船がかりならず」 との記載もみられるため （琉球国絵図史料集編集委員会ほか 1992）、 大型船舶の入港できるよ

うな状態ではなかったと考えられる。 ちなみに本海域の西側には、 オランダ商船ファン ・ ボッセ号が 1857 （尚泰

10 ・ 安政４） 年に座礁及び沈没した高田海岸が広がる。
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図版 249　大崎の古港

図版 250　川平港

第 195 図　大崎の古港

第 196 図　川平港

16　大崎の古港

　石垣市平久保半島 （石垣島） の北端に所在する。 海岸に遺物は散布していないものの、 1649 （尚質２・慶安２）

年作成の 『正保国絵図』 に描かれた港であり、同島川平湊と宮古島への航路が確認できる。 しかし、同所には 「船

がかりならず」 とも記載されているため （琉球国絵図史料集編集委員会ほか 1992）、 外洋を航海するような大型船

舶の入港は困難だったと考えられる。

17　川平港

　石垣市川平 （石垣島） の川平湾内に所在する。 海岸に遺物は散布していないが、同所は 1649 （尚質２・慶安２）

年作成の 『正保国絵図』 に 「川平湊」 として描かれた港で、 島内の大崎や御崎泊を結ぶ航路が確認できる。 広

さ 38 間 ・ 深さ 12 尋の港内は 「20 ～ 30 艘程繋がる」 と八重山地域随一の収容数を誇るが、 「西風に船繋ぎ悪し」

とも記載されているため （琉球国絵図史料集編集委員会ほか 1992）、 本港の利用は気象条件により制限される場

合があったと考えられる。
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第 198 図　竹富島の古港

図版 251　御崎泊

図版 252　竹富島の古港

第 197 図　御崎泊

252－１　遠景

252－２　近景

19　竹富島の古港

　竹富町竹富 （竹富島） 北側の海岸に所在し、 現在も

利用されている。 海岸に遺物は散布していないものの、

1649 （尚質２ ・ 慶安２） 年作成の 『正保国絵図』 に描

かれた港であり、 石垣島への航路が確認できる （琉球

国絵図史料集編集委員会ほか 1992）。 ただ、本港は「船

がかりならず」 とも記載されているため、 船舶の入港に

適した場所ではなかったと考えられる。

18　御崎泊

　石垣市新栄町 （石垣島） の海岸に所在し、 現在も利用されている。 海岸に遺物は散布していないが、 1649 （尚

質２ ・ 慶安２） 作成の 『正保国絵図』 に描かれた港であり、 同島川平湊のほか黒島 ・小浜島 ・西表島への航路

が確認できる。 しかし、 港の状態について 「船がかりならず」 と記載されていることから （琉球国絵図史料集編集

委員会ほか 1992）、 大型船舶が入港するような場所ではなかったと考えられる。
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図版 253　小浜島の古港

図版 254　黒島の古港

第 199 図　小浜島の古港

第 200 図　黒島の古港

20　小浜島の古港

　竹富町小浜（小浜島）東側の海岸に所在し、現在も利用されている。 海岸に遺物の散布はみられないが、1649（尚

質２ ・ 慶安２） 年作成の 『正保国絵図』 に記載された港であり、 石垣島 ・黒島 ・西表島への航路も確認できる。

しかし 「船がかりならず」 との記載もみられることから （琉球国絵図史料集編集委員会ほか 1992）、 本港は大型船

舶の入港を想定した場所ではなく、 八重山地域内を結ぶ小規模な港であったと想定される。

21　黒島の古港

　竹富町黒島北側の海岸に所在し、 現在も利用されている。 1649 （尚質２ ・ 慶安２） 年作成の 『正保国絵図』 に

記載された港で、 石垣島 ・竹富島 ・西表島 ・波照間島への航路が確認できる。 しかし、 「船がかりならず」 との

記載もみられるため （琉球国絵図史料集編集委員会ほか 1992）、 本港は八重山地域内の海上交通に用いた小規

模な港と考えられる。 海岸に散布する近世～近代の陶磁器もこれを裏付ける資料といえよう。
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図版 255　上地島の古港

図版 256　下地島の古港

第 201 図　上地島の古港

第 202 図　下地島の古港

22　上地島の古港

　竹富町新城上地島北側の海岸に所在し、 現在も利用されている。 海岸に遺物の散布はみられないが、 本港は

1649 （尚質２ ・ 慶安２） 年作成の 『正保国絵図』 に記載されており、 黒島と下地島に航路が確認できる。 しかし、

「船がかりならず」 とも記載されていることから （琉球国絵図史料集編集委員会ほか 1992）、 本港は外洋を航海する

大型船舶の寄港地ではなく、 八重山地域内の海上交通に利用された小規模な港であったと考えられる。

23　下地島の古港

　竹富町新城下地島北西側の海岸に所在する。 海岸に遺物は散布していないが、 同所は 1649 （尚質２ ・ 慶安２）

年作成の 『正保国絵図』 に記載された港で、 上地島への航路が確認できる。 しかし、 上地島の古港と同じく 「船

がかりならず」 と記載されているため （琉球国絵図史料集編集委員会ほか 1992）、 本港は八重山地域内の海上交

通、 特に上地島との間を結んでいた小規模な港であった可能性が高い。
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図版 257　ニシドマリ

図版 258　外離島の古港

第 203 図　ニシドマリ

第 204 図　外離島の古港

24　ニシドマリ

　竹富町祖納 （西表島） の海岸に所在し、 現在も利用されている。 海岸に遺物の散布はみられないが、 本港は

1649 （尚質２ ・ 慶安） 年作成の 『正保国絵図』 に描かれた港であり、 石垣島 ・与那国島 ・外離島への航路が確

認できる。 しかし 「船がかりならず」 との記載もあることから （琉球国絵図史料集編集委員会ほか 1992）、 同所は

外洋航海用の大型船舶が入港するのではなく、 八重山地域内の海上交通で利用した小規模な港であったと考えら

れる。

25　外離島の古港

　竹富町祖納、 外離島南側の海岸に所在する。 海岸に遺物の散布はみられないものの、 同所は 1649 （尚質２ ・

慶安２）年作成の『正保国絵図』に描かれた港で、前述したニシドマリとの航路が確認できる。 ただ本港も、やはり「船

がかりならず」 と記載されていることから （琉球国絵図史料集編集委員会ほか 1992）、 両港間を結ぶための小規模

な港であったと想定される。
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図版 259　白浜の古港

図版 260　高那の古港

第 205 図　白浜の古港

第 206 図　高那の古港

26　白浜の古港

　竹富町西表 （西表島）、 内離島の対岸に所在し、 現在も利用されている。 海岸に遺物の散布はみられないが、

1649 （尚質２ ・ 慶安２） 年作成の 『正保国絵図』 に記載された港であり、 祖納村との航路が確認できる （琉球国

絵図史料集編集委員会ほか 1992）。 港の状態については判然としないが、 航路の関係から西表島内の海上交通

で利用した小規模な港であったと想定される。

27　高那の古港

　竹富町高那 （西表島） の海岸に所在する。 海岸に遺物の散布はみられないが、 1649 （尚質２ ・ 慶安２） 年作

成の 『正保国絵図』 に記載された港であり、 鳩間島への航路が確認できる （琉球国絵図史料集編集委員会ほか

1992）。 港の状態は不明だが、 海域や航路の関係から大型船舶が入港するような場所ではなく、 八重山地域の海

上交通で利用した小規模な港であった可能性が高い。
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図版 261　古見の古港

図版 262　波照間島の古港

第 207 図　古見の古港

第 208 図　波照間島の古港

28　古見の古港

　竹富町古見 （西表島）、 後良川河口域の海岸に所在し、 海岸に陶磁器の散布がみられる。 同所は 1649 （尚質

２・慶安２） 年作成の 『正保国絵図』 に記載された港であり、 石垣島・小浜島・黒島の航路が確認できる。 しかし、

「船がかりならず」 とも記載されていることから （琉球国絵図史料集編集委員会ほか 1992）、 本港は大型船舶の入

港を想定した場所ではなく、 八重山地域の海上交通で利用した小規模な港であったと考えられる。 付近の海域に

はスラ所跡も確認されている。

29　波照間島の古港

　竹富町波照間 （波照間島） の北側海岸に所在し、 現在も利用されている。 海岸に遺物の散布はみられないが、

本港は 1649 （尚質２・慶安２） 年作成の 『正保国絵図』 に記載されており、 黒島との間を結ぶ航路が確認できる。

しかし、 「船がかりならず」 とも記載されているため （琉球国絵図史料集編集委員会ほか 1992）、 八重山地域にお

ける海上交通で利用された小規模な港であったと想定される。
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図版 263　祖納の古港

図版 264　伊平屋島尻のオランダ墓

第 209 図　祖納の古港

図版 265　當山正堅先生頌徳碑

30　祖納の古港

　与那国町祖納の北側海岸に所在し、 現在も利用されている。 海岸に遺物の散布はみられないものの、 1649 （尚

質２ ・ 慶安２） 年作成の 『正保国絵図』 に記載されており、 西表島との航路が確認できる。 ただ、 本港も 「船が

かりならず」 と記載されていることから （琉球国絵図史料集編集委員会ほか 1992）、 性格としては多数の大型船舶

が寄航するのではなく、 八重山地域での海上交通に利用された小規模港であったと考えられる。

第 7項　関連文化財

１　伊平屋島尻のオランダ墓

　伊平屋村島尻（伊平屋島）に所在する。 「米崎の墓標」

とも称されるこの墓は、 1848 （尚泰元 ・嘉永元） 年に

伊平屋島へ西洋船が到来した際、 死亡した船員を埋葬

した場所と推定される。 ちなみに、 西洋船の記録は琉

球王府の正史『球陽』にみられるが（球陽研究会 1974）、

船員の埋葬については判然としない。

２　當山正堅先生頌徳碑

　国頭村宜名真、 「茅打ちバンタ」 と称される断崖の頂

上に所在する。當山正堅氏は同岸壁の間にある通称「戻

る道」 の開削に貢献した人物で、 本碑はその業績を記

念して設置された。 碑身には崖下の宜名真沖海底遺跡

から引き揚げた石材が用いられているため、 関連文化

財として報告する。

－293－− 293 −



266－１　墓碑 266－２　墓碑後方の埋葬地

図版 266　宜名真のオランダ墓

３　宜名真のオランダ墓

　国頭村宜名真の集落内に所在する。 この墓は 1874 （明治７） 年に宜名真沖で座礁 ・沈没したイギリス商船ベナ

レス号に関わるもので、 正面の碑には事件の顛末が記され、 ブロック塀に囲まれた後方の土地には漂着した船員４

名の遺体が埋葬されている。 またブロック塀の内側には、 ベナレス号の積荷とされる板状石材を縁石として埋め込

んでいるが、 埋葬当時は土の部分も板状石材で覆っていたと伝わる。 本石材は花崗岩製の建築部材だが、 ベナ

レス号には商品及びバラストとして多数積載されていたと考えられる （宮城・片桐ほか 2004、沖縄県埋文 2006、片桐・

宮城ほか2013、南西諸島水中文化遺産研究会2014など）。ちなみに、上述した遺体の埋葬に加えて生存者の救助・

那覇への移送など滞りなく進められた一連の措置に対し、 イギリスから謝礼として贈られた柱時計が戦前の国頭村役

場にあったとされる （国頭村 1967）。
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図版 269　宇嘉の石製品

図版 267　奥の鉄錨

図版 268　奥交流館の石製品

４　奥の鉄錨

　国頭村奥の漁港に所在する。 1874 （明治７） に同村

宜名真沖で座礁 ・沈没したイギリス商船ベナレス号に関

係するもので、 地元では 「ウランダハナグ」 と呼称され

ている。 宜名真沖の海底から引き揚げられた後、 奥湾

に停泊する船の係留具として長く利用されたが、 奥港の

築港に伴い 1981 （昭和 56） 年に撤去され、 現在は当

時の歴史を語るモニュメントとして展示されている （沖縄

県埋文 2006、 片桐 ・宮城ほか 2013）。

５　奥交流館の石製品

　国頭村奥、 奥交流館内の 「奥ヤンバルの里民具資料

館」 敷地に所在する。 1874 （明治７） 年に同村宜名真

沖で座礁 ・沈没したイギリス商船ベナレス号に伴うものと

伝えられ、 かつて宇嘉集落の村墓に使用されていた石

材が、 1996 （平成 11） 年の改修で不要となった後に寄

贈されたものである。 現在は屋外展示品として活用され

ている （南西諸島水中文化遺産研究会 2014）。

６　宇嘉の石製品

　国頭村宇嘉に所在する。 1874 （明治７） 年に同村宜

名真沖で座礁 ・沈没したイギリス商船ベナレス号に伴うと

考えられるもので、 かつて同集落の村墓に使用されてい

たが、 1996 （平成 11） 年の改修で不要となったため、

現在はまとめて放置されている。 なお、 このうちの一枚

が上述のとおり奥ヤンバルの里民具資料館に寄贈され、

現在屋外で展示されている （沖縄県埋文 2006、 南西諸

島水中文化遺産研究会 2014）。
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図版 272　唐人墓の墓碑

図版 270　大小堀川の碇石

図版 271　名護博物館の碇石

７　大小堀川の碇石

　本部町辺名地、 大小堀川の河口域に所在する。 本資

料についての記録や伝承は現在のところ確認されておら

ず、 どのような意図で設置されたものか判然としない。 し

かし、 沖縄産の細粒砂岩と考えられる材質や、 形態的

な特徴が後述する浜集落の碇石 （線刻石柱） や糸満市

教育委員会所蔵の碇石に近似することから、 かつて沖

縄の船舶に搭載された柱状不定形型碇石が、 別の目的

で転用された資料である可能性が高い。

８　名護博物館の碇石

　名護市東江、 名護博物館の敷地内に所在す

る。 以前久米島で工事中に発見された資料とさ

れており、 石材は凝灰質砂岩と考えられる。 法

量は全長約 230 ㎝ ・ 碇軸着装部 （幅×深）

約 25.5×約 0.5 ～１㎝ ・固定溝 （幅×深） 約

8.5×約 0.5 ～１㎝ ・中央部 （幅×厚） 約

33.5×約 26 ㎝、 先端部 （幅×厚） 約 26×

約 17 ㎝で、 固定溝は片側側面のみに確認され

る。 形態は角柱対称型に分類される （高津 ・

橋口ほか 2010）。

９　唐人墓の墓碑

　恩納村仲泊に所在する。 1824 （尚灝 21 ・ 文政７） 年

に中国福建省の商船が海難事故で同海岸に漂着した

際、 生存者は付近住民の看護を受けて回復した後に帰

国し、 死者は当地に手厚く埋葬されたとの記録がある。

この墓を地元では 「唐人墓 （トーンチュバカ）」 と呼び、

本碑は墓前に建立されたもので、 1991 （平成３） 年 12

月５日付けで村の歴史資料に指定されている。

　ちなみに、墓と墓碑は以前別の場所に所在していたが、

墓は戦後の県道工事で破壊されたため、 現在は墓碑の

みが残存している （仲松 1980）。
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図版 275　糸満市教育委員会所蔵の碇石

図版 273　山田メーガーの碇石

図版 274　浜集落の碇石 （線刻石柱）

10　山田メーガーの碇石

　恩納村山田、 山田グスク下方にある井戸 「メーガー」

の井桁に転用されている。 本井戸は付近にある山田集

落の生活用水として戦前まで利用されており、 山田グス

クを築城した護佐丸が使用したとの伝承も残る。 石材は

沖縄で産出しない凝灰質砂岩で、 法量は現長約 170 ㎝

（一部決失） ・ 推定全長約 250 ㎝ ・ 碇軸着装部は磨耗

のため不明・固定溝 （幅×深） ４×1.5 ㎝・中央部 （幅

×厚） 30×22 ㎝・先端部 （幅×厚） 22×18 ㎝を測る。

形態は角柱対称型に分類される （當眞 1996）。

11　浜集落の碇石 （線刻石柱）

　うるま市勝連浜比嘉島の浜集落内に所在し、 民家の入

口付近に設置されている。 「石敢當」 のような機能を有

すると伝わるが、 表面に施された複数の線刻も含め詳細

は判然としない （勝連町教委 1993）。 石材は沖縄産の

砂岩で、 法量は推定全長 113.2 ㎝ （地表部の長さ 57.9

㎝） ・ 碇軸着装部 （幅×深） 10.0 以上×0.8 ㎝、 固

定溝なし・中央部 （幅×厚） 19.6×13.4 ㎝、先端部 （幅

×厚） 14.4×10.0 ㎝を測る （片桐 ・比嘉ほか 2005）。

形態は柱状不定形型と考えられる。

12　糸満市教育委員会所蔵の碇石

　かつては 「石敢當」 として糸満市内の道路脇

に設置されていたが、 道路工事による移転など

を経て現在は同市教育委員会に所蔵されてい

る。 石材は沖縄産の砂岩とみられ、 法量は全

長約 108 ㎝・碇軸装着部 （幅×深） 13×２㎝・

固定溝なし ・中央部 （幅×厚） 20×15 ㎝ ・

先端部 （幅×厚） 18×10 ㎝を測り、 重量は

約 65.3 ㎏を量る。 形態は柱状不定形型に分

類される （當眞 1996）。
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図版 278　野原農民研修所の鉄製品

図版 276　久米島博物館の碇石

図版 277　離島振興総合センターの鉄製品

13　久米島博物館の碇石

　久米島町嘉手苅 （久米島）、 久米島博物館

内に所在する資料で、 宇江城城跡内での伐採

作業中に発見されたものである。 石材は凝灰質

砂岩で、 法量は全長 213 ㎝ ・碇軸着装部 （幅

×深）19×1.0 ㎝・固定溝（幅×深）４×1.0 ㎝・

中央部 （幅×厚） 27×15.5 ㎝ ・ 先端部 （幅

×厚） 20.5×8.5 ㎝を測り、 重量は約 170 ㎏

を量る。 形態は角柱対称型に分類される （當

眞 1996）。

14　離島振興総合センターの鉄製品

　宮古島市平良 （池間島） の離島振興総合センター内

に所在する。 確認された資料は図版 277 に示したような

同サイズ ・同形態の方形鉄製品２点で、 中央には３本の

短線によるシンボルマークが刻まれている。 これと類似

の刻印を持つ金属製品が、 八重干瀬海底遺跡群第１地

点の調査で回収されていることから （沖縄県埋文 2009）、

両資料は 1797 （尚温３ ・ 天明９） 年に座礁 ・沈没した

イギリス軍艦プロビデンス号との密接な関係が窺われる。

15　野原農民研修所の鉄製品

　宮古島市上野 （宮古島）、 野原農民研修所の

敷地内に所在する。 この鉄製品は、 1873 （明

治６） 年に宮国沖で座礁 ・沈没したドイツ商船ロ

ベルトソン号のものと伝わっており （宮城 ・片桐

ほか 2004、 沖縄県埋文 2009）、 海域調査で目

立った遺物が確認されていない当該海難事故の

様相を知るためにも重要な資料であったが、 現

在は盗難により紛失したとのことである。
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図版 281　唐人墓

図版 279　吉野集落の石製品

図版 280　ファン ・ ボッセ号の鉄錨

16　吉野集落の石製品

　宮古島市城辺 （宮古島） の吉野集落内に所在する。

本資料については、 同様の石製品が吉野海岸沖海底

遺跡に多数散布していることから、 1853 （尚泰６・嘉永６）

年に同海域で座礁 ・沈没したイギリス船に由来する石製

品の可能性が高い （沖縄県埋文 2009）。 ちなみに本資

料は、 前述の通り建築部材を主用途としながらバラストの

役割も兼ねて積載されていたと考えられる。

17　ファン ・ ボッセ号の鉄錨

　多良間村塩川 （多良間島）、 多良間村立図書館の敷

地内に所在する。 1857 （尚泰 10、 安政４） 年に同島

の高田海岸沖で座礁・沈没したオランダ商船ファン・ボッ

セ号が使用したと考えられる鉄錨で、 地元では 「オラン

ダカナグー」 と呼称されている （宮城 ・片桐ほか 2004、

沖縄県埋文 2009）。 先述した奥の鉄錨と同じく、 来歴が

明確であり貴重な資料といえる。

18　唐人墓

　石垣市新川 （石垣島） に所在する。 1852 （尚泰５ ・

嘉永５） 年に中国を出航したアメリカ商船ロバートバウン

号内で中国人苦力達が暴動を起こし、 船員殺害後に石

垣島へ上陸した、 いわゆる 「ロバートバウン号事件」 関

連の文化財である。 本墓はアメリカ ・ イギリス両国の追

撃や病気などにより死亡した苦力達の埋葬地で、 当初

は冨里に 「三百唐人の墓 （サンビャクトウヌピトヌハカ）」

と称する石積み墓を築いたが、 現在は残っていない。

また同市立八重山博物館には、 かつて設置された陶製

の墓碑が所蔵され、 2004 （平成 16） 年 12 月 24 日付

けで市指定の有形文化財 （歴史資料） となっている。
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出土地
図・図版
番号

大分類 小分類 部位
口径

（長軸）
器高

（短軸）
底径
（厚さ）

観察事項

宜名真沖海底遺跡
第13図1
図版3-1

中国産
青花

碗
口縁部～
底部

13.5 6.4 6.6
外面に草花文、内底に二重圏線。呉須の発色は不良。全面施釉後に
畳付を釉剥ぎ。徳化窯系か。

宜名真沖海底遺跡
第13図2
図版3-2

中国産
青花

碗 口縁部 13.6 － －
外面に不明文（草花文か）、内底に二重圏線。両面に施釉。徳化窯系
か。

宜名真沖海底遺跡
第13図3
図版3-3

中国産
青花

碗 口縁部 13.6 － －
外面に不明文（草花文か）、内底に二重圏線。両面に施釉。徳化窯系
か。

宜名真沖海底遺跡
第13図4
図版3-4

中国産
青花

碗
口縁部～
底部

14.0 6.0 6.5
外面に不明文（草花文か）、内底に二重圏線＋不明文。全面施釉後
に畳付を釉剥ぎ。徳化窯系か。

宜名真沖海底遺跡
第13図5
図版3-5

中国産
褐釉陶器

壺 口縁部 9.0 － －
両面に褐釉を施釉。口唇部に焼成時の痕跡が残る。内面に成形痕が
残る。福建または広東産か。

宜名真沖海底遺跡
第13図6
図版3-6

中国産
褐釉陶器

壺 底部 － － 7.3
内面～外面腰部に褐釉を施釉。内面に成形痕が残る。福建または広
東産か。

宜名真沖海底遺跡
第14図7
図版4-7

中国産
褐釉陶器

壺 口縁部 36.4 － －
蓋付き壺。両面口縁部以下に褐釉を施釉するが剥落が著しい。内面
に成形痕が残る。福建または広東産か。

宜名真沖海底遺跡
第14図8
図版4-8

中国産
褐釉陶器

壺 底部 － － 28.8 内面～外面底部際に褐釉を施釉。福建または広東産か。

宜名真沖海底遺跡
第14図9
図版4-9

中国産
褐釉陶器

瓶 口縁部 4.2 － － 両面に褐釉を施釉。内面に成形痕が残る。福建または広東産か。

宜名真沖海底遺跡
第14図10
図版4-10

欧州産
陶器

鉢 口縁部 32.7 － － 水磨により表面の状況（文様の有無等）は不明。イギリス産か。

宜名真沖海底遺跡
第14図11
図版4-11

金属製品 角釘 破損 5.9
2.3

（頭部径）
1.2

（軸部径）
青銅製。頭部方形。軸部方形。軸部の途中で屈曲して折れている。重
量100g。

宜名真沖海底遺跡
第14図12
図版4-12

金属製品 船具？ 破損 4.2 2.8 0.8
銅製。三日月状の船具の一部。先端部は残存するが身の途中から欠損してお
り全体形は不明。断面形は隅丸長方形。表面には凹凸がみられる。重量35g。

南浮原島沖海底遺跡
第16図1
図版7-1

中国産
青花

碗 胴部 － － － 外面に不明文、内底に二重圏線。景徳鎮窯か。

南浮原島沖海底遺跡
第16図2
図版7-2

産地不明
磁器

鳥形
装飾品

尾部 － － － 全形・産地とも不明。長崎県内で同様製品（肥前産？）の出土例あり。

南浮原島沖海底遺跡
第16図3
図版7-3

欧州産
陶器

皿 底部 － － 13.8
内面にコバルトで文様を描くが器面の剥落が著しく詳細不明。イギリス
産か。

南浮原島沖海底遺跡
第16図4
図版7-4

ｶﾞﾗｽ製品 瓶 口縁部 8.7 － － 色調：淡緑色。器面：外面筋状、内面平滑。気泡あり。詳細器種不明。

南浮原島沖海底遺跡
第16図5
図版7-5

ｶﾞﾗｽ製品 瓶 底部 － － － 色調：淡緑色。器面：内外面とも平滑。気泡あり。詳細器種不明。

南浮原島沖海底遺跡
第16図6
図版7-6

金属製品 釘 破損 4.0
1.1

（頭部径）
0.5～0.8
（軸部径）

銅製。頭部円形。軸部不正方形。先端部は欠損。重量5g

南浮原島沖海底遺跡
第16図7
図版7-7

金属製品
船具

（ﾎﾞﾙﾄ？）
破損 8.6

5.0
（頭部径）

2.0
（軸部径）

留め具部円形(厚さ7㎜)。軸部円形青銅製。軸の途中で折れているた
め、頭部は残存していない。重量295g。

南浮原島沖海底遺跡
第16図8
図版7-8

金属製品
船具

（ﾎﾞﾙﾄ？）
破損 8.9

5.2
（頭部径）

3.0
（軸部径）

銅（合金？）製。頭部円形(厚さ20㎜)。軸部円形。軸の途中で折れて
いるため、留め具は残存していない。重量560g。

南浮原島沖海底遺跡
第17図9
図版8-9

釘付き
木製品

船具 破損 30.9 13.9 －
板状の木材に弧状の銅板をはめ込んだものに、角材を釘で留めている。銅版
には約12.5cm間隔で釘穴が確認できる。釘が2本残存。重量685g。

南浮原島沖海底遺跡 図版10-10 石材 ﾊﾞﾗｽﾄ？ 完形 11.9 6.6 3.0 素材：砂岩、楕円礫。加工・使用痕なし。重量0.38㎏。

南浮原島沖海底遺跡 図版10-11 石材 ﾊﾞﾗｽﾄ？ 完形 9.5 7.3 4.7 素材：砂岩、楕円礫。加工・使用痕なし。重量0.46㎏。

南浮原島沖海底遺跡 図版10-12 石材 ﾊﾞﾗｽﾄ？ 完形 7.8 7.2 3.3 素材：輝緑岩、円礫。加工・使用痕なし。重量0.38㎏。

南浮原島沖海底遺跡 図版10-13 石材 ﾊﾞﾗｽﾄ？ 完形 6.0 4.3 2.1 素材：角閃石ヒン岩、楕円礫。加工・使用痕なし。重量0.10㎏。

南浮原島沖海底遺跡 図版10-14 石材 ﾊﾞﾗｽﾄ？ 破損 5.1 3.7 1.4 素材：礫岩、楕円礫。加工・使用痕なし。重量0.04㎏。

南浮原島沖海底遺跡 図版10-15 石材 ﾊﾞﾗｽﾄ？ 破損 4.3 4.4 3.5 素材：珪質頁岩、楕円礫。加工・使用痕なし。重量0.06㎏。

南浮原島沖海底遺跡 図版10-16 石材 ﾊﾞﾗｽﾄ？ 破損 8.2 4.7 2.4 素材：砂岩、楕円礫。加工・使用痕なし。重量0.14㎏。

南浮原島沖海底遺跡 図版10-17 石材 ﾊﾞﾗｽﾄ？ 破損 4.8 4.4 2.1 素材：輝緑岩、円礫。加工・使用痕なし。重量0.08㎏。

南浮原島沖海底遺跡 図版10-18 石材 ﾊﾞﾗｽﾄ？ 破損 4.3 3.8 1.4 素材：礫岩、楕円礫。加工・使用痕なし。重量0.04㎏。

南浮原島沖海底遺跡 図版10-19 石材 ﾊﾞﾗｽﾄ？ 破損 2.6 4.2 2.0 素材：ホルンフェルス？、楕円礫。加工・使用痕なし。重量0.04㎏。

南浮原島沖海底遺跡 図版10-20 骨（ｳｼ） 右頸骨 骨体 － － － 表面風化激しく詳細不明。

インディアン・オーク
号の座礁地

第19図1
図版18-1

中国産
青花

碗 底部 － － 6.8 外底に「寿」銘。全面施釉後に畳付を釉剥ぎ。徳化窯系か。

インディアン・オーク
号の座礁地

図版19-2 石製品 不明 破損 13.9 9.4 7.8 素材：斑レイ岩。側面部に凹み（使用痕か）。重量1.64㎏。

インディアン・オーク
号の座礁地

図版19-3 石製品 不明 破損 7.3 5.4 2.5 素材：ホルンフェルス。２面に平坦面あり。重量0.12kg。

インディアン・オーク
号の座礁地

図版19-4 石材 ﾊﾞﾗｽﾄ？ 完形 17.1 7.0 6.1 素材：砂岩。加工・使用痕なし。重量1.08㎏。

インディアン・オーク
号の座礁地

図版19-5 石材 ﾊﾞﾗｽﾄ？ 破損 4.2 3.1 1.6 素材：花崗岩。一面に平滑な磨面あり。重量0.04㎏。

インディアン・オーク
号の座礁地

図版19-6 石材 ﾊﾞﾗｽﾄ？ 破損 3.4 2.7 1.9 素材：花崗岩。一面に平滑な磨面あり。重量0.02㎏。

八重干瀬海底遺跡群
第１地点

第22図1
図版25-1

中国産
青花

碗 口縁部 11.0 － －
外面に山水文？、内面に四方襷文＋瓔珞文。両面に施釉。景徳鎮
窯。

八重干瀬海底遺跡群
第１地点

第22図2
図版25-2

中国産
青花

碗 胴部 － － － 外面に不明文。両面に施釉。景徳鎮窯。

八重干瀬海底遺跡群
第１地点

第22図3
図版25-3

中国産
青花

不明 胴部 － － － 外面に不明文。両面に施釉。景徳鎮窯。

八重干瀬海底遺跡群
第１地点

第22図4
図版25-4

日本産
染付

皿 口縁部 － － － 内面に亀甲繋文。両面に施釉。近代（瀬戸・美濃系）か。

第３表　遺物観察一覧１
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出土地
図・図版
番号

大分類 小分類 部位
口径

（長軸）
器高

（短軸）
底径
（厚さ）

観察事項

八重干瀬海底遺跡群
第１地点

第22図5
図版25-5

中国産
青花

碗 口縁部 － － － 胎土は白色。外面に不明文。両面に施釉。景徳鎮窯。

八重干瀬海底遺跡群
第１地点

第22図6
図版25-6

中国産
青花

皿 底部 － － 12.4 胎土は白色。内面に山水文か。内底から外底際まで施釉。景徳鎮窯。

八重干瀬海底遺跡群
第１地点

第22図7
図版25-7

中国産
青花

瓶 胴部 － － － 胎土は白色。外面に山水楼閣文。両面に施釉。景徳鎮窯。

八重干瀬海底遺跡群
第１地点

第22図8
図版25-8

中国産
青花

蓋 庇 17.8 － －
第22図1に対応。胎土は白色。外面に四方襷文＋瓔珞文。両面に施
釉。景徳鎮窯。

八重干瀬海底遺跡群
第１地点

第22図9
図版25-9

金属製品 船釘 完形 4.0
1.0

（頭部径）
0.5

（軸部径）
頭部円形。軸部不正方形。銅製。完形。重量5g。

八重干瀬海底遺跡群
第１地点

第22図10
図版25-10

金属製品 船釘 完形 4.0
1.0

（頭部径）
0.5

（軸部径）
頭部円形。軸部不正方形。銅製。完形。重量5g。

八重干瀬海底遺跡群
第１地点

第22図11
図版25-11

金属製品 船具 完形 10.0 9.0 －
銅製。十字状金具。中心に直径約26㎜の穴（ボルト用か）があり、突起に約5㎜の穴
（釘穴か）がある。裏面に放射状に3つの点が並ぶマークがある。重量215g。

八重干瀬海底遺跡群
第１地点

第22図12
図版25-12

金属製品 船具 破損 8.0 7.0
1.9

（軸部径）
銅製。Ｕ字状の金具。軸部断面円形。屈曲部の内側に使用によって
生じたと考えられる凹部がみられる。重量340g。

八重干瀬海底遺跡群
第１地点

第23図13
図版26-13

ｶﾞﾗｽ製品 瓶 口縁部 3.6 － －
色調：濃緑色。器面：内外とも筋状。内面口縁部に横位の段あり、外面
口縁部に断面V字状の横位の沈線。ワインボトル。

八重干瀬海底遺跡群
第１地点

第23図14
図版26-14

ｶﾞﾗｽ製品 瓶 底部 － － 8.6
色調：濃緑色。器面：内面平滑だがキック部筋状、外面筋状。気泡あ
り。ワインボトル。

八重干瀬海底遺跡群
第１地点

第23図15
図版26-15

ｶﾞﾗｽ製品 瓶 底部 － － 9.2 色調：濃緑・暗青色。器面：内外面とも筋状。ワインボトル。

八重干瀬海底遺跡群
第１地点

第23図16
図版26-16

ｶﾞﾗｽ製品 瓶 底部 － － （8.4） 色調：濃緑色。器面：内外面とも筋状。ワインボトル。

八重干瀬海底遺跡群
第１地点

第23図17
図版26-17

ｶﾞﾗｽ製品 瓶 底部 － － 7.2 色調：濃緑・暗青色。器面：内外面とも筋状。詳細器種不明。

八重干瀬海底遺跡群
第１地点

第23図18
図版26-18

ｶﾞﾗｽ製品 角瓶 底部 － － 10.0 色調：濃緑色。器面：内外面とも平滑。ジンボトル。

八重干瀬海底遺跡群
第１地点

第23図19
図版26-19

ｶﾞﾗｽ製品 角瓶 底部 － － － 色調：濃緑・暗青色。器面：内外面とも筋状。ジンボトル。

八重干瀬海底遺跡群
第１地点

図版27-20 石材 ﾊﾞﾗｽﾄ？ 完形 5.8 5.3 2.0 素材：角閃石ヒン岩、円礫。加工・使用痕なし。重量0.1㎏。

八重干瀬海底遺跡群
第１地点

図版27-21 石材 ﾊﾞﾗｽﾄ？ 完形 4.7 4.6 2.6 素材：砂岩、円礫。加工・使用痕なし。重量0.06㎏。

八重干瀬海底遺跡群
第１地点

図版27-22 石材 ﾊﾞﾗｽﾄ 完形 5.2 2.9 1.8 素材：砂岩、円礫。加工・使用痕なし。重量0.04㎏。

吉野海岸沖海底遺跡
第25図1
図版31-1

中国産
青磁

碗 胴部 － － － 胎土は灰白色。釉は明オリーブ色。

吉野海岸沖海底遺跡
第25図2
図版31-2

中国産
青花

碗 口縁部 － － － 外反口縁。釉は明緑灰色。両面に圏線。釉は明緑灰色。

吉野海岸沖海底遺跡
第25図3
図版31-3

中国産
褐釉陶器

壺 胴部 － － －
横耳を持つ四耳壺。胎土は浅黄橙色。外面に黒褐色を施釉（内面は
剥落か）、水磨の影響を受ける。胎土は灰色。

吉野海岸沖海底遺跡
第25図4
図版31-4

中国産
褐釉陶器

壺 口縁部 13.8 － －
無頸壺。胎土は灰白色。外面に黒褐色を施釉（内面は剥落か）。水磨
の影響を受ける。胎土は灰白色。

吉野海岸沖海底遺跡 図版31-5 金属製品 銅板 破損 36.2 22.1 0.1
銅製。約5㎝単位で釘（一辺5㎜の角釘）の跡有り。全体に皺が寄る。フ
ナクイムシ防止用で船底に施す銅版か。重量585g。

高田海岸沖海底遺跡
第27図1
図版280

金属製品 錨 完形
286

（ｼｬﾝｸ長）
206

（ｱｰﾑ長）
16～17
（ｼｬﾝｸ厚）

18～19世紀の一般的な西洋船錨。表面は剥落しており、全体を赤錆
が厚く覆っている。重量推定600㎏。

高田海岸沖海底遺跡
第28図2
図版36-1

中国産
褐釉陶器

壺 底部 － － 20.0
胎土は灰黄色。両面に褐薬を施釉後に畳付を釉剥ぎするが両面とも
剥落が著しい。福建・広東系か。

高田海岸沖海底遺跡
第28図3
図版36-2

産地不明
陶器

不明 口縁部 － － － 胎土は灰黄色。両面に白土で文様を描くが詳細不明。欧州産か。

高田海岸沖海底遺跡
第28図4
図版36-3

金属製品 船釘 破損 16.5 10.3 1.6
銅（合金）製。U字状に屈曲する棒状製品。屈曲方向の反対側に凹みが見られ
る。軸部断面形は円形。頭部等が欠損し具体的な用途等は不明。重量280g

高田海岸沖海底遺跡
第28図5
図版36-4

金属製品 銅板 破損 24.9 － － 銅（合金？）製。用途不明。盤状の製品の一部か。重量90g。

高田海岸沖海底遺跡 図版36-5 石材 ﾊﾞﾗｽﾄ 完形 1.6 10.0 5.3 素材：花崗岩。加工・使用痕ともになし。重量1.22㎏。

石西礁湖海底遺跡群
第３地点

第30図1
図版40-1

沖縄産
施釉陶器

碗
口縁部～
底部

14.5 6.8 6.5
胎土は灰白色。両面に白化粧＋透明釉を施釉後、内底と畳付を釉剥
ぎ。畳付に耐火土を塗布。

石西礁湖海底遺跡群
第３地点

第30図2
図版40-2

沖縄産
施釉陶器

碗
口縁部～
底部

13.7 6.7 6.7
胎土は灰白色。両面に白化粧＋透明釉を施釉後、内底と畳付を釉剥
ぎ。畳付に耐火土を塗布。

石西礁湖海底遺跡群
第３地点

第30図3
図版40-3

沖縄産
施釉陶器

碗
口縁部～
底部

12.9 6.0 6.1
胎土は灰白色。両面に白化粧＋透明釉を施釉後、内底と畳付を釉剥
ぎ。畳付に耐火土を塗布。

石西礁湖海底遺跡群
第３地点

第30図4
図版40-4

沖縄産
施釉陶器

皿
口縁部～
底部

13.9 4.0 7.0
胎土は灰白色。両面に白化粧＋透明釉を施釉後、内底と畳付を釉剥
ぎ。畳付に耐火土を塗布。

石西礁湖海底遺跡群
第３地点

第30図5
図版40-5

沖縄産
施釉陶器

蓋 庇～袴 11.0 － － 胎土は橙色。外面に黒釉を施釉。

石西礁湖海底遺跡群
第３地点

第30図6
図版40-6

沖縄産
施釉陶器

壺 底部 － － 8.2
胎土は灰白色。外面に緑釉＋海鼠釉を施釉。外底に耐火土が付着。
大形急須（アンビン）の可能性あり。

石西礁湖海底遺跡群
第３地点

第30図7
図版40-7

沖縄産
無釉陶器

擂鉢
口縁部～
底部

27.5 13.5 10.2
胎土は橙色。鍔上面に沈線２本を巡らし、内面の擂目は密に施す。マ
ンガン釉を施釉か。

石西礁湖海底遺跡群
第３地点

第30図8
図版40-8

沖縄産
無釉陶器

擂鉢
口縁部～
底部

28.0 13.4 10.4 胎土は橙色。鍔上面に沈線を巡らし、内面の擂目は密に施す。

石西礁湖海底遺跡群
第３地点

第30図9
図版40-9

沖縄産
無釉陶器

壺 口縁部 12.2 － － 胎土は橙色。外面に横位沈線＋判を施す。

石西礁湖海底遺跡群
第３地点

第30図10
図版40-10

沖縄産
無釉陶器

壺 胴部 － － －
有耳壺（三耳壺か）。胎土はにぶい橙色。外面に横位沈線を施しマン
ガン釉を施釉か。

湧出海岸陶磁器散布
地

第33図1
図版46-1

中国産
青磁

碗
Ⅵ-1類

口縁部 12.2 － －
直口口縁。胎土は灰白色。外面に幅が狭く弁先の揃わない線刻蓮弁
文。内面に捻花文か。

湧出海岸陶磁器散布
地

第33図2
図版46-2

中国産
青磁

碗
Ⅵ-1類

口縁部 － － －
直口口縁。水磨を受け胎土は白色を帯び、釉は剥落している。
胎土は灰色。外面に幅の狭い弁先の揃う線刻蓮弁文。

湧出海岸陶磁器散布
地

第33図3
図版46-3

中国産
青磁

碗
Ⅵ類

口縁部 10.8 － － 直口口縁。胎土は灰白色。外面口縁下に圏線。
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図・図版
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（長軸）
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観察事項

湧出海岸陶磁器散布
地

第33図4
図版46-4

中国産
青磁

碗
Ⅴ類

口縁部 12.2 － － 直口口縁。胎土は灰白色。内外面無文。

湧出海岸陶磁器散布
地

第33図5
図版46-5

中国産
青磁

碗
Ⅴ類

口縁部 11.0 － － 直口口縁。胎土は灰白色。内外面無文。

湧出海岸陶磁器散布
地

第33図6
図版46-6

中国産
青磁

碗
Ⅵ類

底部 － － 5.1
胎土は灰白色。外底面を蛇の目釉剥ぎ、露胎部は灰白色。見込みに
捻花文＋印花文。

湧出海岸陶磁器散布
地

第33図7
図版46-7

中国産
青磁

碗
Ⅵ類

底部 － － 4.4
胎土は灰白色。外底面を蛇の目釉剥ぎ、露胎部は灰白色。見込みに
捻花文＋字款。

湧出海岸陶磁器散布
地

第33図8
図版46-8

中国産
青磁

碗
Ⅵ類

底部 － － 5.0
水磨を受け胎土は灰白色を帯び、釉は剥落している。胎土は灰白色。外底面
を蛇の目釉剥ぎ、露胎部は灰白色。見込みに捻花文＋印花文。

湧出海岸陶磁器散布
地

第33図9
図版46-9

中国産
青磁

碗
Ⅵ類

底部 － － 6.0
水磨を受け胎土は白色を帯び、釉は赤色を帯び剥落している。
胎土は灰白色。外底面を蛇の目釉剥ぎ。見込みに字款(顧氏)。

湧出海岸陶磁器散布
地

第33図10
図版46-10

中国産
青磁

碗
Ⅵ-1類

底部 － － 4.7
水磨を受け胎土は黄色を帯び、釉は剥落している。胎土は灰白
色。外底面を蛇の目釉剥ぎ。外面に線刻蓮弁文。

湧出海岸陶磁器散布
地

第33図11
図版46-11

中国産
青磁

皿
Ⅵ類

口縁部～
底部

11.4 2.7 5.1 稜花皿。水摩の影響を受ける。胎土は灰白色。

湧出海岸陶磁器散布
地

第33図12
図版46-12

中国産
青磁

皿
Ⅵ類

口縁部 11.0 － －
稜花皿。水摩を受け胎土は灰黄色を帯び、釉は部分的に剥落してい
る。

湧出海岸陶磁器散布
地

第33図13
図版46-13

中国産
青磁

皿
Ⅵ類

口縁部 9.5 － －
稜花皿。水磨を受け胎土は黄色を帯び、内面の釉は剥落してい
る。

湧出海岸陶磁器散布
地

第33図14
図版46-14

中国産
青磁

皿
Ⅵ類

口縁部 10.3 － － 稜花皿。水摩の影響を受ける。胎土は灰白色。

湧出海岸陶磁器散布
地

第33図15
図版46-15

中国産
青磁

皿
Ⅵ類

底部 － － 4.3
稜花皿。水磨を受け胎土は灰黄色を帯び、釉は部分的に剥落してい
る。見込み釉剥ぎ。

湧出海岸陶磁器散布
地

第33図16
図版46-16

中国産
青磁

皿
Ⅴ類？

底部 － － 5.2 全形は不明。水磨の影響を受ける。胎土は灰白色。

湧出海岸陶磁器散布
地

第33図17
図版46-17

中国産
白磁

皿
Ｅ群

底部 － － 5.8 胎土は灰色。釉は灰白色。

湧出海岸陶磁器散布
地

第34図18
図版47-18

中国産
青花

碗
Ｄ群

口縁部 13.2 － －
直口口縁。釉は明緑灰色。胎土は白色。外面に波濤文＋アラベスク
文。

湧出海岸陶磁器散布
地

第34図19
図版47-19

中国産
青花

碗
Ｄ群

口縁部 － － －
直口口縁。釉は明緑灰色。胎土は白色。外面に波濤文＋アラベスク
文。

湧出海岸陶磁器散布
地

第34図20
図版47-20

中国産
青花

皿
Ｂ1群

口縁部～
底部

11.8 2.6 6.8
外反口縁。釉は明緑灰色。胎土は白色。外面は唐草文。内底は玉取
獅子文。

湧出海岸陶磁器散布
地

第34図21
図版47-21

中国産
青花

皿
Ｂ1群？

底部 － － 6.3
水磨の影響を受ける。釉は明緑灰色。胎土は白色。外面は花唐草文
か。内底は十字花文。

湧出海岸陶磁器散布
地

第34図22
図版47-22

中国産
褐釉陶器

壺
５類

底部 － － 12.1 釉は暗オリーブ褐色。水磨の影響を受ける。胎土は灰白色。

水納島沖海底遺跡
第36図1
図版50-1

中国産
褐釉陶器

壺
５類

胴部 － － － 釉は暗オリーブ褐色。水磨の影響を受ける。胎土は灰白色。

水納島沖海底遺跡
第36図2
図版50-2

中国産
褐釉陶器

壺
５類

底部 － － 13.7
釉は暗オリーブ褐色。水磨の影響を受ける。胎土は灰白色。外底に砂
付着。

東奥武海底遺跡
第38図1
図版54-1

中国産
青磁

碗
Ⅴ-1類

口縁部 15.8 － －
稜花碗。水磨を受け胎土は赤色を帯びる。胎土は灰白色。釉は明緑
灰色。内外面に口唇に沿った蓮弁文。

東奥武海底遺跡
第38図2
図版54-2

中国産
青磁

碗
Ⅴ-1類

口縁部 15.2 － －
外反口縁。水磨を受け胎土は赤色を帯び、釉は剥落している。外面に
ヘラ描きの蓮弁文。

東奥武海底遺跡
第38図3
図版54-3

中国産
青磁

碗
Ⅴ-1類

底部 － － 8.6
胎土は灰白色。釉は明緑灰色。外面に無鎬蓮弁文とその上に圏
線。内面胴部に草花文、見込みに印花文か。外底面は釉剥ぎ。

東奥武海底遺跡
第38図4
図版54-4

中国産
青磁

碗
Ⅴ類

口縁部 14.4 － －
外反口縁。水磨を受け釉が劣化している。胎土は灰白色。釉はオリー
ブ灰色。内面にヘラ描きの草花文か。

東奥武海底遺跡
第38図5
図版54-5

中国産
青磁

碗
Ⅴ-0類

口縁部～
底部

15.2 7.5 6.6
外反口縁。水磨を受け釉及び胎土が劣化している。胎土は灰白色。釉は
暗オリーブ灰色。見込みに印花文。外底面蛇の目釉剥ぎ。

東奥武海底遺跡
第38図6
図版54-6

中国産
青磁

碗
Ⅳ-0類

口縁部～
底部

14.8 5.9 6.2
外反口縁。水磨を受け釉の一部が剥落し、釉及び胎土が赤色を帯び
る。畳付及び外底面露胎となるが、一部に釉がかかる。

東奥武海底遺跡
第38図7
図版54-7

中国産
青磁

碗
Ⅳ-0類

口縁部～
底部

15.4 6.2 7.0
外反口縁。胎土は灰白色。釉は暗オリーブ灰色、胴部の一部が露胎。
畳付内面を釉剥ぎ。外底面露胎だが一部に釉がかかる。

東奥武海底遺跡
第38図8
図版54-8

中国産
青磁

碗
Ⅵ-0類

口縁部～
底部

14.4 6.5 5.8
外反口縁。水磨を受け釉や胎土は劣化している。畳付及び高台内側
が外底面露胎。

東奥武海底遺跡
第39図9
図版55-9

中国産
青磁

碗
Ⅴ-0類

口縁部 22.4 － － 外反口縁。胎土は灰白色。釉は暗オリーブ灰色で厚手。

東奥武海底遺跡
第39図10
図版55-10

中国産
青磁

碗
Ⅴ-0類

口縁部 22.0 － － 外反口縁。胎土は灰白色。釉は灰緑色で厚手。

東奥武海底遺跡
第39図11
図版55-11

中国産
青磁

碗
Ⅴ-0類

口縁部 20.6 － －
外反口縁。水磨を受け釉の表面が劣化している。胎土は灰色。釉は灰
オリーブ色で厚手。

東奥武海底遺跡
第39図12
図版55-12

中国産
青磁

碗
Ⅴ-0類

口縁部 19.2 － －
外反口縁。水磨を受け釉の表面が劣化している。胎土は灰白色。釉は
緑灰色で厚手。

東奥武海底遺跡
第39図13
図版55-13

中国産
青磁

碗
Ⅴ-0類

口縁部 18.6 － － 外反口縁。胎土は灰白色。釉は灰緑色で厚手。

東奥武海底遺跡
第39図14
図版55-14

中国産
青磁

碗
Ⅴ-0類

口縁部 15.2 － － 外反口縁。胎土は灰白色。釉は緑灰色で厚手。

東奥武海底遺跡
第39図15
図版55-15

中国産
青磁

碗
Ⅴ-0類

口縁部 15.0 － －
外反口縁。胎土は灰白色。釉は緑灰色で厚手。釉は劣化し表面にア
バタが目立つ。

東奥武海底遺跡
第39図16
図版55-16

中国産
青磁

碗
Ⅵ-0類

口縁部 15.4 － － 外反口縁。胎土は灰色。釉は表面が劣化している。

東奥武海底遺跡
第39図17
図版55-17

中国産
青磁

碗
Ⅵ-0類

口縁部 14.8 － － 外反口縁。胎土及び釉は劣化し、赤褐色を帯びる。

東奥武海底遺跡
第39図18
図版55-18

中国産
青磁

碗
Ⅴ-0類

底部 － － 9.2
水磨を受け胎土は赤色を帯びる。胎土は灰白色。釉は緑灰色で厚手。外底面
蛇の目釉剥ぎ。見込みに印花文。見込みに重ね焼きの跡か。

東奥武海底遺跡
第40図19
図版56-19

中国産
青磁

碗
Ⅴ類

底部 － － 8.4
水磨を受け胎土は赤色を帯び、釉は剥落している。胎土は灰白色。外
底面を蛇の目釉剥ぎ、露胎部は赤褐色。見込みに印花文。

東奥武海底遺跡
第40図20
図版56-20

中国産
青磁

碗
Ⅴ-0類

底部 － － 7.8
水磨を受け釉の一部が剥落している。胎土は灰白色。釉はオリーブ黒
色。外底面蛇の目釉剥ぎ。見込みに印花文。

東奥武海底遺跡
第40図21
図版56-21

中国産
青磁

碗
Ⅴ-0類

底部 － － 7.8
胎土は灰白色。釉は緑灰色で厚い。外底面蛇の目釉剥ぎ。見込みに
印花文。
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出土地
図・図版
番号

大分類 小分類 部位
口径

（長軸）
器高

（短軸）
底径
（厚さ）

観察事項

東奥武海底遺跡
第40図22
図版56-22

中国産
青磁

碗
Ⅳ-0類

底部 － － 7.1
胎土は灰白色。釉は緑灰色で厚い。外底面は露胎。見込みに印花
文。

東奥武海底遺跡
第40図23
図版56-23

中国産
青磁

碗
Ⅳ類

底部 － － 6.3
胎土は灰白色。釉はオリーブ黒色で厚い。高台内面を釉剥ぎ。外底
面は露胎、一部に釉がかかる。見込みに印花文。

東奥武海底遺跡
第40図24
図版56-24

中国産
青磁

碗
Ⅴ-0類

底部 － － 7.2
水磨を受け胎土及び釉は赤色を帯び、釉は剥落している。胎土
は灰白色。見込みは露胎。外底面蛇の目釉剥ぎ。

東奥武海底遺跡
第40図25
図版56-25

中国産
青磁

碗
Ⅳ類

底部 － － 6.0
水磨を受け胎土及び釉は劣化している。胎土は灰白色。釉はオリーブ
灰色で厚い。外底面露胎、畳付けの一部を釉剥ぎ。

東奥武海底遺跡
第40図26
図版56-26

中国産
青磁

碗
Ⅵ-0類

底部 － － 6.0
水磨を受け胎土は黄色を帯び、内面の釉が剥落している。外底
面露胎。見込みに印花文。

東奥武海底遺跡
第40図27
図版56-27

中国産
青磁

碗
Ⅳ類

底部 － － 6.0
水磨を受け胎土は黄色を帯び、内面の釉は赤色を帯びる。胎土は灰白色。釉
はオリーブ灰色。外底面は露胎、高台内面及び外底面の一部に釉がかかる。

東奥武海底遺跡
第41図28
図版57-28

中国産
青磁

碗
Ⅳ類

底部 － － 5.7
胎土は灰色。釉はオリーブ黒色。高台外面下半より露胎。見込みに印
花文。

東奥武海底遺跡
第41図29
図版57-29

中国産
青磁

碗
Ⅳ類

底部 － － 5.6
水磨を受け胎土や釉は劣化し、黄色身を帯びる。胎土は灰色。釉はオ
リーブ灰色、高台外面下半より露胎。見込みに印花文。

東奥武海底遺跡
第41図30
図版57-30

中国産
青磁

碗
Ⅵ-0類

底部 － － 5.3
水磨を受け胎土は釉は劣化し、胎土は黄色を帯び、内面の釉は剥落
している。釉は緑灰色。高台外面下半より露胎。見込みに印花文。

東奥武海底遺跡
第41図31
図版57-31

中国産
青磁

碗
Ⅳ類

底部 － － 5.8
水磨を受け胎土は黄色を帯び、内面の釉が剥落している。角高台で
高台内面、外底面露胎。見込みに圏線と幾何学文か。

東奥武海底遺跡
第41図32
図版57-32

中国産
青磁

皿
Ⅴ-0類

口縁部～
底部

15.0 3.7 8.0
外反口縁胎土。水磨を受け胎土は黄色を帯び、釉の表面が劣化して
いる。釉は厚く緑灰色。外底面蛇の目釉剥ぎ。

東奥武海底遺跡
第41図33
図版57-33

中国産
青磁

皿
Ⅵ類

口縁部～
底部

11.9 3.3 4.5
外反口縁。水磨を受け胎土や釉が劣化し、胎土は黄色を帯びる。釉
は厚く、緑灰色。見込み釉剥ぎ。高台外面下半より露胎。

東奥武海底遺跡
第41図34
図版57-34

中国産
青磁

皿
Ⅳ'-0類

口縁部～
底部

12.4 3.4 6.4
外反口縁。水磨を受け胎土や釉は黄色を帯びる。胎土は灰白色。釉はオリー
ブ灰色。見込み及び畳付を釉剥ぎ。外底面及び高台内面の一部が露胎。

東奥武海底遺跡
第41図35
図版57-35

中国産
青磁

皿
Ⅴ類

底部 － － 5.4
水磨を受け胎土や釉は劣化し、胎土は黄色を帯びる。見込みを釉剥
ぎ。畳付及び外底面を釉剥ぎ。

東奥武海底遺跡
第41図36
図版57-36

中国産
青磁

盤
稜花

口縁部 25.8 － －
胎土は灰白色。釉は明緑灰色。内面倒部に櫛描きの蓮弁文、外面に
幅の広い蓮弁文。

東奥武海底遺跡
第41図37
図版57-37

中国産
青磁

盤
鍔縁

口縁部 28.0 － －
水磨を受け胎土は赤色を帯び、釉は表面が劣化している。胎土は灰
色。釉はオリーブ灰色。内面倒部に蓮弁文。

東奥武海底遺跡
第41図38
図版57-38

中国産
青磁

盤
鍔縁

口縁部 32.0 － － 胎土は灰白色。釉は緑灰色。内面倒部に蓮弁文。

東奥武海底遺跡
第42図39
図版58-39

中国産
青磁

盤
口折

口縁部 － － －
水磨を受け釉の一部が剥落している。胎土は灰色。釉はオリーブ灰
色。内面倒部に幅の広い櫛描きの蓮弁文。

東奥武海底遺跡
第42図40
図版58-40

中国産
青磁

盤
鍔縁

口縁部 － － －
水磨を受け胎土は白色を帯び、釉の一部が剥落している。胎土
は灰色。釉は緑灰色。内面胴部に幅の狭い櫛描きの蓮弁文。

東奥武海底遺跡
第42図41
図版58-41

中国産
青磁

皿
鍔縁

口縁部 － － －
水磨を受け胎土は白色を帯び、釉は剥落している。内面に櫛描
きの蓮弁文。

東奥武海底遺跡
第42図42
図版58-42

中国産
青磁

盤 底部 － － 10.8
胎土は灰白色。釉は明緑灰色。外底面を蛇の目釉剥ぎ。内面胴部に
蓮弁文。見込みに印花文。

東奥武海底遺跡
第42図43
図版58-43

中国産
青磁

盤 底部 － － 12.2
水磨を受け胎土や釉が赤色を帯び、釉の表面は劣化している。胎土は灰色。
釉はオリーブ灰色。見込みはやや盛り上がり、印花文。外底面蛇の目釉剥ぎ。

東奥武海底遺跡
第42図44
図版58-44

中国産
青磁

盤 底部 － － 10.4
胎土は灰色。釉はオリーブ灰色。外底面蛇の目釉剥ぎ。内面胴部に
蓮弁文。見込みに双魚文。

東奥武海底遺跡
第42図45
図版58-45

中国産
青磁

盤 底部 － － 8.2
水磨を受け胎土や釉が赤みを帯びる。胎土は灰色。釉は灰オリーブ
色。見込みはやや盛り上がり、印花文。外底面蛇の目釉剥ぎ。

東奥武海底遺跡
第43図46
図版59-46

中国産
青磁

小碗 底部 － － 4.0 水磨を受け胎土や釉は劣化しており、釉は剥落している。

東奥武海底遺跡
第43図47
図版59-47

中国産
青磁

器台 胴部 － － －
水磨を受け胎土や釉は劣化し、胎土は黄色を帯び、釉は剥落してい
る。胎土は灰色。釉は緑灰色。外面に器形に沿った圏線。

東奥武海底遺跡
第43図48
図版59-48

中国産
青磁

香炉 底部 － － 2.5
水磨を受け胎土は赤色を帯び、釉の一部が剥落している。胎土は灰
色。釉はオリーブ黒色。畳付の外側端部及び外底面を釉剥ぎ。

東奥武海底遺跡
第43図49
図版59-49

中国産
白磁

皿
Ｄ群

口縁部～
底部

9.6 2.4 3.6
内湾口縁。高台に抉りなし。胎土は白色。釉は内面総釉、外面は途中
まで。邵武四都窯で15ｃ。

東奥武海底遺跡
第43図50
図版59-50

中国産
白磁

皿
Ｄ群

底部 － － 3.5 高台に２か所に抉りが入る。水磨による影響を強く受ける。

東奥武海底遺跡
第43図51
図版59-51

中国産
白磁

皿
Ｄ群

口縁部 10.0 － －
内湾口縁。外面途中まで施釉。全体的に劣化し、明赤褐色を帯びる。
邵武四都窯で15ｃ。

東奥武海底遺跡
第43図52
図版59-52

中国産
白磁

皿
Ｄ群

口縁部 10.0 － － 内湾口縁。胎土は劣化し、明赤褐色を帯びる。邵武四都窯で15ｃ。

東奥武海底遺跡
第43図53
図版59-53

中国産
白磁

皿
Ｄ群

口縁部 9.6 － － 内湾口縁。胎土は劣化し、明赤褐色を帯びる。邵武四都窯で15ｃ。

東奥武海底遺跡
第43図54
図版59-54

中国産
白磁

皿
Ｄ群

底部 － － 4.0
高台に抉りなし。胎土は白色で軟質。釉は内面総釉、外面は途中ま
で。邵武四都窯で15ｃ。

東奥武海底遺跡
第43図55
図版59-55

中国産
白磁

皿
Ｄ群

底部 － － 4.1
高台に抉りなく、造り丁寧。胎土は白色。釉は内面総釉、外面途中ま
で。邵武四都窯で15ｃ。

東奥武海底遺跡
第43図56
図版59-56

中国産
白磁

皿
Ｄ群

底部 － － 4.0
高台に抉りなし。胎土は白色で軟質。釉は内面総釉、外面は途中ま
で。邵武四都窯で15ｃ。

東奥武海底遺跡
第43図57
図版59-57

中国産
白磁

皿
Ｄ群

底部 － － 3.8
高台の抉り不明。釉は内底に蛇の目釉剥ぎか、外面は途中まで。邵武
四都窯で15ｃ。

東奥武海底遺跡
第43図58
図版59-58

中国産
白磁

皿
Ｄ群

底部 － － 4.0
高台に抉りなく、造り丁寧。釉は内面総釉、外面は不明。劣化し、赤褐
色を帯びる。

東奥武海底遺跡
第43図59
図版59-59

中国産
白磁

碗
Ｅ群

胴部 － － － 腰部が丸みを帯び張る。内面に削りで蓮弁文。

東奥武海底遺跡
第44図60
図版60-60

中国産
褐釉陶器

壺 口縁部 23.0 － －
口唇部が肥厚しない横耳四耳壺。耳は取れている。釉は水磨による影
響で確認できない。胎土は劣化し、明赤褐色を帯びる。

東奥武海底遺跡
第44図61
図版60-61

ﾀｲ産
褐釉陶器

壺 胴部 － － －
釉は片面に黒褐色。水磨の影響を受ける。胎土は劣化し、明赤褐色を
帯びる。シーサッチャナライ窯。

東奥武海底遺跡
第44図62
図版60-62

中国産
褐釉陶器

壺
３類

胴部 － － －
横耳四耳壺。釉は黒褐色、水磨の影響を受ける。胎土は劣化し、褐色
を帯びる。

東奥武海底遺跡
第44図63
図版60-63

中国産
褐釉陶器

壺
５類

胴部 － － － 釉は水磨による影響で確認できない。胎土は灰白色。
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東奥武海底遺跡
第44図64
図版60-64

ﾀｲ産
褐釉陶器

壺 胴部 － － －
短頸四耳壺。釉は片面に黒褐色、水磨の影響を受ける。胎土は灰色。
シーサッチャナライ窯。

東奥武海底遺跡
第44図65
図版60-65

中国産
褐釉陶器

壺 胴部 － － － 釉は見られない。胎土はにぶい橙色、表面は明青灰色。

東奥武海底遺跡
第44図66
図版60-66

中国産
褐釉陶器

壺 口縁部 18.4 － － 無頸壺。釉薬は剥落。胎土はにぶい橙色。

東奥武海底遺跡
第44図67
図版60-67

沖縄産
無釉陶器

急須 口縁部 4.4 － －
紫泥。内面口縁部から外面に泥釉を施釉。胎土は赤褐色。　外面に
白土？で文様を施すが剥落し詳細不明。

東奥武海底遺跡
第45図68
図版61-68

石器 敲石類 完形 13.0 8.8 5.5
素材：輝緑岩、楕円礫。側面頂部に敲打痕、表裏面に磨面、表裏中
央に敲打による凹み有り。重量1.28㎏。

東奥武海底遺跡
第45図69
図版61-69

石器 凹石 破損 9.3 7.0 5.1
素材：グリーンタフ、楕円礫。片側表面中央部に敲打による凹みあり。
重量0.44㎏。

ナカノ浜海底遺跡
第46図1
図版66-1

中国産
青磁

碗
Ⅰ-4a類

口縁部 17.0 － －
胎土は灰色。釉は緑灰色。内面倒部に二又片刀による区画文及
び雲文。

ナカノ浜海底遺跡
第46図2
図版66-2

中国産
青磁

碗
Ⅰ-4a類

口縁部 16.6 － －
水磨を受け口唇部の釉が一部剥落している。胎土は灰色。釉は
緑灰色。内面胴部に二又片刀による区画文及び雲文。

ナカノ浜海底遺跡
第46図3
図版66-3

中国産
青磁

碗
Ⅰ-4b類

口縁部 13.4 － －
口唇端部に輪花。水磨を受け劣化しており、胎土が劣化している。胎
土は緑灰色。釉は緑灰色。内面に二又片刀による区画文。

ナカノ浜海底遺跡
第46図4
図版66-4

中国産
青磁

碗
Ⅰ-2類

口縁部 14.6 － －
水磨を受け胎土は白色を帯び、釉は一部が剥落している。胎土
は灰色。釉は緑灰色。内面胴部に櫛描き劃花文。

ナカノ浜海底遺跡
第46図5
図版66-5

中国産
青磁

碗
Ⅰ-4d類

口縁部 － － －
水磨を受け釉は剥落している。胎土は灰色。釉は灰緑色。内面
に櫛描きの劃花文。

ナカノ浜海底遺跡
第46図6
図版66-6

中国産
青磁

碗
Ⅰ-2類

口縁部 － － －
水磨を受け胎土は白色を帯び、釉は剥落している。釉は緑灰
色。内面倒部に劃花文。

ナカノ浜海底遺跡
第46図7
図版66-7

中国産
青磁

碗
Ⅰ-4a類

口縁部 14.0 － －
水磨を受け釉の一部が剥落している。胎土は灰色。釉はオリー
ブ灰色。内面口縁下に二又片刀による区画文か。

ナカノ浜海底遺跡
第46図8
図版66-8

中国産
青磁

碗
Ⅰ-2類

底部 － － 5.2
水磨を受け胎土は白色を帯び、釉は剥落している。高台はやや小振り。外面腰部ま
で施釉。高台及び外底面露胎。内面倒部に劃花文、見込みに花文。

ナカノ浜海底遺跡
第46図9
図版66-9

中国産
青磁

碗
Ⅰ-4a類

底部 － － 6.4
水磨を受け胎土は白色となり、釉は剥落している。高台外面下半、畳付、外底面露
胎。露胎部分は赤褐色。見込みに花文、胴部に区画文か。

ナカノ浜海底遺跡
第46図10
図版66-10

中国産
青磁

碗
Ⅰ-2類

底部 － － 6.2
水磨を受け胎土は黄色を帯び、釉は剥落している。釉は暗緑灰
色。畳付を釉剥ぎ、外底面露胎。見込みに花文。

ナカノ浜海底遺跡
第46図11
図版66-11

中国産
青磁

碗
Ⅰ-2類

底部 － － 6.4
水磨を受け胎土は黄色を帯び、釉は剥落している。畳付を釉剥
ぎ、外底面露胎。内面胴部に劃花文、見込みに花文。

ナカノ浜海底遺跡
第47図12
図版67-12

中国産
青磁

碗
Ⅰ-2類

底部 － － 6.2
水磨を受け胎土は白色を帯び、釉の一部が剥落している。釉はオリーブ灰色。高台
外面下半より露胎。見込みに花文、内面倒部に劃花文か。

ナカノ浜海底遺跡
第47図13
図版67-13

中国産
青磁

皿
同安窯系

口縁部～
底部

10.2 2.1 4.5
水磨を受け釉の一部が剥落している。胎土は灰白色。釉はオリーブ灰色。外底面露
胎。見込みににヘラ描きの文様と櫛描によるジグザグの文様。

ナカノ浜海底遺跡
第47図14
図版67-14

中国産
青磁

皿
同安窯系

口縁部～
底部

9.8 2.0 5.4
胎土は灰白色。釉はオリーブ灰色で細かい貫入あり。外底面釉
剥ぎ。見込みに櫛描文。

ナカノ浜海底遺跡
第47図15
図版67-15

中国産
青磁

皿
同安窯系

口縁部～
底部

10.2 2.0 4.4
胎土は灰白色。釉はオリーブ灰色。外底面を釉剥ぎ。見込みに
櫛描文。

ナカノ浜海底遺跡
第47図16
図版67-16

中国産
青磁

皿
同安窯系

口縁部～
底部

10.2 2.0 5.0
胎土は灰白色。釉はオリーブ灰色で貫入あり。見込みにヘラ描きの文
様と櫛描によるジグザグの文様。外面腰部より下半を釉剥ぎ。

ナカノ浜海底遺跡
第47図17
図版67-17

中国産
青磁

皿
同安窯系

口縁部 9.2 － －
胎土は灰色。釉はオリーブ灰色。外底面露胎。櫛描によるジグ
ザグの文様。

ナカノ浜海底遺跡
第47図18
図版67-18

中国産
青磁

皿
同安窯系

底部 － － 4.8
水磨を受け内面の釉の一部が剥落している。胎土は灰白色。釉は緑灰色。外底面釉
剥ぎ。見込みににヘラ描きの文様と櫛描によるジグザグの文様。

ナカノ浜海底遺跡
第47図19
図版67-19

中国産
褐釉陶器

瓶？ 胴部 － － －
釉は片面に暗オリーブ褐色、水磨の影響を受ける。胎土は灰赤
色。13ｃ～14ｃ前半。

ナカノ浜海底遺跡
第47図20
図版67-20

中国産
褐釉陶器

壺 底部 － － 8.8
内底際が凹む。釉は水磨による影響か確認できない。胎土は橙
色。

ナカノ浜海底遺跡
第47図21
図版67-21

陶質土器 火炉 口縁部 14.0 － － 胎土は橙色。外面に白土で横線を巡らすが水磨により剥落。

来間島沖海底遺跡
第49図1
図版70-1

中国産
青磁

碗
Ⅵ-1類

口縁部 15.4 － －
直口口縁。胎土は灰色。釉はオリーブ灰色でガラス質、貫入あり。外
面に幅の広い線刻蓮弁文。

来間島沖海底遺跡
第49図2
図版70-2

中国産
青磁

碗
Ⅵ-1類

口縁部 14.4 － －
直口口縁。水磨を受け胎土や釉が劣化し、釉の一部が剥落している。
外面に弁先の無い線刻蓮弁文。

来間島沖海底遺跡
第49図3
図版70-3

中国産
青磁

碗
Ⅵ-1類

底部 － － 4.6
胎土は灰白色。釉は明緑灰色。外面は蛇の目釉剥ぎ。外面胴部に幅
の狭い線刻蓮弁文。見込みに捻花文。外底面に焼き具が付着。

来間島沖海底遺跡
第49図4
図版70-4

中国産
青磁

碗
Ⅵ-1類

底部 － － 5.0
水磨を受け胎土は白色を帯び、釉の一部が剥落している。釉は
オリーブ色。高台外面下半より露胎。外面に線刻蓮弁文。

来間島沖海底遺跡
第49図5
図版70-5

中国産
青磁

碗
Ⅵ類

底部 － － 4.8
水磨を受け胎土や釉赤色を帯び、釉の表面は劣化している。胎土は
灰色。釉は緑色。高台外面下半より露胎。

来間島沖海底遺跡
第49図6
図版70-6

中国産
青磁

碗
Ⅵ類

底部 － － 5.0
水磨を受け胎土は赤色を帯びており、釉はほとんど剥落している。高
台外面下半より露胎。

来間島沖海底遺跡
第49図7
図版70-7

中国産
青磁

皿
Ⅴ-0類

口縁部～
底部

9.3 3.1 5.2
直口口縁。水磨を受け胎土は黄色を帯び、釉の表面が劣化して
いる。外底面を釉剥ぎ。見込みに字款。

来間島沖海底遺跡
第49図8
図版70-8

中国産
青磁

皿
Ⅴ類

底部 － － 5.2
水磨を受け胎土や釉赤色を帯びる。釉は灰オリーブ色。外底面を釉
剥ぎ。見込みに印花文。

来間島沖海底遺跡
第49図9
図版70-9

中国産
青磁

皿
Ⅵ-0類

口縁部～
底部

11.6 2.8 5.3
稜花皿。胎土は灰色。釉は緑灰色でガラス質、貫入あり。見込みを釉
剥ぎ。高台外側下半より露胎。

来間島沖海底遺跡
第49図10
図版70-10

中国産
青磁

皿
Ⅵ類

底部 － － 4.8
水磨を受け胎土は赤色を帯び、釉はほとんど剥落している。高
台外面下半より露胎。

来間島沖海底遺跡
第49図11
図版70-11

中国産
青磁

香炉 口縁部 9.0 － －
口縁は受け口状。釉は緑色で厚手、内面胴部下半より露胎。外面に２
条の圏線。

来間島沖海底遺跡
第49図12
図版70-12

中国産
青磁

香炉 口縁部 7.4 － －
口縁は受け口状。釉は明緑色で内面胴部下半より露胎。外面に２条
の圏線。

来間島沖海底遺跡
第49図13
図版70-13

中国産
白磁

碗
Ｅ群

口縁部 － － － 端反口縁。釉は白色。胎土は灰白色。

来間島沖海底遺跡
第49図14
図版70-14

中国産
白磁

碗
Ｅ群

底部 － － 4.0 畳付を釉剥ぎ。釉は灰白色。胎土は劣化し、明赤褐色を帯びる。

来間島沖海底遺跡
第49図15
図版70-15

中国産
白磁

皿
Ｅ群

口縁部～
底部

11.8 2.8 6.6 端反口縁。畳付のみ釉剥ぎ。釉は灰白色。胎土は劣化し、褐色を帯びる。
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出土地
図・図版
番号

大分類 小分類 部位
口径

（長軸）
器高

（短軸）
底径
（厚さ）

観察事項

来間島沖海底遺跡
第49図16
図版70-16

中国産
白磁

皿
Ｅ群

口縁部～
底部

7.3 2.5 4.6
端反口縁。畳付のみ釉剥ぎ。釉は灰白色。胎土は劣化し、明赤褐色
を帯びる。

来間島沖海底遺跡
第50図17
図版71-17

中国産
白磁

皿
Ｅ群

底部 － － 12.3 畳付を釉剥ぎ。釉は灰白色。胎土は白色。

来間島沖海底遺跡
第50図18
図版71-18

中国産
白磁

小碗？
Ｅ群

口縁部 8.2 － － 直口口縁。釉は灰白色。胎土は白色。

来間島沖海底遺跡
第50図19
図版71-19

中国産
青花

碗
Ｃ'群

口縁部 14.0 － －
口縁は強く外反。釉は明緑灰色。胎土は劣化により、変色。外面は口唇部と口
縁の屈曲部分に圏線を配し、人物文、内面は口唇部に1条の圏線。

来間島沖海底遺跡
第50図20
図版71-20

中国産
青花

碗
Ｂ群

口縁部 14.2 － －
口縁は強く外反。釉は明緑灰色。胎土は灰白色。外面は口唇部と口
縁の屈曲部分に圏線を配し、草花文、内面は口唇部に1条の圏線。

来間島沖海底遺跡
第50図21
図版71-21

中国産
青花

碗
Ｂ群

底部 － － 6.0
畳付は釉剥ぎ。釉は明緑灰色。胎土は白色で緻密。外面は草花文、
内底は法螺貝文。

来間島沖海底遺跡
第50図22
図版71-22

中国産
青花

碗
Ｃ群

口縁部 13.0 － －
外反口縁。釉、胎土は劣化し、明赤褐色を帯びる。外面は渦文、内面
は口唇部に1条の圏線。

来間島沖海底遺跡
第50図23
図版71-23

中国産
青花

碗
Ｂ群

口縁部 16.2 － － 外反口縁。釉は明緑灰色。胎土は白色。外面は波涛文か。

来間島沖海底遺跡
第50図24
図版71-24

中国産
青花

碗
Ｂ群

底部 － － 5.6
畳付の外面釉剥ぎ、外底は釉掛け。釉は明緑灰色。胎土は劣化し、明赤褐色
を帯びる。外面は草花文、内底は渦文。高台と外底に砂付着。

来間島沖海底遺跡
第50図25
図版71-25

中国産
青花

碗
Ｂ群

底部 － － 5.8
畳付の外面釉剥ぎ、外底は釉掛け。釉は明緑灰色。胎土は劣化し、明赤褐色
を帯びる。外面は宝相華唐草文か、内底は花文。高台と外底に砂付着。

来間島沖海底遺跡
第50図26
図版71-26

中国産
青花

碗
Ｂ群

底部 － － 6.0
畳付の外面釉剥ぎ、外底は釉掛け。釉は明緑灰色。胎土は灰白色。
外面は唐草文、内底は渦文。高台と外底に砂付着。

来間島沖海底遺跡
第50図27
図版71-27

中国産
青花

碗
Ｄ群

底部 － － 6.2
畳付の外面釉剥ぎ、外底は釉掛け。釉は明緑灰色。胎土は灰白色。
外面は草花文か、内底は十字花文か。

来間島沖海底遺跡
第51図28
図版72-28

中国産
青花

碗
Ｄ群

口縁部～
底部

13.0 6.6 5.6
畳付は釉剥ぎ。釉は明緑灰色。胎土は白色。外面は口縁に波涛文、
胴部にアラベスク文、内底は十字花文。

来間島沖海底遺跡
第51図29
図版72-29

中国産
青花

碗
Ｄ群

底部 － － 5.7
畳付は釉剥ぎ。釉は明緑灰色。胎土は劣化し、明赤褐色を帯びる。外
面は胴部にアラベスク文、内底は十字花文。外底に「太平」の銘あり。

来間島沖海底遺跡
第51図30
図版72-30

中国産
青花

碗
Ｄ群

底部 － － 6.4
畳付は釉剥ぎ。釉は明緑灰色。胎土は白色。外面は唐草文に如意頭
繋文、内底は十字花文。外底に「福」の銘あり。

来間島沖海底遺跡
第51図31
図版72-31

中国産
青花

碗
Ｄ群

底部 － － 6.6
畳付は釉剥ぎ。釉は明緑灰色。胎土は白色。外面は草花文、内底は
十字花文。外底に「福」の銘あり。

来間島沖海底遺跡
第51図32
図版72-32

中国産
青花

碗
Ｂ群

底部 － － 6.2
畳付は釉剥ぎ。釉は明緑灰色。胎土は灰白色。外面は草文、内底は
十字花文。

来間島沖海底遺跡
第51図33
図版72-33

中国産
青花

碗
Ｃ群

胴部 － － －
釉は明緑灰色。胎土は劣化し、明赤褐色を帯びる。外面は蕉葉文、内
底は文様あり。

来間島沖海底遺跡
第51図34
図版72-34

中国産
青花

皿
Ｂ1群

口縁部～
底部

9.5 2.4 4.9
外反口縁。釉は明緑灰色。胎土は劣化し、明赤褐色を帯びる。外面は
宝相華唐草文、内底は十字花文。

来間島沖海底遺跡
第51図35
図版72-35

中国産
青花

皿
Ｂ1群

口縁部 12.0 － － 外反口縁。釉、胎土は劣化し、明赤褐色を帯びる。外面は宝相華唐草文。

来間島沖海底遺跡
第52図36
図版73-36

中国産
青花

皿
Ｂ1群

口縁部～
底部

12.3 2.6 6.6
外反口縁。畳付は釉剥ぎ。内底が凹む。釉は明緑灰色。胎土は劣化
し、明褐色を帯びる。外面は宝相華唐草文、内底は梅花文か。

来間島沖海底遺跡
第52図37
図版73-37

中国産
青花

皿
Ｂ1群

口縁部～
底部

14.4 2.5 7.6
外反口縁。内底が若干、凹む。畳付は釉剥ぎ、外底は無釉。釉は明緑灰色。胎土は劣化
し、明赤褐色を帯びる。外面は宝相華唐草文、内底は玉取獅子文。畳付に砂付着。

来間島沖海底遺跡
第52図38
図版73-38

中国産
青花

皿
Ｂ1群

口縁部～
底部

9.8 2.5 6.6
外反口縁。畳付は釉剥ぎ。釉は明緑灰色。胎土は白色。外面は唐草
文、内底は十字花文。

来間島沖海底遺跡
第52図39
図版73-39

中国産
青花

皿
Ｂ1群

底部 － － 7.2
外反口縁。畳付は釉剥ぎ。釉は明緑灰色。胎土は白色。外面は唐草
文、内底は玉取獅子文。

来間島沖海底遺跡
第52図40
図版73-40

中国産
青花

皿
Ｂ1群

口縁部 12.2 － －
外反口縁。釉は明緑灰色。胎土は劣化し、明赤褐色を帯びる。外面は
宝相華唐草文。

来間島沖海底遺跡
第52図41
図版73-41

中国産
青花

皿
Ｂ1群

口縁部 16.0 － －
外反口縁。釉は明緑灰色。胎土は劣化し、明赤褐色を帯びる。外面は
宝相華唐草文か。

来間島沖海底遺跡
第52図42
図版73-42

中国産
青花

皿
Ｂ1群

底部 － － 7.0
畳付は釉剥ぎ。内底が一部、凹む。釉は明緑灰色。胎土は劣化し、明
赤褐色を帯びる。内底は玉取獅子文。

来間島沖海底遺跡
第52図43
図版73-43

中国産
青花

皿
Ｂ1群

底部 － － 6.8
畳付は釉剥ぎ。釉は明緑灰色。胎土は劣化し、明赤褐色を帯びる。内
底は玉取獅子文。

来間島沖海底遺跡
第52図44
図版73-44

中国産
青花

皿
Ｂ群

底部 － － 5.0
畳付は釉剥ぎ。内底は凹む。釉は明緑灰色。胎土は灰白色。内底に
十字花文。

来間島沖海底遺跡
第52図45
図版73-45

中国産
青花

碗
Ｃ群

底部 － － 6.2
畳付は釉剥ぎ。内底は凹む。釉は明緑灰色。胎土は劣化し、明赤褐
色を帯びる。外底に銘あり。

来間島沖海底遺跡
第52図46
図版73-46

中国産
青花

皿
Ｂ群

口縁部～
底部

12.4 2.5 7.0
外反口縁。畳付は釉剥ぎ。釉は明緑灰色。胎土は劣化し、明赤褐色
を帯びる。内底は文様あり。

来間島沖海底遺跡
第52図47
図版73-47

中国産
青花

小碗 底部 － － －
釉は明緑灰色。胎土は白色。外面は胴部に如意頭繋文、内底は花鳥
文。15ｃ末～16ｃ中葉。

来間島沖海底遺跡
第52図48
図版73-48

中国産
褐釉陶器

壺
５類

口縁部 18.6 － －
釉は暗オリーブ褐色、水磨の影響を受ける。胎土は灰白色。口唇部に
目跡あり。

八重干瀬海底遺跡群
第２地点

第54図1
図版77-1

沖縄産
施釉陶器

碗
口縁部～
底部

12.7 6.1 6.4
胎土は灰白色。両面に白化粧＋透明釉を施釉後、畳付を釉剥ぎ。内
底に耐火土が付着。畳付に耐火土を塗布。

八重干瀬海底遺跡群
第２地点

第54図2
図版77-2

沖縄産
施釉陶器

碗 底部 － － 6.0
胎土は灰白色。両面に白化粧＋透明釉を施釉後、畳付を釉剥ぎ。内
底に耐火土が付着。畳付に耐火土を塗布。

八重干瀬海底遺跡群
第２地点

第54図3
図版77-3

沖縄産
無釉陶器

壺 口縁部 13.2 － － 胎土は橙色。外面はにぶい赤褐色。

八重干瀬海底遺跡群
第２地点

第54図4
図版77-4

沖縄産
無釉陶器

甕 口縁部 57.6 － －
胎土は橙色。外面はにぶい赤褐色。外面に横位沈線を数条巡らせ
る。

八重干瀬海底遺跡群
第２地点

第54図5
図版77-5

沖縄産
無釉陶器

甕 口縁部 38.9 － － 胎土は橙色。外面に横位沈線を数条巡らせマンガン釉を施釉。

八重干瀬海底遺跡群
第２地点

第54図6
図版77-6

沖縄産
無釉陶器

甕 口縁部 44.6 － － 胎土は橙色。内面口縁部から外面にマンガン釉を施釉。

八重干瀬海底遺跡群
第２地点

第54図7
図版77-7

沖縄産
無釉陶器

甕 口縁部 21.6 － －
胎土は橙色。外面に横位沈線数条と波状文を施しマンガン釉を施釉
するが剥落が著しい。

八重干瀬海底遺跡群
第２地点

第54図8
図版77-8

沖縄産
無釉陶器

壺 底部 － － 12.4 胎土は橙色。外面に一部褐灰色の部分あり。

八重干瀬海底遺跡群
第２地点

第54図9
図版77-9

沖縄産
無釉陶器

壺 底部 － － 17.0 胎土は橙色。外面は褐灰色。
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出土地
図・図版
番号

大分類 小分類 部位
口径

（長軸）
器高

（短軸）
底径
（厚さ）

観察事項

八重干瀬海底遺跡群
第２地点

第55図10
図版78-10

沖縄産
無釉陶器

擂鉢 胴部 － － － 胎土は橙色。内面に擂目を密に施す。外面にマンガン釉を施釉か。

八重干瀬海底遺跡群
第２地点

第55図11
図版78-11

沖縄産
無釉陶器

擂鉢 胴部 － － － 胎土は橙色。内面に擂目を密に施す。

八重干瀬海底遺跡群
第２地点

第55図12
図版78-12

明朝系瓦 丸瓦 玉縁部 － － － 胎土は橙色。水磨の影響を受け表面に石灰分？が付着。

八重干瀬海底遺跡群
第３地点

第57図1
図版81-1

沖縄産
施釉陶器

碗 底部 － － 6.5
胎土は灰白色。両面に白化粧＋透明釉を施釉後、内底と畳付を釉剥
ぎ。内底に耐火土が付着。畳付に耐火土を塗布。

八重干瀬海底遺跡群
第３地点

第57図2
図版81-2

沖縄産
施釉陶器

小碗 底部 － － 4.0
胎土は灰白色。両面に白化粧＋透明釉を施釉後、内底と畳付を釉剥
ぎ。畳付に耐火土を塗布。

八重干瀬海底遺跡群
第３地点

第57図3
図版81-3

沖縄産
施釉陶器

壺 底部 － － 11.2 胎土は灰白色。外面に黒釉、内面に灰釉？を施釉。

八重干瀬海底遺跡群
第３地点

第57図4
図版81-4

沖縄産
無釉陶器

壺 口縁部 16.6 － － 胎土は橙色。外面に横位沈線２条を巡らしマンガン釉を施釉する。

八重干瀬海底遺跡群
第３地点

第57図5
図版81-5

沖縄産
無釉陶器

壺 底部 － － 20.4 胎土は橙色。外面にマンガン釉を施釉か。

八重干瀬海底遺跡群
第３地点

第57図6
図版81-6

沖縄産
無釉陶器

甕 口縁部 40.8 － －
胎土は橙色。外面に横位沈線数条＋波状文数条＋貼付丸文を施し
マンガン釉を施釉する。

八重干瀬海底遺跡群
第３地点

第57図7
図版81-7

沖縄産
無釉陶器

擂鉢 底部 － － 11.2 胎土は橙色。内面に擂目を密に施す。

名蔵シタダル遺跡
第60図1
図版88-1

中国産
青磁

碗
Ⅴ-3類

口縁部 15.0 － －
直口口縁。水磨により胎土や釉は劣化している。外面口縁下に雷文、
胴部に蓮弁文か。

名蔵シタダル遺跡
第60図2
図版88-2

中国産
青磁

碗
Ⅴ-2類

口縁部 － － －
高台あり。胎土は灰白色。釉は明緑灰色。外底面蛇の目釉剥ぎ。外面
に無鎬蓮弁文、見込みに陽刻の花卉文、内面胴部に唐草文。

名蔵シタダル遺跡
第60図3
図版88-3

中国産
青磁

盤 口縁部 － － － 口折口縁。胎土は灰白色。釉は明緑灰色。内面胴部に草花文。

名蔵シタダル遺跡
第60図4
図版88-4

中国産
青磁

碗
Ⅴ-2類

底部 － － 6.0
直口口縁。胎土は灰白色。釉は明緑灰色。外底面蛇の目釉剥ぎ。外
面にラマ式蓮弁文、見込みに印花文。

名蔵シタダル遺跡
第60図5
図版88-5

中国産
青磁

碗
Ⅵ類

底部 － － 6.0
直口口縁。胎土は灰白色。釉は明緑灰色。外底面蛇の目釉剥ぎ。見
込みに印花文。

名蔵シタダル遺跡
第60図6
図版88-6

中国産
青磁

皿
Ⅵ類

口縁部 － － －
水磨を受け胎土及び釉は劣化している。胎土は灰色。釉は緑灰色。
見込みを蛇の目釉剥ぎ。畳付及び外底面露胎。

名蔵シタダル遺跡
第60図7
図版88-7

中国産
青磁

皿
Ⅵ類

底部 － － 4.6
腰折皿。水磨により胎土や釉は劣化している。胎土は浅黄橙色。高台
外面まで施釉。見込みに印花文。

名蔵シタダル遺跡
第60図8
図版88-8

中国産
青磁

皿
Ⅴ類

口縁部 － － －
腰折皿。水磨により胎土や釉は劣化している。胎土は灰白色。外底面
蛇の目釉剥ぎ。内面倒部に草文、見込みに印花文。

名蔵シタダル遺跡
第60図9
図版88-9

中国産
白磁

皿
Ｄ群

口縁部～
底部

8.2 1.7 3.6
高台に抉りなし。胎土は灰白色で軟質。釉は内面総釉、外面は途中ま
で。邵武四都窯で15ｃ。

名蔵シタダル遺跡
第60図10
図版88-10

中国産
白磁

皿
Ｄ群

口縁部～
底部

8.5 1.9 3.8
高台4ヵ所に抉りあり。胎土は灰白色で軟質。釉は両面総釉、内底に
目跡が4ヶ所残る。邵武四都窯で15ｃ。

名蔵シタダル遺跡
第60図11
図版88-11

中国産
白磁

皿
Ｄ群

口縁部～
底部

7.8 1.8 4.0
高台4ヵ所に抉りあり。胎土は灰白色で軟質。釉は両面総釉、内底に
目跡が4ヶ所残る。邵武四都窯で15ｃ。

名蔵シタダル遺跡
第60図12
図版88-12

中国産
青花

皿
Ｂ群？

底部 － － 14.3
明緑灰色の釉薬を全面施釉後に畳付を釉剥ぎ。胎土は灰白色。内底
の文様は不明。

名蔵シタダル遺跡
第60図13
図版88-13

中国産
青花

碗
Ｂ群

胴部 － － － 釉は明緑灰色。胎土は灰白色。外面に渦花文か。

名蔵シタダル遺跡
第61図14
図版89-14

中国産
褐釉陶器

壺
５類

口縁部 16.0 － － 胎土は灰赤色。両面に褐釉を施釉するが水磨のため剥落が著しい。

名蔵シタダル遺跡
第61図15
図版89-15

ﾀｲ産
褐釉陶器

壺 胴部 － － －
胎土は赤褐色。両面に褐釉を施釉するが水磨のため剥落が著しい。
シーサッチャナライ窯。

名蔵海岸
第62図1
図版90-1

中国産
青磁

碗
Ⅴ-2類

口縁部 14.0 － －
直口口縁。水磨により一部の釉が剥落している。外面口縁下に雷文、
胴部に蓮弁文か。

名蔵海岸
第62図2
図版90-2

中国産
青磁

碗
Ⅴ類

底部 － － 7.2 胎土は灰白色。釉は緑灰色。外底面蛇の目釉剥ぎ。

名蔵海岸
第62図3
図版90-3

中国産
青磁

碗
Ⅴ類

底部 － － 5.8
胎土は灰色。釉は暗緑灰色。水磨を受け釉の表面にあばたが目立
ち、一部が剥落している。外底面蛇の目釉剥ぎ。見込みに印花文。

名蔵海岸
第62図4
図版90-4

中国産
青磁

碗
Ⅵ類

底部 － － 5.6
水磨を受け胎土や釉は赤みを帯び、釉の一部が剥落している。胎土
は灰色。高台外面下半より露胎。外底面の一部に釉がかかる。

名蔵海岸
第62図5
図版90-5

中国産
青磁

皿
Ⅵ-0類

口縁部 13.4 － －
稜花皿。水磨を受け胎土は赤色を帯び、釉が剥落している。内面倒部
に草花文。

名蔵海岸
第62図6
図版90-6

中国産
青磁

皿
Ⅴ類

底部 － － 8.4
腰折皿。水磨により胎土や釉が赤みを帯びる。胎土は灰白色。外底面
蛇の目釉剥ぎ。内面倒部に草文、見込みに印花文。

名蔵海岸
第62図7
図版90-7

中国産
青磁

皿
Ⅳ類

底部 － － 8.2
水磨を受け胎土は赤褐色を帯び、釉はほとんど剥落している。畳付及
び外底面露胎。見込みに印花文。

名蔵海岸
第62図8
図版90-8

中国産
青磁

皿
Ⅵ類

底部 － － 5.4
水磨を受け胎土は黄色を帯び、釉の一部が剥落している。胎土は灰
色。釉は緑灰色。見込みを蛇の目釉剥ぎ。畳付及び外底面露胎。

名蔵海岸
第62図9
図版90-9

中国産
青磁

盤
口折

口縁部 27.0 － － 口折口縁。胎土は灰白色。釉は明緑灰色。内面胴部に草花文。

名蔵海岸
第62図10
図版90-10

中国産
青磁

盤 底部 － － 12.4
胎土は灰白色。釉は明緑灰色。外底面蛇の目釉剥ぎ。外面に無鎬蓮弁文、見
込みに陽刻の花卉文、内面胴部に唐草文。畳付け及び外底面に砂が付着。

名蔵海岸
第63図11
図版91-11

中国産
白磁

碗
Ｃ2群

口縁部 15.0 － － 内湾口縁。釉、胎土は灰色。ビロースクタイプⅡ。

名蔵海岸
第63図12
図版91-12

中国産
青花

碗
Ｂ群

胴部 － － － 釉は明緑灰色。胎土は劣化し、明赤褐色を帯びる。胴部に蓮弁文。

名蔵海岸
第63図13
図版91-13

中国産
青花

碗
Ｂ群

底部 － － 6.6 釉は明緑灰色。胎土は灰白色。内底は梅花文か。

名蔵海岸
第63図14
図版91-14

中国産
褐釉陶器

壺 口縁部 23.8 － －
釉は両面に黒褐色、水磨の影響を受ける。胎土は劣化し、所々で色が
変化。

名蔵海岸
第63図15
図版91-15

中国産
褐釉陶器

壺
５類

底部 － － 12.4 釉は両面に黒褐色、水磨の影響を受ける。胎土は赤灰色。底部に砂付着。

名蔵海岸
第63図16
図版91-16

中国産
褐釉陶器

壺
４類

底部 － － 9.4
丸みを帯びた口唇部。釉は暗オリーブ褐色、水磨の影響を受ける。胎
土は灰色。

石西礁湖海底遺跡群
第１地点

第65図1
図版95-1

中国産
青花

皿
口縁部～
底部

15.1 3.3 7.9
釉は明緑灰色。胎土は白色。外面に霊芝文、外底に「和美」銘、内面
に「志在書中」図。徳化窯系。
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石西礁湖海底遺跡群
第１地点

第65図2
図版95-2

中国産
青花

皿 底部 － － 8.0 釉は明緑灰色。胎土は白色。内面に仙芝祝寿文。徳化窯系。

石西礁湖海底遺跡群
第１地点

第65図3
図版95-3

沖縄産
施釉陶器

碗
口縁部～
底部

13.0 5.8 5.8 胎土は灰白色。内面胴部から外面胴部まで灰釉を施釉。

石西礁湖海底遺跡群
第１地点

第65図4
図版95-4

沖縄産
施釉陶器

碗 底部 － － 5.6 胎土は灰白色。内面胴部から外面胴部まで灰釉を施釉。

石西礁湖海底遺跡群
第１地点

第65図5
図版95-5

沖縄産
施釉陶器

碗 底部 － － 5.7
胎土は灰白色。内面に灰釉、外面に褐釉を施釉後、内底蛇の目釉剥
ぎ。外面下半は露胎。内底に鉄絵で丸文を描く。

石西礁湖海底遺跡群
第１地点

第65図6
図版95-6

沖縄産
施釉陶器

小碗 底部 － － 3.9
胎土は灰白色。内面に白化粧＋透明釉、外面に褐釉を施釉後、内底
と畳付を釉剥ぎ。露胎部に耐火土が付着。

石西礁湖海底遺跡群
第１地点

第65図7
図版95-7

沖縄産
施釉陶器

小碗 底部 － － 3.6
胎土は灰白色。両面に白化粧＋透明釉を施釉後、畳付を釉剥ぎ。畳
付に耐火土を塗布。

石西礁湖海底遺跡群
第１地点

第65図8
図版95-8

沖縄産
施釉陶器

皿
口縁部～
底部

13.2 3.8 7.6
輪花口縁で口錆。胎土は灰白色。両面に透明釉を施釉後、内底と畳
付を釉剥ぎ。内面に線彫りと呉須で施文。

石西礁湖海底遺跡群
第１地点

第65図9
図版95-9

沖縄産
施釉陶器

鉢 口縁部 26.2 － －
胎土は灰白色。内面口縁部から外面に褐釉を施釉。外面に丸文を複
数貼付。

石西礁湖海底遺跡群
第１地点

第65図10
図版95-10

沖縄産
施釉陶器

急須 口縁部 6.2 － － 胎土は灰白色。外面に緑釉と褐釉を流し掛け。

石西礁湖海底遺跡群
第１地点

第66図11
図版96-11

沖縄産
無釉陶器

壺 口縁部 15.3 － － 胎土は橙色。外面は一部灰赤色。表面に石灰分？が付着。

石西礁湖海底遺跡群
第１地点

第66図12
図版96-12

沖縄産
無釉陶器

壺 口縁部 14.0 － － 胎土は橙色。外面は一部灰赤色。表面に石灰分？が付着。

石西礁湖海底遺跡群
第１地点

第66図13
図版96-13

沖縄産
無釉陶器

壺 胴部 － － －
胎土は橙色。外面は一部灰赤色。外面に横位沈線数条を巡らす。表
面に石灰分？が付着。

石西礁湖海底遺跡群
第１地点

第66図14
図版96-14

沖縄産
無釉陶器

壺 底部 － － 17.4 胎土は橙色。器面は大半が灰赤色。

石西礁湖海底遺跡群
第１地点

第66図15
図版96-15

沖縄産
無釉陶器

甕 口縁部 38.0 － －
胎土は橙色。外面は一部灰赤色。外面に横位沈線数条を巡らし丸文
を貼付。表面に石灰分？が付着。

瀬底島沖海底遺跡
第68図1

図版102-1
中国産

褐釉陶器
壺 胴部 － － －

胎土はにぶい黄橙色。水磨の影響により釉薬は剥落。外面にタタキ成
形痕が残る。

瀬底島沖海底遺跡
第68図2

図版102-2
沖縄産

無釉陶器
壺 胴部 － － －

胎土は橙色。外面は灰褐色。外面に横位沈線を数条巡らせマンガン
釉を施釉。

瀬底島沖海底遺跡
第68図3

図版102-3
沖縄産

無釉陶器
壺 胴部 － － － 胎土は橙色。外面は灰褐色。外面にマンガン釉を施釉。

瀬底島沖海底遺跡
第68図4

図版102-4
石製品 硯 完形 9.07 4.16 1.08

石材：赤色頁岩。使用痕跡弱。硯背に「赤間関」銘。近世後期の赤間
硯。重量0.08㎏。

瀬底島沖海底遺跡
第68図5

図版102-5
石製品 碇石 完形 75.6 － －

角柱定形型。素材：安山岩。碇軸着装部（幅×深）11.5×1.2㎝。中央部（幅×厚）17.5×14
㎝、左側先端部（幅×厚）16.4×12.5㎝、右側先端部（幅×厚）15.3×14.4㎝、重量29㎏。

奥川河口遺物散布地
第70図1

図版106-1
中国産
青磁

皿
Ⅴ類

口縁部 12.0 － － 外反口縁。胎土は灰白色。釉は明緑灰色。

奥川河口遺物散布地
第70図2

図版106-2
中国産
青花

碗 口縁部 13.2 － －
釉は明緑灰色。胎土は灰白色。外面に草花文、内底に圏線。徳化窯
系。

奥川河口遺物散布地
第70図3

図版106-3
日本産
染付

碗 胴部 － － －
外反口縁。胎土は灰白色。外面に不明文（草花か）、内底に圏線。肥
前産か。

今泊海岸陶磁器散布
地

第72図1
図版109-1

中国産
青磁

碗
Ⅴ-2類

口縁部 15.5 － －
直口口縁。水磨を受け胎土や釉は劣化し、釉は剥落している。外面口
縁下及び内面に雷文。

今泊海岸陶磁器散布
地

第72図2
図版109-2

中国産
青磁

碗 口縁部 － － － 外反口縁。水磨を受け胎土及び釉は赤色を帯び、釉は剥落している。

今泊海岸陶磁器散布
地

第72図3
図版109-3

中国産
青磁

酒会壺
蓋

庇～袴 25.4 － 15.4 胎土は灰白色。釉はオリーブ灰色で、内側は露胎。外面に蓮弁文。

今泊海岸陶磁器散布
地

第72図4
図版109-4

中国産
褐釉陶器

壺
５類

口縁部 19.5 － －
釉は両面に黒褐色、水磨による影響を受ける。胎土は劣化し、褐色を
帯びる。

今泊海岸陶磁器散布
地

第72図5
図版109-5

中国産
褐釉陶器

鉢
５類

口縁部 29.8 － －
釉は内面に黒褐色、外面は不明。胎土は海水による影響か、淡赤橙
色と灰白色。

今泊海岸陶磁器散布
地

第72図6
図版109-6

日本産
陶器

擂鉢 口縁部 26.2 － －
胎土はにぶい黄褐色。両面に褐釉を施釉するが水磨の影響を受け
る。内面に擂目を密に施す。

今泊海岸陶磁器散布
地

第72図7
図版109-7

ﾀｲ産
褐釉陶器

壺 底部 － － 26.4
釉は両面に鈍黄色、水磨の影響を受ける。胎土はにぶい橙色、表面
は明青灰色。メナムノイ窯。

今泊海岸陶磁器散布
地

第72図8
図版109-8

ﾀｲ産
褐釉陶器

壺 底部 － － 24.0
釉は両面に黒褐色、水磨の影響を受ける。胎土は灰白色。内底に釉
が溜まり、砂付着。メナムノイ窯。

今泊海岸陶磁器散布
地

第72図9
図版109-9

沖縄産
施釉陶器

碗 底部 － － 5.5 胎土は灰色。両面に褐釉を施釉後、内底と畳付を釉剥ぎ。

今泊海岸陶磁器散布
地

第72図10
図版110-10

沖縄産
無釉陶器

壺 口縁部 12.6 － － 胎土は赤橙色。外面は灰褐色（マンガン釉かは不明）。

今泊海岸陶磁器散布
地

第72図11
図版110-11

沖縄産
無釉陶器

擂鉢 口縁部 29.4 － － 胎土は赤橙色。鍔上面に沈線1条を巡らし、内面の擂目は密に施す。

当袋川河口遺物散布
地

第74図1
図版112-1

中国産
青磁

碗
幅広高台

口縁部 15.2 － －
水磨を受け胎土及び釉は劣化している。口縁部は直口。胴部に轆轤
目が顕著。

当袋川河口遺物散布
地

第74図2
図版112-2

中国産
青磁

碗
Ⅵ-0類

底部 － － 7.0
水磨を受け胎土葉赤色を帯び、釉は剥落し、特に外面はアバタ
状となる。高台内面より露胎。

当袋川河口遺物散布
地

第74図3
図版112-3

中国産
青磁

碗
Ⅳ類

底部 － － 6.2
水磨を受け胎土や釉は劣化し、釉は白色となっている。高台内面及び
外底面露胎。

当袋川河口遺物散布
地

第74図4
図版112-4

中国産
青磁

碗
Ⅳ類

底部 － － 5.5
水磨を受け胎土や釉は劣化している。釉は剥落しアバタ状となる。胎
土は灰色。畳付及び高台内面、外底面露胎。

当袋川河口遺物散布
地

第74図5
図版112-5

中国産
青磁

碗
Ⅵ-0類

底部 － － 5.8
水磨を受け胎土は赤色を帯び、釉は白色はを帯び、剥落しアバ
タ状となる。胎土は灰色。畳付及び高台内面、外底面露胎。

野甫島北海岸遺物散
布地

第76図1
図版115-1

中国産
青花

碗 胴部 （15.2） － － 胎土は白色。外面に梅花文、内面に圏線。徳化窯系。

野甫島北海岸遺物散
布地

第76図2
図版115-2

中国産
青花

碗 底部 － － 7.0
釉は明緑灰色。胎土は灰白色。外面に草花文、内底に花文か。徳化
窯系。

野甫島北海岸遺物散
布地

第76図3
図版115-3

中国産
青花

碗 底部 － － 6.2 胎土は白色。外面に蓮弁文、内底に圏線。徳化窯系。

野甫島北海岸遺物散
布地

第76図4
図版115-4

沖縄産
施釉陶器

碗 底部 － － 6.4 胎土はにぶい黄橙色。内面胴部から外面胴部まで灰釉を施釉。
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出土地
図・図版
番号

大分類 小分類 部位
口径

（長軸）
器高

（短軸）
底径
（厚さ）

観察事項

野甫島北海岸遺物散
布地

第76図5
図版115-5

中国産
青花

皿
口縁部～
底部

15.4 2.9 8.8
釉は明緑灰色。胎土は灰白色。外面に圏線、内面に「志在書中」図。
徳化窯系。

野甫島北海岸遺物散
布地

第76図6
図版115-6

中国産
褐釉陶器

壺 口縁部 20.6 － － 胎土はにぶい赤褐色。水磨を受け釉薬は剥落している。

野甫島北海岸遺物散
布地

第76図7
図版115-7

沖縄産
無釉陶器

壺 口縁部 16.3 － － 胎土は橙色。外面は赤灰色。

テライ原西海岸遺物
散布地

第77図1
図版118-1

石器 台石 完形 13.3 10.3 6.3
素材：チャート（風化・再結晶化）、円礫。片側表面部に敲打による凹
みあり。重量1.26㎏。

阿護の浦海底遺跡
第79図1

図版120-1
中国産
青磁

碗
Ⅳ類

底部 － － 6.6
水磨を受け胎土及び釉が劣化している。釉は畳付外面まで施釉。見
込みに印花文。

阿護の浦海底遺跡
第79図2

図版120-2
沖縄産

施釉陶器
碗

口縁部～
底部

12.7 6.3 6.3
胎土は灰白色。内面胴部から外面胴部まで褐釉を施釉。内底と外面
腰部以下は露胎。

阿護の浦海底遺跡
第79図3

図版120-3
沖縄産

施釉陶器
碗

口縁部～
底部

12.5 6.0 5.8
胎土は灰白色。両面に白化粧＋透明釉を施釉後、内底と畳付を釉剥
ぎ。内底と畳付に耐火土が付着。

阿護の浦海底遺跡
第79図4

図版120-4
沖縄産

施釉陶器
碗

口縁部～
底部

12.8 6.4 6.1
胎土は灰白色。内面に灰釉、外面に褐釉を施釉後、内底蛇の目釉剥
ぎ。内面に鉄絵で横線と丸文を描く。

阿護の浦海底遺跡
第79図5

図版120-5
中国産
青花

碗 底部 － － 7.6
釉は浅黄色。胎土は灰白色。内底中央及び内面胴部から外面腰部ま
で施釉。外面に草花文。福建・広東系。

阿護の浦海底遺跡
第79図6

図版120-6
沖縄産

施釉陶器
瓶 胴部 － － － 胎土は灰白色。外面に褐釉を施釉。

阿護の浦海底遺跡
第79図7

図版120-7
沖縄産

無釉陶器
皿

口縁部～
底部

11.4 2.5 7.0 胎土は橙色。両面とも部分的に赤灰色（煤か）。

阿護の浦海底遺跡
第79図8

図版120-8
沖縄産

施釉陶器
鉢

口縁部～
底部

23.3 10.6 8.8
胎土は灰白色。内面に白化粧＋透明釉、外面に褐釉を施釉後、内底
と畳付を釉剥ぎ。内底に耐火土が付着。畳付に耐火土を塗布。

阿護の浦海底遺跡
第79図9

図版120-9
日本産
陶器

擂鉢
口縁部～
底部

28.4 11.7 15.2
胎土は浅黄橙色。内面から高台外面まで褐釉を施釉後、内底を釉剥
ぎ。内面に擂目を密に施す。丹波産か。

阿護の浦海底遺跡
第79図10

図版120-10
沖縄産

無釉陶器
甕 口縁部 61.8 － －

胎土は橙色。器面は全体的ににぶい橙色。外面に横位沈線数条＋貼
付丸文複数を施す。

阿護の浦海底遺跡
第79図11

図版120-11
沖縄産

無釉陶器
鉢 口縁部 35.6 － － 胎土は橙色。外面は灰褐色。鍔上面に沈線を巡らす。

阿護の浦海底遺跡
第80図12

図版121-12
沖縄産

無釉陶器
壺 口縁部 12.6 － －

胎土は橙色。外面は全体的に褐灰色。外面に横位沈線数条＋判を施
す。

阿護の浦海底遺跡
第80図13

図版121-13
沖縄産

無釉陶器
壺 口縁部 16.4 － － 胎土は橙色。外面は褐灰色。外面に横位沈線数条＋判？を施す。

阿護の浦海底遺跡
第80図14

図版121-14
沖縄産

無釉陶器
甕 口縁部 41.0 － －

胎土は橙色。外面は部分的に褐灰色。外面に横位沈線数条＋波状
文2本＋貼付丸文を施す。

阿護の浦海底遺跡
第80図15

図版121-15
沖縄産

無釉陶器
壺 底部 － － 21.0 胎土は橙色。外面は褐灰色。

真謝港遺物散布地
第82図1

図版125-1
中国産
青磁

碗
Ⅰ-2類

底部 － － 6.0
胎土は灰色。釉はオリーブ灰色にやや黄色みがかる、ガラス質で貫入あり。畳付及び外底
面露胎だが、一部に釉がかかる。見込みに劃花文、内面胴部に劃花文か。

真謝港遺物散布地
第82図2

図版125-2
中国産
青磁

碗
Ⅵ-1類

胴部 － － － 釉は緑灰色、ガラス質で貫入あり。外面に線刻蓮弁文。

真謝港遺物散布地
第82図3

図版125-3
中国産
青磁

碗
Ⅵ類

底部 － － 5.9
水磨を受け胎土は白色を帯び、釉は一部が剥落している。釉は
オリーブ灰色。高台内面途中まで施釉。見込みに印花文。

真謝港遺物散布地
第82図4

図版125-4
中国産
白磁

碗 底部 － － 6.9
胎土は黄橙色。灰白色の釉薬を両面に施釉。内底と畳付に焼成時の
痕跡が残る。朝鮮産白磁の可能性もある。

真謝港遺物散布地
第82図5

図版125-5
中国産
青花

碗 口縁部 12.0 － －
釉は明緑灰色。胎土は灰白色。内面胴部から外面胴部まで施釉。外
面に草花文。福建・広東系。

真謝港遺物散布地
第82図6

図版125-6
中国産
青花

碗 底部 － － 6.8
釉は明緑灰色。胎土は灰白色。外面全体に施釉後、畳付を釉剥ぎ
か。外面に不明文（草花か）。福建・広東系。

真謝港遺物散布地
第82図7

図版125-7
中国産
青花

碗 底部 － － 5.9
釉は明緑灰色。胎土は灰白色。外面全体に施釉後、畳付を釉剥ぎ
か。外面に圏線。福建・広東系。

真謝港遺物散布地
第82図8

図版125-8
中国産
青花

鉢 底部 － － 12.1
釉は明緑灰色。胎土は灰白色。内面胴部・高台外面・外底に施釉。外
面に不明文（草花か）、内面に圏線＋「寶」銘。福建・広東系。

真謝港遺物散布地
第82図9

図版125-9
中国産
青花

鉢 底部 － － 12.4
釉は明緑灰色。胎土は灰白色。内面胴部・高台外面・外底に施釉。外
面に不明文（草花か）、内面に圏線＋「髙」銘。福建・広東系。

真謝港遺物散布地
第83図10

図版126-10
中国産
青花

鉢 底部 － － 11.8
釉は明緑灰色。胎土は灰白色。内面胴部・高台外面・外底に施釉。外
面に圏線、内面に圏線＋「萬」銘。福建・広東系。

真謝港遺物散布地
第83図11

図版126-11
中国産
青花

鉢 底部 － － 12.0
釉は明緑灰色。胎土は灰白色。内面胴部・高台外面・外底に施釉。外
面に圏線、内面に圏線＋銘款。福建・広東系。

真謝港遺物散布地
第83図11

図版126-12
中国産
青花

鉢 底部 － － （14.4）
胎土は灰白色。水磨を受け釉薬は剥落している。外面に圏線、内底に
圏線。福建・広東系。

真謝港遺物散布地
第83図13

図版126-13
中国産
青花

鉢 底部 － － 12.8
釉は明緑灰色。胎土は灰白色。内面胴部・高台外面・外底に施釉。外
面に圏線、内面に圏線＋銘款。福建・広東系。

真謝港遺物散布地
第83図14

図版126-14
中国産
青花

鉢 底部 － － －
胎土は灰白色。水磨を受け釉薬は剥落している。内底に圏線＋銘款。
福建・広東系。

真謝港遺物散布地
第83図15

図版126-15
中国産
青花

鉢 底部 － － 12.0
釉は明緑灰色。胎土は灰白色。内面胴部・高台外面・外底に施釉。外
面に不明文（草花か）、内面に圏線。福建・広東系。

真謝港遺物散布地
第83図16

図版126-16
中国産
青花

鉢 胴部 － － －
釉は明緑灰色。胎土は灰白色。両面に施釉。外面に丸文、内面に圏
線。福建・広東系。

真謝港遺物散布地
第84図17

図版127-17
中国産

褐釉陶器
壺 口縁部 35.5 － －

胎土はにぶい赤褐色。水磨を受け釉薬は剥落している。外面にタタキ
成形痕が残る。

真謝港遺物散布地
第84図18

図版127-18
ﾀｲ産

褐釉陶器
壺 底部 － － 37.0

釉はオリーブ灰色、水磨の影響を受ける。胎土は灰色。シーサッチャ
ナライ窯。

白瀬川河口遺物散布
地

第86図1
図版131-1

中国産
青磁

碗
Ⅵ類

口縁部 14.2 － －
外反口縁。水磨を受け胎土及び釉は劣化しており、赤みを帯びる。釉
はオリーブ灰色で貫入あり。

白瀬川河口遺物散布
地

第86図2
図版131-2

中国産
青磁

碗
Ⅴ類

口縁部 － － －
外反口縁。水磨を受け胎土及び釉は劣化しており、赤みを帯びる。釉
はオリーブ灰色で貫入あり。

白瀬川河口遺物散布
地

第86図3
図版131-3

中国産
青磁

皿
Ⅳ類

底部 － － 6.6
腰折皿。胎土は灰白色。釉は灰緑色で貫入あり。高台畳付を釉剥ぎ、
外底面露胎。

白瀬川河口遺物散布
地

第86図4
図版131-4

中国産
青花

碗 底部 － － 8.4
胎土は灰白色。両面に施釉後、内底と畳付を釉剥ぎ。外面に圏線。徳
化窯系。

白瀬川河口遺物散布
地

第86図5
図版131-5

中国産
青花

小杯 底部 － － 2.2
釉は明緑灰色。胎土は灰白色。両面に施釉後、畳付を釉剥ぎ。外面
に圏線、内底に荒磯文。景徳鎮窯。
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出土地
図・図版
番号

大分類 小分類 部位
口径

（長軸）
器高

（短軸）
底径
（厚さ）

観察事項

白瀬川河口遺物散布
地

第86図6
図版131-6

沖縄産
施釉陶器

酒注 底部 － － 7.2 胎土は灰白色。外面に灰釉を施釉。外面に飛鉋を施す。

白瀬川河口遺物散布
地

第86図7
図版131-7

沖縄産
施釉陶器

瓶 底部 － － 5.8 胎土は灰白色。内面に灰釉、外面に褐釉を施釉。

安良海岸遺物散布地
第88図1

図版134-1
中国産
青花

碗 口縁部 5.0 － －
釉は明緑灰色。胎土は白色。両面に施釉。外面に花唐草文、内面に
圏線。徳化窯系。

安良海岸遺物散布地
第88図2

図版134-2
中国産
青花

碗 底部 － － 5.2
釉は明緑灰色。胎土は白色。両面に施釉後、畳付を釉剥ぎ。外面に
花唐草文＋圏線、内面に圏線。徳化窯系。

安良海岸遺物散布地
第88図3

図版134-3
沖縄産

無釉陶器
擂鉢 口縁部 29.0 － －

胎土は暗赤褐色。水磨を受け表面は劣化している。内面に擂目を等
間隔で施す。

安良海岸遺物散布地
第88図4

図版134-4
石製品 硯 破損 5.9 4.8 2.1

素材：頁岩。海部欠損。陸部縁辺部に擦切痕残る。陸部中央は使用
により僅かに凹む。粗製品。重量0.1㎏。

宮良湾海底遺跡
第90図1

図版137-1
中国産
青磁

碗
Ⅴ-3類

口縁部 13.6 － － 外反口縁。胎土は灰白色。釉は明緑色。内外面胴部に草花文。

宮良湾海底遺跡
第90図2

図版137-2
中国産
青磁

碗
Ⅵ類

底部 － － 5.4
水磨を受け胎土や釉は劣化している。胎土は灰白色。釉はオリーブ灰色。高
台内面土中まで施釉。外底面に一部釉がかかる。見込みに印花文。

宮良湾海底遺跡
第90図3

図版137-3
土器 不明 胴部 － － － 胎土は橙色。両面に器面調整の痕跡が残る。

祖納マエドマリ沖海底
遺跡

第92図1
図版140-1

中国産
青磁

碗
Ⅴ類

底部 － － 6.0
水磨を受け胎土や釉は劣化し、釉は一部が剥落している。外底面蛇
の目釉剥ぎ。見込みに印花文。外面胴部に唐草文。

祖納マエドマリ沖海底
遺跡

第92図2
図版140-2

中国産
青磁

碗
Ⅴ類

底部 － － 5.4 胎土は灰白色。釉は明緑色。外底面を蛇の目釉剥ぎか。見込みに印花文。

祖納マエドマリ沖海底
遺跡

第92図3
図版140-3

中国産
青磁

碗
Ⅵ類

底部 － － 5.0
胎土は灰色。釉はオリーブ灰色。畳付を釉剥ぎ、高台内面途中まで施
釉。外底面の一部に釉がかかる。見込みに印花文。

祖納マエドマリ沖海底
遺跡

第92図4
図版140-4

中国産
青磁

碗
Ⅵ類

底部 － － 5.9
水磨を受け胎土や釉が劣化している。焼成が悪く、釉はアバタが目立
つ。高台外面下半より露胎。見込みに印花文。

祖納マエドマリ沖海底
遺跡

第92図5
図版140-5

日本産
染付

碗 底部 － － 4.2 胎土は灰白色。外面に草花文、外底に「大明成化」銘か。肥前産。

祖納マエドマリ沖海底
遺跡

第92図6
図版140-6

沖縄産
施釉陶器

碗 底部 － － 6.2
胎土は灰白色。両面に白化粧＋透明釉を施釉後、内底と畳付を釉剥
ぎ。畳付に耐火土を塗布。外面に草花文。

祖納マエドマリ沖海底
遺跡

第92図7
図版140-7

沖縄産
施釉陶器

瓶 底部 － － 6.2 胎土は灰白色。外面に黒釉を施釉。

祖納マエドマリ沖海底
遺跡

第92図8
図版140-8

沖縄産
施釉陶器

碗 底部 － － 6.2 胎土は灰白色。内面胴部から外面胴部に灰釉を施釉。

祖納マエドマリ沖海底
遺跡

第92図9
図版140-9

沖縄産
無釉陶器

壺 口縁部 10.6 － －
胎土は橙色。内面は大部分が褐灰色。水磨を受け表面は劣化してい
る。

湖辺底港遺物散布地
第94図1

図版143-1
中国産
白磁

碗 底部 － － 5.6
内外面の胴部途中まで施釉。釉、胎土は劣化により赤褐色を帯
びる。庄辺窯で16ｃ。

ジムン海岸遺物散布
地

第96図１
図版145-1

石製品 環状碇石 破損 15.6 12.5 8.3
素材：細粒砂岩（ニービ）。加工痕、表面に磨面、背面・側面にノミ痕、中央に一方向から穿
孔、螺旋状の穿孔痕残。表裏及び側面の一部に紐ずれ状磨滅面あり。重量2.46㎏。

前川河口遺物散布地
第98図1

図版146-1
沖縄産

施釉陶器
碗 口縁部 13.0 － － 胎土は灰白色。内面胴部から外面胴部に灰釉を施釉。

前川河口遺物散布地
第98図2

図版146-2
沖縄産

施釉陶器
碗

口縁部～
底部

12.4 5.6 7.0
胎土は灰白色。内面胴部から外面胴部に灰釉を施釉。内面に鉄絵で
圏線を描く。

伊原間湾遺物散布地
第100図1
図版148-1

日本産
染付

碗 底部 － － 5.6
釉は明緑灰色。胎土は灰白色。両面に施釉後、内底と畳付を釉剥ぎ。
外面に不明文（草花文か）。肥前系。

伊原間湾遺物散布地
第100図2
図版148-2

沖縄産
無釉陶器

香炉 口縁部 10.8 － － 胎土は橙色。器面は灰褐色。

小浜島北海岸遺物散
布地

第115図1
図版163-1

中国産
青磁

碗
Ⅳ類

胴部 （12.5） － － 胎土は灰色。釉は緑灰色。無文。

小浜島北海岸遺物散
布地

第115図2
図版163-2

中国産
白磁

碗 口縁部 13.9 － － 胎土は灰白色。両面に施釉。

小浜島北海岸遺物散
布地

第115図3
図版163-3

中国産
褐釉陶器

壺 口縁部 15.8 － － 胎土は橙色。外面は明褐灰色。外面にタタキ成形痕が残る。

宇佐浜海岸遺物散布
地

図版166 石材 － 破損 15.3 9.8 6.8 素材：片岩。加工痕なし。全面激しく被熱。重量1.24㎏。

謝敷海岸遺物散布地
第118図1
図版169-1

石器 敲石類 完形 14.1 7.9 7.3 素材：砂岩、円礫。加工痕なし。各面中央に凹みあり。重量1.08㎏。

謝敷海岸遺物散布地
第118図2
図版169-2

石器 台石 完形 16.0 10.4 7.0
素材：砂岩、円礫。加工痕なし。平坦面を主とし、表裏・左右両側面中
央に敲打による凹みあり。重量1.66㎏。

喜如嘉海岸遺物散布
地

第120図
図版172

石器 敲石類 破損 9.4 6.5 4.0
素材：砂岩、円礫。加工痕なし。表面中央に敲打による凹みあり。重量
0.34㎏。

上原海岸遺物散布地
第122図
図版175

石器 台石 完形 13.0 9.2 7.0
素材：緑色片岩、亜角礫。加工痕なし。表面中央に敲打による凹みあ
り。重要1.46㎏。

ヤブチ洞穴前遺物散
布地

第124図1
図版177-1

貝製品 貝輪？ 破損 － － － 素材：オオツタノハ。水磨のため、加工・使用痕確認できず。

ヤブチ洞穴前遺物散
布地

第124図2
図版177-2

貝製品 貝珠 完形 － － － 素材：イモガイ科。殻頂を打撃して穿孔か。

ヤブチ洞穴前遺物散
布地

第124図3
図版177-3

石器 敲石類 完形 11.6 8.4 4.5
素材：砂岩、楕円礫。加工痕なし。側縁全周に敲打痕あり。重量0.6
㎏。

ヤブチ洞穴前遺物散
布地

第124図4
図版177-4

石器 石皿？ 破損 20.4 9.7 4.1
素材：片状砂岩、亜角礫。加工痕なし。表面に磨面、中央部に敲打痕
による浅い凹みあり。重量0.98㎏。

米原海岸遺物散布地
第126図
図版180

中国産
青磁

碗
Ⅳ類

口縁部 － － － 外反口縁。口縁端が玉縁状となる。胎土は灰色。釉はオリーブ灰色。
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第４章 総括 
 

 以上、平成16・17・19～21年度に実施した沿岸地域遺跡分布調査の成果について報告した。本章では今一度そ

れらを整理するとともに、若干の考察と今後の課題を述べる。 

 ５ヶ年の分布調査により、沖縄県内全域で143ヶ所の水中遺跡及び沿岸遺跡が確認された。形成要因別に内訳

をみると沈没船９ヶ所・水中遺物散布地11ヶ所・港湾遺跡30ヶ所・海岸遺物散布地16ヶ所・生産遺跡76ヶ所・

貝塚１ヶ所（かつて陸上にあったものが沈降して形成された遺跡）で、今回はこれに参考資料として正保国絵図

の港57件（うち10件は港湾遺跡と立地が重複する）と関連文化財21件を集成している。これらの中には、過去

の分布調査で既に把握されている遺跡も含まれるが（伊江村教委1999、大宜味村教委1984、沖縄県文化課1977・

1979・1995、北谷町教委1994、仲里村教委1996など）、大半はこれまで周知されていなかったものであり、改め

て県内各地の海岸や水中に多数の遺跡が所在することが理解される。しかし、今回で県内全域を調査できたわけ

ではなく、諸事情により立ち入りが困難な場所や地域（米軍基地、自衛隊基地及び空港など）は対象外としてい

る。このため、当該場所及び地域の調査が進めば、新たな水中遺跡や沿岸遺跡が発見される可能性は高い。浦添

市教育委員会が発掘調査を実施した同市西海岸の石切場跡（浦添市教委1999・2012・2013a・2013b）などは、そ

の一例を示すものとして注目される。ちなみに、この点は遺跡の範囲についても同様で、今後の詳細調査により

拡大する可能性は十分考えられる。 

水中遺跡及び沿岸遺跡が他の遺跡と異なる特徴の一つに、範囲が海岸だけでなく海底まで広がる点を挙げるこ

とができる。このため、陸上の遺跡以上に把握や周知が困難な場合が多く、文献記録や伝承などが確認できない

海域であれば、実際に水中から遺物を引き揚げたという情報が特に重要になる。国内唯一の島嶼県である沖縄県

が、海を生業及び交通の場に利用することで繁栄してきた歴史を鑑みれば、このような事例は特段珍しくはない

と考えられることから、文化財担当者及び文化財担当部局は陸上と同じように海岸・水中の遺跡にも注意を払う

必要がある。 

 今回143件の水中遺跡と沿岸遺跡を報告したが、今後はこれらを保護するための方策づくりが課題となる。文

化庁も平成元～３年度に水中遺跡を対象とした遺跡保存方法の調査研究報告をまとめ（文化庁2000）、平成24年

度からは水中遺跡の保存活用に関する調査研究に着手しているが（水中遺跡調査検討委 2016）、現在も遺跡数は

それほど増加しておらず、史跡指定された遺跡も「鷹島神崎遺跡」１件のみにとどまっている。2009年にユネス

コが発行した「水中文化遺産保護条約」を例に出すまでもなく、水中遺跡及び沿岸遺跡の保存と活用は世界共通

の課題とされているが、これらは陸上の遺跡とは別の保護手法を講じる必要があるため、それをうまく活用した

手段が求められる。沿岸遺跡は陸上の遺跡と密接に関係するものが多いことから、陸上の遺跡と一体的に捉える

ことにより、近年改変の著しい旧地形及び旧景観の保護にも繋がると考えられる。他方水中遺跡の場合は、海岸

部分まで範囲の広がる事例を除けば通常視認できないため、一見開発行為に遭遇し難いようにも思えるが、ダイ

バーや漁業関係者など水中で何らかの行為を実施する個人や団体への周知は必要である。特に水深の浅い遺跡で

は遺物の回収も容易であることから、やはり周知が重要と考えられる。その一例がアジア水中考古学研究所の提

唱する「海底遺跡ミュージアム構想」で、同趣旨を踏まえた遺跡観察会が久米島町や恩納村で開催されている（南

西諸島水中文化遺産研究会ほか2013、沖縄県立博物館・美術館2014など）、海岸及び水中に遺物が分布する状況

の周知に加え、遺物の採集を控える旨も同時に伝える保護措置の一環として注目される。 

 これまで何度も述べたように、沖縄県は古くから海に育まれた歴史を有している。今回報告した水中遺跡と沿

岸遺跡は、国内他地域と異なる本県の状況を端的に示すものであるとともに、本県に特有の遺跡ともいえること

から、今後はこれらを適切に保護することが求められる。本報告書がそのための一助となれば幸いである。 
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第４章 総括 
 

 以上、平成16・17・19～21年度に実施した沿岸地域遺跡分布調査の成果について報告した。本章では今一度そ

れらを整理するとともに、若干の考察と今後の課題を述べる。 

 ５ヶ年の分布調査により、沖縄県内全域で143ヶ所の水中遺跡及び沿岸遺跡が確認された。形成要因別に内訳

をみると沈没船９ヶ所・水中遺物散布地11ヶ所・港湾遺跡30ヶ所・海岸遺物散布地16ヶ所・生産遺跡76ヶ所・

貝塚１ヶ所（かつて陸上にあったものが沈降して形成された遺跡）で、今回はこれに参考資料として正保国絵図

の港57件（うち10件は港湾遺跡と立地が重複する）と関連文化財21件を集成している。これらの中には、過去

の分布調査で既に把握されている遺跡も含まれるが（伊江村教委1999、大宜味村教委1984、沖縄県文化課1977・

1979・1995、北谷町教委1994、仲里村教委1996など）、大半はこれまで周知されていなかったものであり、改め

て県内各地の海岸や水中に多数の遺跡が所在することが理解される。しかし、今回で県内全域を調査できたわけ

ではなく、諸事情により立ち入りが困難な場所や地域（米軍基地、自衛隊基地及び空港など）は対象外としてい

る。このため、当該場所及び地域の調査が進めば、新たな水中遺跡や沿岸遺跡が発見される可能性は高い。浦添

市教育委員会が発掘調査を実施した同市西海岸の石切場跡（浦添市教委1999・2012・2013a・2013b）などは、そ

の一例を示すものとして注目される。ちなみに、この点は遺跡の範囲についても同様で、今後の詳細調査により

拡大する可能性は十分考えられる。 

水中遺跡及び沿岸遺跡が他の遺跡と異なる特徴の一つに、範囲が海岸だけでなく海底まで広がる点を挙げるこ

とができる。このため、陸上の遺跡以上に把握や周知が困難な場合が多く、文献記録や伝承などが確認できない

海域であれば、実際に水中から遺物を引き揚げたという情報が特に重要になる。国内唯一の島嶼県である沖縄県

が、海を生業及び交通の場に利用することで繁栄してきた歴史を鑑みれば、このような事例は特段珍しくはない

と考えられることから、文化財担当者及び文化財担当部局は陸上と同じように海岸・水中の遺跡にも注意を払う

必要がある。 

 今回143件の水中遺跡と沿岸遺跡を報告したが、今後はこれらを保護するための方策づくりが課題となる。文

化庁も平成元～３年度に水中遺跡を対象とした遺跡保存方法の調査研究報告をまとめ（文化庁2000）、平成24年

度からは水中遺跡の保存活用に関する調査研究に着手しているが（水中遺跡調査検討委 2016）、現在も遺跡数は

それほど増加しておらず、史跡指定された遺跡も「鷹島神崎遺跡」１件のみにとどまっている。2009年にユネス

コが発行した「水中文化遺産保護条約」を例に出すまでもなく、水中遺跡及び沿岸遺跡の保存と活用は世界共通

の課題とされているが、これらは陸上の遺跡とは別の保護手法を講じる必要があるため、それをうまく活用した

手段が求められる。沿岸遺跡は陸上の遺跡と密接に関係するものが多いことから、陸上の遺跡と一体的に捉える

ことにより、近年改変の著しい旧地形及び旧景観の保護にも繋がると考えられる。他方水中遺跡の場合は、海岸

部分まで範囲の広がる事例を除けば通常視認できないため、一見開発行為に遭遇し難いようにも思えるが、ダイ

バーや漁業関係者など水中で何らかの行為を実施する個人や団体への周知は必要である。特に水深の浅い遺跡で

は遺物の回収も容易であることから、やはり周知が重要と考えられる。その一例がアジア水中考古学研究所の提

唱する「海底遺跡ミュージアム構想」で、同趣旨を踏まえた遺跡観察会が久米島町や恩納村で開催されている（南

西諸島水中文化遺産研究会ほか2013、沖縄県立博物館・美術館2014など）、海岸及び水中に遺物が分布する状況

の周知に加え、遺物の採集を控える旨も同時に伝える保護措置の一環として注目される。 

 これまで何度も述べたように、沖縄県は古くから海に育まれた歴史を有している。今回報告した水中遺跡と沿

岸遺跡は、国内他地域と異なる本県の状況を端的に示すものであるとともに、本県に特有の遺跡ともいえること

から、今後はこれらを適切に保護することが求められる。本報告書がそのための一助となれば幸いである。 
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沖縄県内で143ヶ所の
水中遺跡及び沿岸遺
跡を確認

要　　約

　平成16・17・19～21年度の５ヶ年計画で実施した沿岸地域遺跡分布調査により、沖縄県内全域で143ヶ所の水
中遺跡及び沿岸遺跡を確認した。内訳は沈没船９ヶ所・水中遺物散布地11ヶ所・港湾遺跡30ヶ所・海岸遺物散
布地16ヶ所・生産遺跡76ヶ所・貝塚１ヶ所で、既に市町村教育委員会の分布調査や沖縄県教育委員会の生産
遺跡分布調査などで把握済みの遺跡も一部含まれるが、大半はこれまで周知されていなかった遺跡である。今
回はこれに17世紀作成の『正保国絵図』に記載された港57ヶ所（うち10ヶ所が港湾遺跡と同じ場所に立地）と、
関連文化財21件を加えた合計211件を報告対象とする。
　水中遺跡や沿岸遺跡は、四方を海に面した本県の地理的及び歴史的な特性を端的に示すものであるととも
に、古くから海に育まれた沖縄の歴史を理解するうえでも欠かせない文化財である。本県では現在もリゾート開
発や大規模な埋立及び護岸工事が盛んであり、遺跡が所在する海岸などの旧地形も年々失われていることか
ら、今回の成果に基づいて水中遺跡・沿岸遺跡の適切な保護を図る必要がある。
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